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    　　　一章　修学旅行に出発しよう


    



    　私立緑みどりヶが丘おか高校二年一組の生徒を乗せたバスが、ゆるゆると旅館の駐車場に辿たどり着いた。


    　朝の七時に東京駅に集合し、そこから新幹線で一路京都へ。さらに京都駅から貸し切りバスに乗って旅館へ向かう。そこでいったん荷物を部屋に置き、昼食をとりながら先生たちの訓示を聞き流し、ようやく京都観光へと繰り出してゆく。


    　というのが、修学旅行初日のスケジュールになっていた。


    



    　バスから降りてくるクラスメートたちのどの顔にも、軽い興奮と期待がありありと浮かび上がっていた。きっと、俺もそんな顔をしていたはずだ。


    　バスの床下のトランクから自分の旅行バッグを引っ張りだすと、俺はあたりを見回して、彼女の姿を捜した。


    「綾あやちゃん！」


    　友人二人と立ち話を交わしていた陣じん内ない綾は、俺の呼びかけに気づいて振り返る。


    「どしたの、浩こう介すけ」


    　旅先ながら、いつもとなんら変わらない返事が返ってくる。そのことに、俺は少し安あん堵どする。


    「いや、ちょっと今夜の隠し芸大会の段取りについて相談したくて」


    「ん、わかった。二人とも先行ってて」


    「あー、わかったわかった。二人でゆっくり相談しちゃって」


    　友人たちは意味ありげにニヤニヤ笑いながら、荷物を肩に背負って旅館へと歩いてゆく。


    　陣内綾は、二年一組のクラス委員長にして俺の幼なじみである。幼稚園も小学校も中学校も同じという、筋金入りの幼なじみだ。筋金が入りすぎて、もう完全に関係性が固定化されてしまっている。下の名前で呼び合っているからといって特別な関係にあるわけではなく、初めて出会ったときのまま、惰だ性せいでそうなっているだけだ。


    　関係性が維持されているということは少なくとも嫌われてはいないはずだが、それが十年以上続いているということは、何もしなければ、このままの距離での関係が続いていくことにしかならない。


    　彼女が俺を呼ぶ言い方は浩くん（～小一）→浩介くん（～小三）→浩介（～現在）、とその成長に応じて変化してきた。一方、俺はずっと綾ちゃんと彼女を呼び続けてきた。


    　どこかで名前を呼び捨てにしたり苗字で呼んだりしはじめるタイミングがあったはずなのに、そのタイミングというやつを逃したまま今日に至る。


    　呼び方を変えることで関係性が変わってしまうことを恐れてきたのだけれど、五年後も十年後も二十年後も、そんな変わらない関係が続いていくはずもない。どこかで俺はその関係性を、固定化されてしまった世界を変革しなければならない。


    　惰だ性せいで続く日常の中で、それでも、俺が唯一挑むべき冒険があるとしたら、それは彼女との関係性に決着をつけることだった。修学旅行という、日常の延長でありながら、そこはかとない非日常感漂うこのときこそ、俺が一歩踏み出す最大のチャンスなのだ。


    　思えば、俺はこれまで数々の冒険の機会を見送ってきた。


    　小六のときの夏祭り。


    　中一のバレンタインデー。


    　中二の体育祭。


    　中三の卒業式。


    　高一の文化祭。


    　数々の冒険のチャンスを、「いや、でも全滅のリスクを考えたらここは無理に冒険に出る必要はないよね。人生におけるリスク分散、ポートフォリオを考えるべきなんだよ。今のまま幼なじみの女友達という関係を続けることによる配当は当分の間、受けられるわけだからね。考えてみたまえ、世の中には気安く話せる女友達がいない男子高校生だってたくさんいるんだ、それを考えたらキミは十分恵まれているじゃないか」みたいな自分会議の結果、見送り続けてきた。


    　だが、そろそろ決着をつけねばならない。誰のためでもなく、自分自身のために。


    　修学旅行という、高校生活最大にしてたった一度しかないイベントを機に、俺は人生最大の冒険に出ることに決めたのだ。


    　輝けるものを手にせんと欲するならば、「そういう対象としては見られないけど、これからもいいお友達でいようね」という無慈悲なカウンターパンチを食らうリスクを背負って、清きよ水みずの舞台から飛び降りなければならないのだ。


    「いったん飛び降りたあとで、元どおりいいお友達でいられるわけねーだろ！　着地のショックでバラバラになってるっつーの！」


    「飛び降りる？」


    「いや、何でもないっす」


    　いかん、冒険への士気を高めるあまり、口に出ていたらしい。


    「なに、いつもよりテンション高いじゃない。そんなに修学旅行が楽しみだったの？」


    「綾あやちゃんはいつもとテンション変わんないな」


    「楽しくないわけじゃないけどさ、修学旅行ではしゃぐほど子供じゃないわよ」


    「とか言いつつ、めちゃめちゃ付ふ箋せん貼はってんじゃん」


    　俺は綾ちゃんの旅行鞄かばんから飛び出した冊子を指差した。


    『修学旅行のしおり』と題されたその小冊子は、市販の旅行ガイドなどではない。


    　この俺、沢さわ木き浩こう介すけが修学旅行委員に立候補し、この旅行のために製作した力作である。


    　修学旅行の旅程表、クラスメートの名簿、非常時の連絡先、京都の観光名所や路線図、旅行先での注意や持ち物リストなど、修学旅行に関するすべての事柄が記載されている。


    「ん……まあ、このおすすめスポット選、わりと私のツボを押さえてたかも」


    　ぶっきらぼうに言ったようで、しかし十年以上の付き合いがある俺には、その言葉の端々に含まれている照れの成分を感じ取ることができた。照れているはずだ。間違いない。そうであってくれないと困る。そもそも彼女と京都を巡るためにその冊子を作成したと言っても過言ではない。


    「てか浩こう介すけ、相談があるんじゃなかったの？」


    「あ、そうそう。今夜の隠し芸大会についてなんだけど」


    　もともとの予定では夕食後、旅館の宴会場でカラオケ大会が催もよおされることになっていた。しかし、旅館からカラオケセットが故障したという連絡がつい昨日あり、それで代わりに何をすべきか、修学旅行委員である俺が考えた末、隠し芸大会ということになった。


    　すでに新幹線の中でアンケートを取り、自分が披ひ露ろうできる一芸を募つのっていた。そのアンケートをもとに、クラスを取りまとめる委員長でもある綾あやちゃんと相談して、出し物を決めようという話だ。


    　アンケートの紙を手渡すと、綾ちゃんはパラパラと捲めくっていく。


    　白紙もいくらかあるものの、個性溢あふれる回答が並んでいた。


    　漫才。手品。落語。即興劇。居合斬り。土俵入り。ジャグリング。緑みどりヶが丘おか高校教師陣を題材としたモノマネショー。エアギター。リフティング。似顔絵。瓦かわら割り。実演販売。王様ゲーム。エクストリーム枕投げ。ありがたい法話。リニアモーターカーのすべて。大根の桂かつら剥むき。学級裁判。ゼビウスをノーコンティニューでクリア。エロ漫画の朗読。一人筋肉ミュージカル。猫カフェ。etc……。


    　個性が溢れすぎて収拾がつかなくなっている。一芸だけを並べてみても、クラスメートそれぞれの個性がそこから透けて見える。


    「漫才、手品、猫カフェあたりはいいとして……エロ漫画の朗読って誰が得するの？」


    「さあ……っていうか猫カフェもだめだろう」


    「ま、どうかと思うものもいくつかあるけど、だいたいこれでいいんじゃない。先生方もよっぽどハメを外さない限りは黙認してくれるでしょうし、芸が拙つたなくても旅先のテンションで何とかなるでしょ」


    「相変わらず言うことが厳しい」


    　まあ、普通に考えると、教師を題材にしたモノマネが一番ウケそうではある。こういう場での芸というのは、ヘタにクオリティーが高い普通の芸よりも、内輪ネタが鉄板なのだ。


    　そして正直、隠し芸大会のことはあくまで話しかける口実にすぎない。俺にとって大事なのはここからだった。


    「ところで綾あやちゃんさ、三日目の自由時間、何か予定ある？」


    「……別に今のところ決めてないけど。まあ、友達と定番の観光地でも回ろうかな」


    「あ、そうなんだ」


    「そうだけど」


    「俺も特に予定決めてなくてさ」


    「あ、そう」


    「そうなんだよ」


    「……で？」


    「いやー、予定がね。決まってなくてね」


    「で？」


    　と、鉄壁のガードに対して、腰の引けたジャブをぺちぺち放っているそのときだった。


    「よう、お二人さん」


    　クラスメートの木き村むらが、手を挙げてこちらへ歩いてくる。


    　木村との付き合いは小五のときからなので、それなりに長い。


    　木村という男を一言で語るなら『裸』の一語に尽きる。


    　誰にでも一つくらいは才能があるというが、木村がその己おのれの才能に気づいたのは小五のときだった。臨海学校のキャンプファイヤーで炎を囲むうち、テンションの調節装置がぶっ壊れた木き村むら少年が裸踊りを披露して周囲が爆笑の渦に包まれたとき、彼の人生が方向づけられたのだ。
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    　以来、木村は己おのれの裸で笑いを取るということに人生をかけてきた。「全裸deはじめてのおつかい」「天てん狗ぐ様のしわざ」「時をかける裸」などなど、七十二の全裸宴会芸スキルを持ち、中学のときの修学旅行でのワンマンライブ（無論、しおりに記載されてない非公式イベントだ）では、就寝時間に騒ぐ生徒を注意しにきた体育教師の腹筋を完全崩壊させたという伝説で知られる。体育会系の人間が全裸芸が大好きだということを差し引いたとしても、その偉業は語り継がれてしかるべきであろう。


    　修学旅行初日の今夜も、旅館の男子部屋で木村のワンマンショーが開催される予定である。


    「沢さわ木きよ、今夜は期待しておいてくれていいぞ。俺の高校生活の集大成を見せてやる。新たな世界の扉を開いてやるぜ！」


    　自信満々の宣言を残して、木村は軽快な足取りで旅館へと向かっていった。


    　集大成が全裸での芸という高校生活が、果たして褒ほめられるべきなのかどうかはわからないが、それもまたひとつの青春の形である。俺は木村の友として、新たな世界の目撃者となる決意を固めた。


    　だが、それはそれだ。


    　隠し芸大会も、裏隠し芸大会たる木村のワンマンショーも、あくまでサブのお楽しみ。


    　正直、タイミングとしては完全に話の腰を折られた形になってしまった。いつも空気の読めないタイミングで現れるのが木村のいけないところだ。


    「えっと、それで三日目の自由時間なんだけど」


    「木村君の高校生活の集大成って何？」


    「今はその話はいいんだよ」


    　今大事なのは、俺自身の高校生活の集大成の話なのだ。


    「さっきの話の続きなんだけど……あのさ、もし良かったら、三日目の自由時間に二人で──」


    「二人で……？」


    　綾あやちゃんは、真っ直ぐに俺の眼を見返してくる。


    　俺はついに覚悟を決めて、十年越しに、清水の舞台から跳んだ。というか、跳ぶための助走を始めた。


    「二人で観光、しないか」


    　精一杯の勇気を出して振り絞ったその言葉が、不意に轟いた雷鳴に掻かき消された。


    　思わず二人して空を見上げると、いさっきまで修学旅行日び和よりの晴天だったというのに、いつの間にか空一面を分厚い黒雲が覆おおっていた。


    「ヤバいヤバい、夕ゆう立だちが来るんじゃないか」


    　クラスメートがそんな声をあげながら、俺たちの横を駆けていった。


    　空を見上げた俺の額をぽつりと雨粒が打つ。


    　ほんの数秒後にはどしゃ降りの雨と雷が落ちてくるのではないかと思えるほどの雲の厚さだった。ゴロゴロという天の威い嚇かくのような不穏な音が、遠くから響いてくる。


    「綾あやちゃん、これヤバいよ。走ろう」


    「そうね。初日からズブ濡ぬれはテンション下がる」


    　せっかく勇気を振り絞った誘いがウヤムヤになってしまったが、修学旅行はまだ長い。チャンスはまだまだあるはずだ。


    　俺たちは荷物を抱かかえると、旅館のロビーを目指した。修学旅行の大荷物を持ってなので、全力で走るというわけにはいかないが、それでもできるだけ早足になって屋根のあるところまで駆けていこうとする。


    　俺や綾ちゃんだけでなく、クラス全員が、誰に言われるでもなく一斉に動き出していた。


    「やっべ、降ってきた」


    　わずか数秒の間に雨脚が強まり、もう少しペースを上げようとしたそのときだった。


    　強まる雨の中、不意に何かの気配を感じて、俺は思わず足を止めた。


    　何か、としか言いようがない。自分たちを包む空気の色が変わったような、そんな気味の悪い感触があった。


    　呼び止めたわけではないのに、綾ちゃんも同時に足を止めていた。


    「────」


    　言葉で伝える時間はなかった。いや、そもそも伝えるべき言葉も思い浮かばなかった。


    　理屈も理由も飛び越えて、そうしなければならないという結論だけが先にあって、体が勝手に動いていた。


    　俺が綾ちゃんの手を掴つかんだ次の瞬間、強烈な光と音が同時にやってきた。


    　遠くに雷が落ちるときは、先に雷の姿が光の筋となって見え、数秒遅れて音が響く。光と音が空気中を伝わる速度が違うからそういうことが起きる。てなことを小学校の理科で習った。


    　ということは、雷の光と音が同時に来たということは。


    　俺は何とか意識を保とうとしたが、すべての感覚が急速に奪われていく。


    　握りしめた彼女の手のぬくもりだけが最後まで残り、そして、俺の意識は闇やみに落ちた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　最初に取り戻したのは、皮ひ膚ふの感覚だった。


    　どこがどうとはっきり言えるわけではないが、肌に触れる空気の感触がさっきまでとは明らかに違っていた。


    　続いて、鼻び腔こうの奥に土と木々の濃い匂いを感じる。


    　ゆっくりと呼吸をするうちに、四肢の感覚がはっきりとしてくる。


    　目を開けると、自分の前にとても大きな壁があった。


    　壁──いや、違う。地面だ。


    　俺は今、地面に横たわっている。だが土ではなく、堅い。しかしアスファルトのように平らではなく、ごつごつと凹でこ凸ぼこのある石畳のようだった。


    「う……」


    　体の感覚が戻ってきたところで、俺はゆっくりと体を起こしていく。目をしばたたかせながらあたりを見回すと、木々が整然と植わっている植え込みが目に入った。


    　あたりが薄暗いのは、まだ気絶から回復しきっていないからかと思ったが、違う。


    　夜だ。


    　あの落雷からどれだけ時間が経過したのかはわからないが、もうとっくに陽が落ち、あたりは夜の闇やみに包まれてしまっているらしかった。だが、それにしても強い違和感があった。今の俺を包んでいるのは、俺の知っている夜ではなかった。


    　違和感の正体には、すぐに気づいた。


    　日本ではどこにいても、暗闇を切り取る強い光がある。街灯、自動販売機、コンビニ、自動車や自転車のライト、スマートフォン──。


    　けれど今、俺の周りには、そんな光がわずかにもない。


    　真っ暗闇というわけではなく、確かに光はあるのだが、それがとても柔らかいのだ。


    　遠くでぼんやりと光るオレンジ色の明かり、あれは炎を燃やしているのだろうか？


    　そして、天上に輝く月と星々が放つ青白い光。


    　その二つの淡く、そして自然な明かりだけが、世界を曖あい昧まいに照らしていた。


    　世界をゆっくりと認識していくにつれ、俺は自分の右手が握っているものにようやく気づく。右手の中に、幼なじみの女の子の柔らかな手のひらがあった。


    「綾あやちゃん！」


    　彼女の──陣じん内ない綾の右手を握りしめたまま、俺は気絶してしまったらしい。


    　左手でその肩を掴つかんで、声をかけながらゆっくりと揺さぶる。


    「ん……浩こう介すけ……？」


    　よかった、俺と同じように気絶して眠っていただけらしい。


    「何……、雷が落ちて、それから……。ここ、どこ？」


    「いや、それが俺もついさっき気づいたばっかりで」


    「旅館の中庭……かな？」


    　あらためて周囲を見回すと、なるほど、木々は丁てい寧ねいに刈り込まれているし、足もとの石畳も規則正しく配されている。少し離れたところに東あずま屋やのようなものも見える。ただし、観光地の日本庭園で見かけるようなものではなく、洋風建築のおもむきがある。


    　なら、ここは旅館の中庭なのか？


    　しかし、少し考えれば、それも不自然だった。


    　たとえばあのとき、雷に打たれて俺たちが気絶してしまったとして、それがそのまま放置されるとも思えないし、気絶した人間を病院以外の別の場所に運ぶのも理解できない。


    　というかそもそも、雷に打たれて人間は生きていられるのか？


    　まさか、あの世とか臨死体験とかじゃないだろうな。


    　背筋にわずかな寒気を覚えたとき、俺はその存在に気づいた。


    「────」


    　俺は、思わず声をあげそうになった。


    　少し離れたところに、人影があった。


    　天から降り注ぐ、仄ほのかな月明かりがその姿を照らす。


    　それは、一人の女の子だった。


    　思わず息を飲んだ。


    　最初の一瞬は驚きから。そしてその姿を認識した次の瞬間から、その美しさに。


    　宝石を嵌はめ込んだような透き通った青い目、人形のように整った顔立ちに、月光をそのまま梳すき集めたかのような見事な金髪。身に纏まとっているのは純白のドレス。


    　クラシックでフォーマルで──こんなもん着てるのはハリウッドスターかどこぞの国の王族様くらいなんじゃ、というくらいに風格のあるドレスだった。一般人が背伸びして着てみても「ドレスに着られている」としか見えないようなそれが、普段着のようにしっくりとなじんでいる。


    　俺の脳裏に浮かんだ言葉は「お姫様」だった。


    　年齢は俺たちと同じ高校生──いや、中学生くらいだろうか。


    　京都は観光地だしそりゃ外国人も大勢いるだろうけど、これほど絵になる女の子はそうそういまい。


    　俺とその女の子はお互い、しばらく無言で見つめ合っていた。


    　だが、すぐに我に返る。彼女が誰にしろ、俺たちが置かれている状況を知るための手掛かりであることには間違いない。少なくとも、ここがどこかくらいはわかるだろう。


    「あの……あ、英語のほうがいいのか？　あー、何て言やいいんだ、えー」


    　俺が読み書きに特化した日本の英語教育を呪のろおうとしたとき。


    「まじか」


    　お姫様は呟つぶやいた。


    　MAJIKA。


    　本当ですか？　リアリィ？　という意味の日本語と同じ発音の言葉だ。


    「今の、綾あやちゃん……じゃないよね？」


    　俺は思わず確認したが、綾ちゃんも、わずかな驚きを含んだ表情で首を横に振る。


    　一方、当のお姫様（仮）は、俺たちより遥はるかに濃い驚きをその顔いっぱいに浮かべていた。


    「ええ？　まじで？　まじでまじで？」


    　言いつつ、お姫様は自分で自分の頬ほおをつねった。


    「痛っ、じゃあまじだこれ。うっそ、まじでか、これ。歴史の目撃者かこれ。うっわ、やっべー、これまじにやばいぞよ」


    　ボキャブラリーがヤンキーの中学生並みに貧困なお姫様だった。


    　まあお姫様なわけもないので、実際のところは日本語のボキャブラリーが貧困な外国の女の子なんだろう。いや、一周して日本語がうまいともいえるが。


    　語尾に『ぞよ』とか付いてるのが少々気になるが、とにかく日本語が通じるなら安心だ。


    「ところで、浩こう介すけ」


    「ん？」


    「手、いつまで握ってるの？」


    　あの雷が落ちる直前に握りしめた手を、俺はいまだに離さないでいた。


    「いや、なんか言われるまで握っててもいいのかと思って」


    「じゃ言うわ。離して」


    「はい」


    　名な残ごりを惜しみながら離そうとした手を、綾あやちゃんが強く握り返してきた。
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    　あれ、ひょっとしてこれがあの伝説のツンデレってやつかな？


    　と、その横顔に視線をやったが、彼女の視線の先にあるものは、残念ながら俺ではなかった。


    　遥はるか上空、ついさっきまでお月様が輝いていた場所を彼女は見上げていた。


    　だが、そこに月は見えなかった。雲が月を隠したわけでもない。


    　雲さえも見えない──空が見えない。


    　空と、地上の俺たちとの間に、巨大な影があった。


    「マジ……か……」


    　俺の口からも、MAJIKAという言葉が滑り落ちていた。


    　なるほど。人間、想像を絶する事態に直面したときには、ボキャブラリーを駆使して驚きを表現するなんてことはできやしないのだ。


    　知らず、笑みさえこぼれていた。


    　俺も、綾あやちゃんの手を強く握り返した。


    　不可解な状況の中で、ただ一つでも、確かなものを手の中に握りしめておきたかった。


    　最初、それは空を塗り潰つぶす巨大な影だった。それがあまりに巨大すぎて、それが何であるか理解できなかったのだ。


    　俺は目をこらしながら、闇やみの中で、影の輪りん郭かくを確かめていく。


    　最初にそれとわかったのは、翼だった。


    　腹、尾、脚、手、首、そして頭。


    　それは天空を悠々と遊ゆう弋よくする、巨大な竜の姿だった。


    　俺は全身の肌があわ立ってゆくのを感じていた。


    　小さな自分の世界観が、その辺境が、強大な力であっさりと押し広げられてゆく──そんな絶望と快感の入り混じった感覚が背骨の中を走り抜ける。


    　竜は淡い月光をその鱗うろこに反射させながら、空を泳ぐように悠々とその翼をはためかせる。己おのれを見上げる卑小な人間の存在など一いつ顧こだにせず、天空のすべてが我が物であるがごとく、竜は空を行く。


    　たった今まで自分たちの頭上で翼を広げていた竜は、空を旋回しながら高く高く飛ひ翔しようし、月に向かって大きくその顎あごを開いた。


    　鳴いたのか、あるいはあくびか。


    　遠くから見上げるしかない俺には何とも判断がつかなかった。月を飲み込もうとしたのかもしれないし、ひょっとしたら、俺たちに挨あい拶さつしてくれたのかもしれない。


    　竜はそのまま、夜を追いかけるように、遥はるか彼方かなたへと飛び去っていった。


    



    　俺も綾ちゃんも、しばらくの間、巨大な飛竜が飛び去っていった闇の彼方を呆ぼう然ぜんと見つめていた。


    「コホン」


    　と、わざとらしい咳せき払ばらいの声に俺たちは我に返った。


    　視線を空から、地上のその少女へと向ける。


    　お姫様にとっては、あの竜はさほど驚くべきことでもないらしい。むしろ俺たちのほうが彼女にとっては異物なのだと、その態度が示していた。


    「まー、なんじゃ。いちおう、第一発見者として挨あい拶さつくらいしとくべきかの」


    　そう言いながら、ゆっくりとこちらへ歩み寄ってくる。


    　彼女が一歩近づくたびに、俺は今起こっていることが紛まぎれもない現実なのだと噛かみしめる。


    　まるで夢の中にいるように現実感を欠いた世界で、ただひとつ確かなものを離すまいと、俺はどさくさに紛れて右手を強く握りしめた。


    



    　月と、お姫様と、竜。


    　そんな風景が初日のハイライト。


    「ようこそ、この世界へ」


    　そう言って、お姫様は笑った。


    



    　修学旅行、一日目。


    　俺たちが辿たどり着いたのは異世界だった。

  


  
    



    　　　二章　修学旅行先の文化について学習しよう


    



    「妾わらわの名はプリシラ。一応この国の王女をやっておる。でも気軽にプリっちって呼んでね」


    　プリシラと名乗ったその少女は、どうやら姫ファッションの女の子ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいのお姫様、というか王女様らしい。


    　自称姫のイタい子でないのは、付き従う帯剣した衛兵さんたちの態度を見ても明らかだった。


    　俺たちは半分夢見心ごこ地ちのまま、プリシラの城の中へと誘われた。


    　俺たちが通されたのは、教室二つぶんほどの広さがある部屋で、天井がやたらと高い。


    　まだ現実感を欠いた頭のまま、俺は請われるままに、自分たちに起こった出来事をプリシラ王女に話した。順序立てて話すことで、混乱する自分の頭を整理しようという気持ちもあった。


    　自分たちは修学旅行で京都にやってきた東京の高校生だということ。京都に着いたばかりのとき、雷に打たれて、気がついたらこの城の中庭で目覚めたということ。


    　プリシラは時折、相あい槌づち代わりに頷うなずきながら、黙って俺の話を聞いていた。


    　俺が話し終わると、プリシラは腕組みをして、「まじか」と小さく呟つぶやいた。


    　マジも何も、話している俺自身がまだ自分の身に起こったことを信じられないでいた。


    「──なるほどのう。では話を整理するぞよ。ぬしらはニホンという国の、トーキョーという街の出身だと。んで、キョートという場所にシュー……何とか旅行をしにやってきたと。んでそこで、ぬしらは雷に打たれたと思ったら、知らないうちに別の世界──この世界に辿たどり着いていた。つまり、自分たちは別の世界からやってきたのじゃと、そういうわけじゃな？」


    「はい、そうっす」


    　俺がそう答えると、プリシラ姫は神妙な表情を浮かべ、黙り込んだ。数秒の沈黙のあと、にっこり笑ってこう言った。


    「ハハハ。キミら、ハーブとかやってる系かな？」


    「やってねーよ！　こちとら酒も煙草たばこもやらない健康優良高校生だっつーの！」


    「すると何かや。しらふの正気で別の世界とか言うておるのか。随分と夢見がちな不審者じゃの」


    「本当なんだからしょうがねーだろ……」


    　俺は助けを求めるように、綾あやちゃんに顔を向ける。


    「まあ仕方ないわよ。皇居とか国会議事堂に、自称異世界から来ました系の人があらわれたら、こういう対応にはなるわよ。有無を言わせず留置場に叩たたき込まれるよりマシでしょ」


    「確かにそりゃそうだろうけど……あ、でもさっき、この世界へようこそとか言ってたじゃねーか」


    「おう、しまった。妾うっかり」


    「うっかり？」


    「いや、あれはあれじゃよ、えっと、Ｏ・ＭＯ・ＴＥ・ＮＡ・ＳＨＩ的なアレで、特に他意はないんじゃよ。自然と発されたまごころとしての挨あい拶さつじゃよ」


    「……なんかテキトーだな。あんたほんとに王女か？　そのクリステル感は何だよ。この王国であの国際的スポーツイベントの誘致活動でもしてたのかよ」


    「な、なんじゃ、疑うのか」


    「なーんかあんたの喋しやべりってファンタジー感薄いんだよな。ホントはやっぱドッキリなんじゃ」


    　俺が言うと、プリシラは不愉快そうに眉まゆをひそめた。


    「ほーん。この国の王女たる妾わらわと話をするのが苦痛であるなら、それは悪かった。野犬や野盗、魔物どもが跋ばつ扈こする城外に放り出してやるゆえ、そこでゆっくりのたれ死ぬがよい。Ｏ・ＭＯ・ＴＥ・ＤＥ・ＳＨＩ・ＮＥ☆」


    　プリシラ王女がサッと片手を挙げると、俺たちの背後に控えていた衛兵の皆さんが、俺の両肩をがっちりと掴つかんだ。


    「あっ、すいません。違うんです。ただちょっと状況がわからなくてテンパってしまって」


    　俺は暴力と野犬に弱い。


    「プリシラちゃんごめんなさい、は？」


    「プリシラたんごめんなたい」


    「なめているのかな？」


    「うつくしい王女様ごめんなさい」


    　俺の素直さに心を打たれたのか、プリシラは挙げた手をすっと下ろした。と同時に、衛兵さんが俺の肩から手を離し、再び一歩下がって整列する。


    「ん、まあよかろ。まーぶっちゃけ妾はの、ぬしらが別の世界からやってきたという点については疑うておらぬ。ちょいとからかっただけじゃ」


    「あ、そうなんすか？」


    「外ほかならぬ妾自身が、ぬしらが異世界よりやってきたその瞬間を目撃したわけじゃしな」


    「いや、俺らはむしろその瞬間ってのはよくわからないんだけど。気づいたらさっきの場所にいたんだよ。俺らって、どうやってあの場所にやってきたんだ？」


    「んむ。一部始終ちゅーてもそんなに長いわけでなし、話してしんぜよう。妾が夜風に当たろうと城の中庭を散歩しておるとき、遠くの空に流星を見ての。んでほら、流れ星が消えるまでに三回願い事を唱えるとそれが叶かなうっていうやつあるじゃろ？」


    「むしろ世界を跨またいでもその習慣があることに驚きだ」


    「での、妾ってそういうメルヘンなおまじないとか信じる純じゆん情じよう可か憐れんプリンセスじゃろ？」


    「知らねーよ」


    「この世界って何種類くらい拷ごう問もんがあると思う？」


    「ですよね。プリシラさんってそういうメルヘンなところありますよね、僕知ってる」


    　メルヘンな拷ごう問もんはいやなので、俺は素直になりました。


    「んでの、妾わらわも三回願い事を言おうと、おやつたくさん、おやつたくさん、おやつたくさん……と唱えておったら、言い終わったあたりで流星がぐんぐんこちらに近づいていることに気づいての。あ、これやべーわ、メテオストライクだわ、と思って思わず目を瞑つむったんじゃが、何もなくての、目を開けたらおぬしらが倒れておったんじゃよ。いっや、マジでびびったぞよ」


    　つまり、プリシラの言葉を信じるなら、俺たちは流星とともにこの世界へとやってきたことになる。


    「あの、いいですか」


    　俺たちのやりとりを黙って聞いていた綾あやちゃんが手を挙げた。


    「ん、発言を許す」


    　プリシラが鷹おう揚ように言う。


    「プリシラさんが目撃した流星とともに私たちがあらわれた──それはいいとして、何というか、あまりにも自然に受け容いれられすぎのような気がするんですが。流星とともに人間があらわれるということもそうなんですが、いくら眼の前でそれを目撃したとはいえ、別の世界から来たなんてことが簡単に信じてもらえすぎだと思うんです」


    「そうそう、それと、あんたの微妙に俺たちの文化を知ってる感じは何なんだ」


    　俺たちの言葉に、プリシラはにやりと笑った。


    「なかなかいい質問じゃの。では妾が、ぬしらの話をすんなり信じた理由、そしてＯ・ＭＯ・ＴＥ・ＮＡ・ＳＨＩとか言うて、若干のクリステル感を醸かもし出せたのかを説明してやらねばの。それではここで再現ＶＴＲどうぞ」


    「マジか」


    「というわけにもいかぬでな。例のものをこれへ！」


    　プリシラが言ってパンパンと二回手を打ち鳴らすと、あらかじめ別室でスタンバイしていたのか、衛兵が台車に乗せて何かを運んできた。台車の上には布が掛かっていて、何が乗っているのかはわからない。


    「んむ、ご苦労」


    　プリシラが台車の布を取り去ると、そこにあったのは、豪ごう奢しやな額縁に飾られた絵画だった。


    「その絵が見せたいものか？」


    「んふふ、これは単なる絵ではない。これはの」


    　プリシラは額縁の端を両手で掴つかむと、それをドンと机の上に立てて置いた。


    「紙芝居じゃ！」


    　なるほど、額縁をよく見ると側面に細長い切り込みが入っており、そこから紙を出し入れできるようになっている。まさしく紙芝居だ。


    「ハイ、それではご静聴。『異世界からやってきた勇者君のぼうけん』が始まるぞよ～」


    「あんたが読むのかよ」


    「これでも演技力には定評のある王女なんじゃよ。ではゆくぞ。むかしむかし、あるところに──」


    　兎とにも角かくにも、プリシラ王女様手ずからによる紙芝居の上演が始まった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　むかしむかし、あるところにちょっと変わった服を着た少年がおりました。真っ黒なズボンに真っ黒な上着、襟えりのところは筒のように首を覆おおう意匠の、それはそれは奇妙な服でした。


    　東西南北、どこの国の衣服にも似ていない奇妙な服を着ていたので、興味を抱いた街のファッションリーダーが彼に話しかけてみました。


    「ねえお兄さん、その服どこで買ったの？」


    　少年は答えました。


    「自分はこことは違う世界からやってきた。もとの世界に戻りたいが方法がわからないんです」


    　ファッションリーダーは仰天し、即座に衛兵を呼びました。　


    　たちまちのうちに駆けつけた衛兵は、笑顔で少年に言いました。


    「ちょっといいかな～？　キミ、何かいけないやつやってない？　いや、ちょっと通報があってね～。ちょっと持ち物調べさせてもらっていいかな？　うん、任意は任意だよ。でも、やましいことがないんなら見せられるはずだよね？　見せられないってことは、やましいことがあるんじゃないのかなあ？」


    　少年がまごまごしていると、衛兵は次々と仲間を呼びました。


    　衛兵Ｂがあらわれた！　衛兵Ｃがあらわれた！　衛兵Ｄがあらわれた！


    　衛兵は仲間を呼ぶのが得意なのです。衛兵Ｑがあらわれたあたりで、少年もさすがに諦あきらめて、職務質問を受け容いれることにしました。


    　衛兵は彼の鞄かばんをひっくり返して持ち物を調べ、ついでに尿を採取して鑑定魔法にかけました。扱いは完全にあぶない人です。完全密着衛兵24時～眠らない街を守る人々～です。


    　所持品検査と尿検査の結果はシロでしたが、自分はニホンとかいう国から来た、雷に打たれて気がついたらこの世界に辿たどり着いていた、ここはボクが本来いるべき場所じゃない、今のボクは本当のボクじゃない、誰もボクのことをわかってくれない、などと若干アレなことを言い続ける少年を、人々はどう扱っていいのか悩みました。


    　少年は役所をたらい回しにされたあげく、やがて国一番の老賢者のもとにつかわされました。


    　カウンセラー役の老賢者はしばらく黙って少年の話を聞いていましたが、やがて、カッと目を見開いて言いました。


    「ううむ。この目の輝き、到底信じられぬその出自、この異国情緒溢あふれるあえてハズしたファッション、この少年はひょっとすると、古いにしえより伝わる伝説のアレかもしれぬ……。いや、間違いあるまい、往おう古こより語り継がれてきたアレじゃ！」


    　老賢者はハァハァ言いながら、興奮気味に叫びました。


    「この少年は伝説の、思春期特有のアレじゃあっ！」


    「ししゅんきとくゆうのあれってなーに？　保健体育的なこと？」


    　人々は興味津々に、老賢者に尋ねました。


    　老賢者はニヤニヤしながら答えました。


    「この少年はのう、身の丈たけ以上に肥大化してしまった自意識と本来の己おのれの能力とのバランスが取れず、等身大の己を客観視できぬまま、周りの凡俗とは違う特別なボク、ワタシを自己演出しようとして奇き矯きようなふるまいをしてしまうあのアレなのじゃ！」


    　この時代、そういうアレを簡潔に言い表す言葉、すなわち中二病という言葉はまだなかったのです。


    　でも、とにかく老賢者のそんな鶴の一声で、少年の処遇は決まりました。思春期特有のあのアレな感じだとさえわかってしまえば、大人はみんな優しかったのです。それはみんなが通ってきた道なのです。


    　そんなわけで人々は少年に対してあたたかいまなざしを向けるようになったのですが、少年はむしろそれが辛かったのです。思春期って難しいよね。


    　そんなわけで、やがて少年は決意しました。


    　自分のことを思春期特有のアレとして片づけてしまった人々を見返してやるんだ！


    　そのためには、一発逆転のビッグサクセスを掴つかむしかない！


    　ビッグサクセスさえ掴んでしまえば、思春期のアレな言動も「アーティスティックな才能の萌ほう芽が」とか「ちょっとヤンチャだったが、けして自分より弱い者はいじめなかった」とか都合よく美化されるんだ！　でかい花火を上げて過去への解釈を塗り替えるしかねえ！


    　というわけで、少年はその頃世界を脅おびやかしていた魔王を倒してやろうと決意したのです。


    　しかし、いくら思春期特有のアレな子でも、一人で魔王を倒せると思ってしまうほど頭のネジはゆるくありませんでした。勇者──この時点では自称勇者は、魔王討伐の仲間を募つのることにしました。


    　でも、ちゃんとした大人は、思春期特有のアレだと評判な自称勇者の冒険のための仲間になってくれやしません。それでもがんばって毎日勧誘を続けるうち、ついに四人の仲間ができました。


    　仲間として集まったのは、無職のマイルドヤンキー、ワケありっぽいチーママ、クズ、自称聖戦士、の四人でした。勇者はなぜか酒場で仲間を集めるというコンセプトにこだわっていたためです。


    「俺ァいつかでかいことをやらかしてビッグになってみせるぜ！」


    　マイルドヤンキーは将来大家族を作りそうな感じでした。


    「アタイでいいのかい……？　フッ……でも、あんたも本当のアタイのことを知ったら、きっと去っていくのさ。私の上を通り過ぎていったあの男たちのように……」


    　チーママは過去にいろいろとあったようですが、回復魔法さえ使えればいいやと、自称勇者は彼女の過去は詮索しないよう決めました。


    「へへっ、金、くれるんすよね？　いやあ、やりますよ。自分、やればできる男っすから……今は雌し伏ふくのときっつーんすかね、飛び立つための力を溜ためてたワケっすよ。へへ、金、本当にくれるんすよね？」


    　クズは力を溜めている！　と自称していましたが、怪しいものです。


    「我ハ聖王ヨリ聖剣ヲ賜たまわリシ唯一絶対無二ノ聖戦士。五百年前ノ聖ナル約定ニ従イテ聖ナル貴君ニ聖ナル助力ヲセント誓ウ聖ナル者ナリ。聖聖聖聖聖聖……」


    　自称聖戦士が一番ヤバい感じがしました。シンプルなクズより、こういう感じのほうがよっぽどヤバいのです。


    　とにかく、勇者は魔王討伐の旅に出発したのです。


    （魔王討伐までの勇者の大冒険は、ディレクターズカット版をご覧ください）


    　なんだかんだあって、勇者はついに魔王を打ち倒し、世界に平和が訪れました。


    　マイルドヤンキーは就職し、チーママと入籍しました。


    　自称聖戦士はあの件で服役後、小さな雑貨店を開き、それなりに幸せな人生を送りました。


    　クズのゆくえは、誰も知りません。


    　世界を救った勇者は、世界中の人々に祝福されながら、もといた世界へと帰っていきました。


    　思春期特有のアレな勇者の物語はこれでおしまいです。


    　めでたしめでたし。


    　第一部・完。
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    「……というのが、この国に伝わる勇者の伝説じゃ。他国でも多少の語り口の違いはあれど、異世界よりのアレな少年がこの世界を救ったという点については変わらぬ。この世界の子供は、王族から平民に至るまで、みなこの伝説を寝物語に聞いて育つんじゃよ」


    「確かに、けっこう教育効果高いもんな、この昔話」


    ・やばそうな人がいたらすぐに通報する


    ・クスリ、ダメ、ゼッタイ


    ・中二病の青少年はあたたかく見守る


    ・ワケありっぽい女性の過去については詮せん索さくしないのが紳士


    ・クズのいう「今は力をためている時期だ」というのは信用できない


    ・自称聖戦士みたいなやつが一番あぶない


    ・マイルドヤンキーって実はそんなに悪いやつじゃない


    　そんな数々の教訓が含まれていた。


    「でも、その話がどうしたんだよ。俺らはいけないハーブのおそろしさは今さら教育されなくてもちゃんとわかってるぞ。というか、自称勇者も結局やってなかったんだろ」


    　俺が言うと、プリシラは紙芝居をぱたんと置いて、嬉しそうに笑った。


    「これな、フィクションじゃなくてノンフィクション紙芝居なんじゃよ。子供向けのダイジェスト版じゃから、エロスとバイオレンスは大幅にカットされておるがの」


    　ノーカット版が気になる……が、今はとりあえず置いておこう。


    「ノンフィクション……てことは、実際にあった話ってことか」


    「んでもって、第一部・完、ちゅーたじゃろ？　我が国に伝わる最も古い伝説はこれで、千年くらい前の話とされとるんじゃがな。実はこれ、第二部も第三部もあるんじゃよ。何なら読もうかの？」


    「おなかいっぱいだからそれはいい。でも続きがあるっていうと、さっきの勇者がまた別の冒険をしたってことか？」


    「んにゃ。第二部、第三部とすべて別の人間が主人公じゃよ。それぞれ時代も違うしの。でもって、それらすべてが実際にあったこととされておる。つまり、この世界には歴史的に何度も何度も、別の世界からの人間がやってきておるんじゃな。およそ百年に一度くらいの割合で、異世界より来たる者たちの伝説が伝えられておるんじゃよ。妾わらわがＶＴＲだのドキュメンタリーだの言うておるのも、伝説に残るかつての勇者たちが使っておった言葉を用いておるだけで、べつに設定がガバガバとかそういうわけではないんじゃよ？」


    「わかったから設定とかいうな」


    「でもって、まあ紙芝居を観てもらったからわかると思うが、ぬしらの服装をひと目見てピンと来たんじゃよ」


    　──真っ黒なズボンに真っ黒な上着、襟えりのところは筒のように首を覆おおう意匠の、それはそれは奇妙な服でした。


    「つまり、これのことか」


    　俺は、自分の学生服の襟を掴つかんだ。


    　紙芝居に描かれていた勇者の服装は、どう見ても日本の学生服だった。


    「そういうことじゃ。異世界からの漂着者は、みな一様にそういった服を身に着けておったんじゃよ。ちなみに、女の漂着者も過去に何人かおるが、その場合も」


    　プリシラは、綾あやちゃんを指差した。


    「セーラー服……ってこと」


    「そゆことじゃ。『学ラン』と『セーラー服』、ともに異世界よりあらわれ世界を救った勇者たちの纏まとっておった聖衣じゃよ。つまりの、異世界からあらわれ世界を救う連中は、そういう服装をしておると相場が決まっておるんじゃよ」


    「それは特定の国の特定ジャンルのエンタメの話ではないのか？」


    「んなこと言われてもようわからんのじゃが、とにかくこの世界に伝わる伝説ではそのようなことになっておる」


    　言って、プリシラは再び紙芝居をドンと立て、のちに勇者となる少年が町の辻つじにあらわれたシーンを俺たちに向けた。確かにその少年が着ているのは学ランのようである。


    「この世界にはの、八十年から百五十年に一度くらいの頻ひん度どで、異世界からの漂着者があらわれたという記録が残っておる。我らはそれを客人神まろうどと呼ぶ」


    「まろうど……」


    　俺はプリシラが口にしたその言葉を繰り返した。


    「ほんでもって、この世界では百年近いスパンじゃが、そっちの世界からはどうも数年くらいの間隔でこっちに来ておるようじゃの」


    「そういや百年前はギリあったかもしれないが、二百年前には学ランもセーラー服もないもんな。で、俺たちのいた世界では数年くらいの間隔か……。ちょっと、その俺たちの世界からやってきた人間が伝えた言葉っての並べてみてくれないか。それで年代が絞れるかもしれない」


    「客人神まろうどの残した古語かや？　んーと、カラオケ、竹の子族、テクノカット、なめ猫、ティラミス、ポケベル、ルーズソックス、エアマックス狩り、カリスマ美容師、だんご三兄弟、地域振興券、ＩＴ革命、クールビズ、ドヤ顔、食べるラー油、意識高い系……」


    「やっぱり、八〇年代から二〇〇〇年代に集中してんな」


    　しかし、どういうシチュエーションで地域振興券やら意識高い系なんて言葉が、この異世界で使われたんだろう。


    「んで、客人神まろうどは言葉を残すだけではなく、この世界にさまざまな恵みをもたらしてきた。そのとき世界を脅おびやかしておった魔王を倒すっちゅーのが一番多いパターンじゃの。ゆえにいつ頃からか、というか第三部のあたりぐらいから、このような伝説が世界に伝わるようになった」


    　いわく、とプリシラは続ける。


    「この世界の者は、異世界からの客人神まろうどを受け容いれ、助力すべし。さすれば、客人神まろうどは我らに大いなる恵みをもたらす──そういう言い伝えがこの世界では広範に伝わっておる」


    　要するに、歴史的に俺たちのような奴らが何回もやってきているから、珍しいし驚くことは驚くけど、前例のないことではないということか。現代の俺たちが墜落したＵＦＯから出てきた宇宙人と出会う的なことではなく、江戸時代の海岸に難破船から外国人が流れ着く的な。


    「つか、そういうわけで妾わらわのほうは件くだんの伝説を知っておるから、驚いたにしてもまあ知れておるが、おぬしらのほうこそかなり落ち着いておるようじゃが。普通、別の世界にいきなり飛ばされたら、パニックになったりせんか？」


    　プリシラの疑問もわかる。なので、俺はその理由を教えてやった。


    「こちとらその手のフィクションに子供の頃からどっぷり浸かってきたクールジャパンの申し子たちだからな。最初こそ少しテンパったが設定さえわかればこっちのもんだ」


    「おぬしも設定言うとるではないか」


    　しまった。


    「とにかく、辿たどり着いてしまったからには仕方がない。これも運命の導きというものだろう。さあ、プリシラ姫。俺たちはいったいこの世界で何をすればいいんだ！」


    　冒険を失い、安穏とした日々を謳おう歌かしていた俺たちが、まさにその安定した日々の象徴たる修学旅行の冒頭でこんな世界に誘われてしまったのも皮肉な運命というもの。不意に飛び込んできた──というより、飛び込まされた冒険の予感に、俺の胸は躍っていた。さらに言えば吊り橋理論的なアレで、旅の中でともに危機を乗り越えることによってヒロインとの仲が深まるということも期待できる。


    　だが、クールジャパン的に考えると俺たちに冒険の旅を命じるはずのプリシラ姫の表情は、のほほんとして軽い。


    「勝手にテンションアゲアゲになっとるみたいじゃが、キミは何を言うとるのかな？」


    「……いや、基本指示待ち人間の現代っ子なんで、指示をいただけたらなーと」


    「……べつに、ぬしらに対して何も求めるところはないぞよ」


    「……いや、何かあるだろう。俺たち遠い異世界から来たんだよ？」


    「あー。じゃあ、ぬしらの世界で流は行やっとる遊びとかファッションとかを妾わらわに教えれ」


    「そういう遠い町からやってきた転校生的な扱いじゃなくて、もっと何かあるだろ！　ほら、ベタすぎて一周回ってむしろ新しい的なところで、世界を滅ぼさんとする魔王を討伐してほしいとか！」


    「おお、魔王！　ぬしらが人類の宿敵たる魔王を討伐してくれるというのかや！」


    「それも運命なれば」


    　ようやく話が通じたらしい。俺は拳を握りしめながら、冒険を命じるその言葉を待つ。


    　プリシラ王女は俺たちに向かって言った。


    「そりゃタイミングが悪かったのー。魔王、先週死んだんじゃよ」


    「死ん……え？　何、老衰とか？　それとも持病とかあったの？」


    　魔王が老いたり病気になるのかは知らんけども。


    「それがじゃの、なんと押し込み強盗に金品を奪われた上に殺害されたという話じゃ」


    「マジで？　うわー、この世界も物騒なんだな。それは魔王といえどさすがに気の毒だぞ」


    「まあのー」


    　プリシラはあくまでのほほんとした口調で、そう言う。


    「……ていうかそれって、要するに、そういうことだよな？」


    「そういうことじゃの。まだこの国にははっきりと情報が伝わっておらんのじゃが、別の国の勇者が見事魔王を討ち取りおったらしい。この国の出身者じゃなくて残念じゃがの」


    「ちょっと待てよ、そういうのは異世界からやってきた少年たちの仕事じゃねーのかよ」


    「ぬしらと魔王に縁がなかったっちゅーことじゃの。タイミングじゃの～。転校先で一目惚ぼれした相手に既に恋人がおったとか、旅行先で食べようと思っておった名物が既に売り切れじゃったとか、そういうことじゃと思うよりなかろうな」


    　実に軽い口調でプリシラは言う。


    「んでもう世界中が戦勝フィーバーなんじゃよ。この場に国王陛下と皇后陛下、つまり妾わらわのダディ＆マミーがおらぬのも、魔王討伐記念のビールかけ大会に出席するために国を空けておるからなんじゃ」


    「じゃあ俺たちはいったい何しにこの異世界に来たんだよ！」


    「うーむ。勝手に空から落ちてこられて何しに来たと言われてものう。あのな、ぬしはテトリスってやったことあるかや？」


    「あるけど……つーかむしろあんたがあるのかよ」


    「古文書の勇者言行録の中にテトリスなる遊ゆう戯ぎに関するくだりがあっての。テトリスの四段消しって気持ちいいじゃろ？　四段消すには棒が必須じゃろ？　じゃがな、棒はさまざまな問題が山積しておるところにスコッとハマって一気に解決してくれるからありがたいんであって、あらかた問題が解決し終わったところにのこのこ降ってこられても、正直扱いに困るんじゃよ」


    　何で異世界の人間に、テトリスの棒にたとえられなきゃならんのだ。


    「別の言い方をすればの、ＲＰＧの中に、クリア後の平和になった世界を自由に行動できるやつがあるじゃろ？　この世界は今あんな感じなんじゃよ」


    「ああ……わかりやすい」


    　わかりやすさに俺が脱力したところで、今度は綾あやちゃんが手を挙げた。


    「さっきの紙芝居のラストについて気になることがあるんだけど」


    「ほう、どのへんじゃ？」


    「勇者はもといた世界へと帰っていった、とか言ってなかった？」


    「言うたの」


    「……ということは、私たちも帰れるのね？」


    「……帰らぬのか？」


    「ちょっ……！」


    　俺は思わず立ち上がりかけた。そうだ、それって超重要。


    　いろいろと展開が目まぐるしくて忘れていたが、あくまでもここは別の世界なのだ。ここで何をするかは別として、もとの世界に帰れるかどうかは滅茶苦茶重要だ。


    　俺はプリシラの一言一句を聞き漏らすまいと構える。


    「客人神まろうど、すなわち異世界より来たる勇者の伝説は、すべてその帰還までが語られておる。異世界よりあらわれし勇者、世界を救いてのち、再び彼の故郷へと帰らん。妾わらわもその帰還の光景を実際にこの目で見たわけではないがの、向こうから来られたんじゃから、帰れるのも道理であろ」


    「帰れるって、でもどうやって」


    「具体的な手順を言うとの、この世界でだいたい三か月先に大規模な日につ蝕しよくが起こる。日蝕っちゅーのはもちろん天体現象なんじゃが、超大規模な魔術現象という側面もある。ま、結論だけ理解してくれればいいんじゃが、そのときに発生する魔力を使って儀式を行えば、もとの世界に帰れる。過去の勇者たちはみなそれでこの世界を去っておる。ただ次の次の日蝕はおよそ百年後じゃから、次の日蝕を逃のがさんようにな」


    　原理はさっぱりわからないが、雷に打たれて流星となって別の世界にやってきた者が日蝕で帰れるのなら、まあそういうものなのだろうと解釈するしかない。魔法だか魔術だかよくわからないが、別に普段使っているスマホだって、その仕組みを理解して使っているわけじゃない。途中の理屈をすっ飛ばして、結論だけ知っていればいいことというのは多いのだ。


    　この世界の人間がそう言うのならそれを信じるしかないし、帰れるか帰れないかの二択であれば、俺は当然帰れるほうを信じる。


    　正直ほっとしたのは事実だが、しかしこれで、魔王討伐の大冒険はもとより、もとの世界に帰るための方法を探すために冒険をするという道まで閉ざされてしまった。プリシラ王女にならってゲームにたとえるなら、オープニングで世界観の説明を聞いて、さあいざ自分で操作できると思ったらスタッフロールが始まったようなものだ。


    「ま、もとの世界に帰れる日まで、この城でダラダラしとったらいいんじゃないかの。一年も待つというわけでもない。先にも言うたとおり我が国は豊かゆえ、ぬしらに三食と寝床を提供することくらいは何でもない。代価というなら、そうじゃな、ぬしらの世界のことを妾に教え聞かせてくれればそれでよい」


    　結局、遠い町から来た転校生的な扱いに落ち着いたらしい。


    「ふぁ……。おう、失礼」


    　プリシラは大きなあくびをしかけて、口元を押さえた。


    「いつの間にやら夜も深い。異世界からの客人神まろうどと出会うた興奮で喋しやべり続けておったが、妾もいささか眠い。客間を与えるゆえ、ぬしらも休むがよい」


    「そうさせてもらえるとありがたいな。正直、俺らもちょっと疲れたよ」


    　屋根のある場所で眠れるならありがたいし、眠って起きたら移動中のバスの中で、なんだ全部夢だったのか──的な展開もあるかもしれない。


    「そうじゃ、寝室へと送る前に、妾わらわのほうからも最後に一つだけ言わせてもらっていいかの？」


    「そりゃもちろんいいけど、何？」


    「過去の異世界からの客人神まろうどはいろんなパターンがあるが、共通点も多い。ぬしらの衣服や年齢は、まさに過去の客人神まろうどのものと同じ。じゃがの、ひとつだけ、ぬしらに特異な点がある。過去の客人神まろうどは大抵一度に一人か二人、多くても四人がマックスじゃった。じゃがの……」


    　プリシラは、部屋をぐるりと見回す。


    「ひいふうみい……」


    　指折り数を数えながら、視線を送ってゆく。


    「……きゅう、じゅう、じゅういち。全部で十一人おる！　おぬしら、ちょっと人数多くない？」


    　まあ、確かにね。
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    「十一人おる！」


    　と、プリシラは言った。


    　確かに、俺たちは十一人いる。全員、互いに顔見知りの二年一組のクラスメートだ。


    　とりあえずクラスを代表して俺と綾あやちゃんがプリシラと話をしていたが、みんな中庭で倒れていたときからずっと一緒で、プリシラの紙芝居もみんなで見た。


    　とっさに綾ちゃんの手を握ってしまったから、俺と綾ちゃんが二人でこの世界に飛ばされた──飛ばされてしまった、と最初は思ったが、よく周りを見渡したらクラスメートがごろごろと中庭に転がっていて、何となくちょっと残念だったのは内緒だ。


    　この十一人が二年一組の全員というわけでもない。


    　いくら少子化の時代とはいえ、東京の都市部にあってそれなりの進学校である緑みどりヶが丘おか高校は、一クラス三十二人、つまり今ここにいる人数は半分にも満たない。


    　いつも同じ教室にいたクラスメートが今は半分もいないのだから、俺としてはむしろ少なく感じるのだが、まあ確かに迎える側のプリシラとすれば多すぎると感じたかもしれない。


    　俺たちとしては、そんなことを言われてもどうしようもないのだけれど。


    　プリシラは俺たちに個室を与えてくれるらしく、既にクラスメートたちはみんな、おのおの割り当てられた部屋へ入っていった。


    　廊ろう下かに残ったのは俺と綾ちゃんだけだ。修学旅行委員とクラス委員だからというわけではないが、何となくみんなが部屋へ入るのを見届けるかたちになった。


    「何かいろいろあったけど、おやすみ」


    　綾ちゃんの部屋の前でそう言って、自分の部屋へ向かおうとしたとき、


    「浩こう介すけ」


    　呼び止められて、俺は足を止めた。


    「ん？」


    「プリシラ姫はあんな軽い感じだったし、この世界は私たちを受け容いれてくれるみたいだし、それにクラスメートが大勢いたからそんなに不安じゃなかったけど──。でも、もしこの世界に来たのが私だけだったら、やっぱり不安で潰つぶれてたかもしれない」


    　普段から常にクールで、こっちの世界に来てからも平然としているように見えた綾あやちゃんだったが、やはり内心は不安だったらしい。


    「だから、その、浩介が私の手を、世界を跨またいでもずっと離さないでいてくれたことは──うん、ありがとう」


    「──」


    「なんか、手を繋つないだの、幼稚園以来だったね。おやすみ」


    「……うん、おやすみ」


    　幼なじみが扉の向こうへ消えていっても、俺はしばらくその場に立ちつくしていた。


    　右手のひらを掲げ、その余よ韻いんにひたる。


    　そのとき、廊下の曲がり角から、ひょこっと金色の頭が顔を出した。


    「今の、もう一押ししたらいけたんと違うかの？」


    　プリシラ王女があらわれた！


    「どうするんじゃ？　何なら王家に伝わるマスターキーを貸してやるぞよ？」


    　どうやらずっと盗み聞きしていたらしい。目をらんらんと輝かせている。


    「……そんな冒険に踏み出す勇気があるなら、ここまで攻略長引いてねーよ。俺は十年以上攻略しようとがんばってるんだぞ」


    「ほーん。そうやってタイミング計っとるうちに、別の勇者に攻略されてしまうのと違うかの。今回の魔王みたいに」


    　ぐ……っ。この王女、なかなか痛いところを突いてくる。


    「いいからさっさと寝ろよ。歯磨みがけよ」


    「ほーい」


    　言うが早いか、プリシラは素早く廊ろう下かの向こうへ引っ込んでいった。


    　俺もさっさと寝ようと、自分にあてがわれた部屋の個室を開ける。


    　広さは四畳くらいだろうか、ベッドと文机と小さなキャビネットだけが置かれている。だが、それで十分だ。むしろ贅ぜい沢たくなくらいだった。


    　俺は自分の荷物を床に置くと、そこから寝ね間ま着きであるジャージに着替え、すぐさまベッドに潜り込んだ。ベッドは少し硬かったが、目を閉じてしまえばあっという間だった。


    　あの雷に打たれたときのように、俺はあっという間に眠りの世界へと落ちていった。

  


  
    



    　　　三章　みんなで仲良くご飯を食べよう


    



    「起きなさい！　遅刻よ遅刻！　まったく、いつまで寝てんのよ」


    「え……？」


    　目を擦こすりながら開けると、そこに制服姿の女子が立っていた。折り目正しく身だしなみは完璧、我らが二年一組のクラス委員長にして、俺の幼稚園からの幼なじみ。陣じん内ない綾あやその人である。


    「あれ……？　え……？　綾ちゃん、なんで……？」


    「いつまでも寝てるから起こしに来たのよ！　修学旅行の朝でしょ！　さっさと起きなさい、ばか浩こう介すけ！　新幹線の時間に遅刻したらどうすんのよ！」


    「え？　え？」


    　異世界に放り出されたときに勝るとも劣らない混乱が俺を襲う。


    「幼なじみが起こしに来たんだけど。おなじみのいつもの風景でしょ」


    「……いや、綾ちゃんそんな幼なじみキャラじゃねーじゃん。俺の部屋どころか家にも小二を最後に来たことないだろうが」


    「だからこそ、こういうの一回やってみたらおもしろいかと思って」


    「むしろこええよ。異世界に来たことより違和感あったよ」
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    「それは若干心外」


    　綾あやちゃんはベッドの端に腰かけた。


    「まあ、正直言うと、ちょっと心細かったのよ」


    　ぎし、とベッドがきしんだ。


    「目が覚めたら自分の部屋の天井が見えるんじゃないか、ってちょっと思ってた。けど、起きたら知らない部屋じゃない。でもって、とても京都の旅館の部屋とは思えない。ああ、昨日のことは夢じゃなかったんだ──そう思ったら、何でもいいから自分の知ってる世界のものに触れたくて」


    「何でもいいとか言うな」


    　とはいえ、正直嬉しい。


    「そういやあの王女サマ、朝飯くらいは食わせてくれるんだろうな」


    　照れ隠しもあり、俺は話を逸そらした。もっとも空腹なのは事実だけど。


    「昨日三食出すって言ってたから大丈夫じゃない？　昼食、夕食、夜食、って文化かもしれないけどね」


    「文化か。確かに、異文化どころか異世界なんだもんな。でも起きたとはいえ、どうすりゃいいんだろう。城の中を勝手に歩き回るのはまずいだろうし……みんなを起こして回る？」


    　そんなことを言いながら、俺がベッドから降りようとしたときだった。


    「もーにん！」


    　そんな掛け声とともに、ドアが蹴けり開けられた。


    　思わずビクッと体が固まる。


    　部屋に勢いよく飛び込んできたのは、昨夜の自称プリンセス、プリシラ王女だった。


    「およ、先客かや。っちゅーか、おお、おぬしら、結局昨夜はお楽しみじゃったのか？」


    　プリシラは興奮気味に言う。


    「違います。ただの寝起きドッキリ」


    　綾ちゃんは顔色一つ変えない。ちょっとでも照れてくれたらいいのに。


    「あ、遅ればせながら、おはようございます。王女様におかれましてはご機嫌麗うるわしく」


    　綾ちゃんはそう挨あい拶さつして、深々とお辞じ儀ぎをした。さすが委員長、ケジメはきっちりとつける子だ。俺も真ま似ねして頭を下げる。


    「そんなかしこまらんで、タメ語でよいぞよ。ぬしら全員、王家の客人待遇じゃからの」


    　とプリシラが言うので、俺は下げた頭を上げた。


    「じゃあタメ語でいかせてもらうけど、朝っぱらから何なんだよプリ公」


    「お前切り替え早いのー。妾わらわが無礼講と言いつつ、むかついたら本来の上下関係を持ちだしてくるいけすかない上司タイプだったら即はりつけの刑じゃぞ」


    「そうなのでございますか？」


    「まあよい。今さらかしこまられても逆にむかつくでの。つーかおぬし、昨夜からバリバリタメ語だったじゃろ」


    　確かにそれはそうだ。今さら敬語を使えと言われても難しい。


    「で、あらためて聞くけど、王女様直じき々じきに何しに来たんだ？」


    「いや、朝食の時間じゃから妾わらわが直々に起こして回ろうと思っての。モーニングプリンセスサービス」


    「……和泉いずみの部屋はやめとけよ。あれは戦闘民族だから、寝込みを襲うと腕をへし折られるぞ」


    「ドッキリ仕掛けてポッキリやられたらたまらんの。ちゅーか、それがどいつの部屋かわからんぞよ」


    「あ、そういえばみんな名前ってまだ言ってなかったっけ」


    　綾あやちゃんが思い出したように言った。


    「名前どころかまだ一言も口をきいておらんぞよ。つか、同じ部屋にあんだけ雁がん首くび並べておって、あやつらなんで喋しやべらんかったんじゃ」


    「だって、世界観説明のときにまだキャラが立ってない連中が大勢で喋り出すと収集がつかなくなるだろ？　みんなそういうことはわきまえてるんだよ」


    「おお……その気遣いはありがたいが、我が国には『メタ的なことを頻ひん繁ぱんに言いはじめると災いが起こる』という伝説も伝わっておるので、そういうのはほどほどにせよ」


    　プリシラはちょっと嫌そうな顔で言った。その伝説は何となく正しい気がする。


    「んでは。朝食がてら、一人一人自己紹介でもしてもらおうかの。昨夜は妾の世界のことばかりで、ぬしらのことはちゃんと聞けておらなんだでの」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　ゆで卵。キャベツと玉たま葱ねぎのたっぷり入ったスープ。塩とバターの添えられた、茹ゆでたジャガイモ。レタスとチーズのサラダ。ベーコンと蒸し鶏。トマトと卵の炒め物。そして、ライ麦のパン。俺たちの前に並べられた朝食は、かなり豪華なものだった。


    　俺たちが食事をとっているテーブルは、中華料理店にあるような大きな円卓で、それをぐるりと囲むように、プリシラと俺たち二年一組の十一名が並んで座っている。


    　同級生と食堂に集つどって食事をするというのもまた、修学旅行の醍だい醐ご味みである。食事は昨日、家を出る前の朝食以来ということもあって、俺たちは夢中で食事を貪むさぼり食った。


    　みんなの手が動き始めたところで、プリシラが席を立つ。コホン、と咳せき払ばらいをひとつして。


    「プリシラです。一応この国の王女やってます。趣味は課税で～す。最近興味があるのは下しも々じもの暮らしかな。普通の女のコになりたいって思うときもあるけど、正直税金で贅ぜい沢たくできる今の毎日がわりとサイコーです。ヨロシク！」


    　そう自己紹介して、王女様は、スカートの裾すそを摘つまみ上げて一礼した。


    「っていう感じで一人一人自己紹介とエピソードトークをやっていってもらおうかの。んでは、プリシラ御ご殿てんのはじまりはじまりー」


    「御殿つーか城だが」


    「風雲！　プリシラ城はちょっと古いしトーク番組ではないじゃろ。ちゅーことでプリシラ王女のすべらない話。今回の特別ゲストは異世界からのポンコツ学生ども。ん、なにをボケっとしとるんじゃ。まずは『僕たちは異世界からやってきた芸人です！』じゃろ？」


    「落ち着けよ、テレビっ子女王。朝からテンションたけーよ」


    　興奮気味の女王を横目に、俺はパンをかじる。


    「んでも、おぬしらの世界の芸人はそんな感じでおもしろエピソードトークをしつつ、キャラを立てていくと古き言い伝えにあるんじゃが」


    　こいつ、古き言い伝えと言えば何でも許されると思ってんじゃないだろうな。


    「気をつけて、プリシラ。大学や高校の文化祭ステージですべらない話的なこと、アメトーーク的なことをやろうとして、結果ものっすごくお寒いことになってしまった例を、私はたくさん見てきたわ……。学生ノリのトーク番組コピーは大半がせつない結果になっちゃうのよ。単に喋しやべってるだけだから簡単そうに見えるけど、ああいう番組はプロ芸人の腕と裏方さんの構成力があって初めて成立するのよ」


    　実はテレビっ子の綾あやちゃんが、企画の問題点を冷静に指摘する。


    「おお……しかし、そこにあえて踏み出すが王女の心意気。もしスベったらおぬしらのせいじゃ。スベった者を拷ごう……罰ゲームにかけるのもまた一興」


    「史上最悪の司会者だな。つーか拷問って言いかけたろ」


    「罰ゲームは『アルメンドラの壺つぼ』と『軟骨ケズール』の二種類から選択できるぞよ」


    「前者は内容を想像するしかなくて怖いが、後者のストレートさも怖い……」


    「んでは、ゴチャゴチャ言わずに大爆笑トークをせよ。ハイ、おぬしから」


    　独裁司会者の、ものっすごく雑かつハードルの高い無茶振りをくらったのは俺だった。


    　俺はプリシラのすぐ隣に座っていたので、そこからぐるりと卓を一周して自己紹介するという運びになった。


    「えー、沢さわ木き浩こう介すけ、高二っす。っつーか全員高二なんだけど」


    　俺は立ち上がり名乗る。自己紹介といっても、クラスメートは互いに顔見知りなので、プリシラに向けての自己紹介ということになる。


    「自己紹介っていわれても……えー、何だろな、部活も特に入ってないし、趣味……趣味っていわれても何だろな……あーっと、修学旅行委員で……つってもそれは一時的なあれで」


    「はい、びっくりするくらいおもしろくないし、テンポも悪いのでもういいぞよ。次」


    「いや、ちょっと待てよ。まだ……」


    「軟骨を削ってほしいのかな？」


    「ぐ……」


    「陣じん内ない綾あや。クラスの委員長やってます」


    　俺が躊ちゆう躇ちよしている間に綾ちゃんの自己紹介が始まってしまった。しぶしぶ、俺は椅い子すに座る。


    「えーっと、中学では陸上部だったんですけど、高校では基本帰宅部です。基本っていうのは、たまに知人の先輩に誘われて生徒会を手伝ったりしてます。父が国会議員、母親は企業経営者なので、自分も将来はどちらかの道に進めればと思ってます」


    　つまりスケールは違うものの、綾ちゃんは王女様とそれなりに立場が通じるところがある。


    「ほーん。んではのちのち、そっちの世界の政治や経済の話など聞こうかの。ＯＫ、んじゃ次」


    「ま、待てよ、今の話は単なる自己紹介で別におもしろいところはなかったぞ！」


    「文化人枠はそんなにおもしろいことを言わなくてもいいんじゃよ。チャンスをものにできなかった若手芸人とは違うんじゃよ」


    「俺は若手芸人じゃねーよ！　それに委員長って肩書きは別に文化人ってわけじゃ」


    「ほんじゃ次、その髪をうしろで結んでるおねーちゃん、どうぞ」


    　なおも言葉を続けようとする俺を無視して、プリシラが次席の少女を促うながす。


    「和泉いずみ刀とう香か、剣客だ！　趣味は剣術をはじめとした武術と時代劇鑑賞。好きな言葉は勧かん善ぜん懲ちよう悪あく、嫌いな言葉は過剰防衛だ！」


    　トレードマークのポニーテールを揺らしながら、和泉が名乗りをあげる。自己紹介のとおり、彼女は武芸百般に通じた戦闘民族だ。彼女は正義感が非常に強く、その正義感と戦闘能力のあまり、ちょくちょく過剰防衛をやらかしてしまううっかりさんだ。


    「和泉とやら、その手に持っておるのは何じゃ？」


    　プリシラは和泉の手に握られている獲物に気づいた。


    「フフ……これは木刀です。異世界の姫君にはおわかりいただけないでしょうが、日本の学生というものは、修学旅行先の土産みやげ物店で木刀を買うものと決まっているのです」


    　和泉は京都に着いてまもなく、どこかの売店で木刀を購入していたらしい。確かに思春期特有のアレ真っ最中の男子中学生は木刀を買ってしまうのかもしれないが、売店で木刀を購入している女子高生はお目にかかったことがない。


    「ふーむ、剣客。この手の女子高生剣客キャラはもう飽和状態なんと違うかの？　いや、この国に伝わる伝説での話じゃよ？　この国に伝わる伝説でこの手のバトルヒロインはゴロゴロしておって飽和状態という話じゃよ。たくさんおるというのはそれだけ需要があるということじゃからダメというわけではないんじゃが、なんかこやつだけの新規性が欲しいところじゃの」


    「新人賞の選評かよ」


    　つーかそういうことを言いはじめると、災いが起こるんじゃなかったのか。


    「フフ、美少女女子高生剣客キャラとは照れるな」


    　肩書きにさりげなく厚かましい要素を追加しながら、和泉いずみは嬉しそうに一礼して席に着いた。


    「んでも天然体育会系は雛ひな壇だんにひとり必要じゃの。ほんじゃ次、そのちびっこいの」


    「あーい」


    　椅い子すに座ったまま、小柄な少女が手を挙げる。


    「川かわ中なか島じま真ま弓ゆみ、演劇部。好きな食べ物はお饅まん頭じゆう。好きなことはお芝居かな～」


    「ほう。ぬしは役者か？」


    「はいですー」


    　川中島真弓。舌っ足らずでちょっと間の抜けた、スローテンポなのんびり屋の少女。にしか見えないし、実際、クラスで見る普段の彼女はその印象どおりの少女だった。だが、放課後の川中島真弓は違う。彼女は幼い頃から劇団に所属し、演劇界では『千の背後霊を持つ少女』と呼ばれ、まるでイタコに霊が降りるかのように役そのものに成りきる憑ひよう依い型の演技スタイルによって、各界から絶賛されている天才演劇少女なのである。おそろしい子なのである。


    「特にサイコキラーの役を演じたあとは、なかなか役が抜けなくて大変だったのよね。あの学級会のとき、和泉さんがとっさに竹刀しないで斧おのを叩たたき落とさなければ大惨事になっていたはず」


    　綾あやちゃんがあの惨さん劇げき一歩手前の学級会のことを口にした。あれはおそろしい事件だった。


    「てへへ」


    　川中島はぺろりと舌を出す。「てへへ」ですめばポリスはいらない。


    「そんな厄やつ介かいなやつにサイコキラーの役をやらすでない。今はちゃんと役が抜けておるんじゃろうな……」


    「昨年の文化祭での公演では、平凡な女子高生、セクシーな女スパイ、美少年ダンサー、謎なぞの老ろう婆ば、未来からやってきた殺人アンドロイド、クリームパン、武たけ田だ信しん玄げん、という七役を一人で演じ分けたの。私たち観客は芝居が終わったあとのカーテンコールではじめて、その七役がすべて彼女一人の演技であると知ったのよ」


    　綾ちゃんがあの伝説の公演について語った。


    「クリームパンの時点で違和感を覚えぬのは観客のほうに問題があるのではないのか？　しかし需要のある俳優枠なうえに、ちゃんとエピソードトークを通じてキャラが把握できたのは、司会者女王的に好感度が高いぞよ。んじゃ次、そこのでっかいの」


    　プリシラに指された男は、プチン、プチン、と片手でシャツのボタンを外してゆく。その下から、はちきれんばかりの大胸筋が露あらわになる。異世界の空気に晒さらされた筋肉がビクビクと脈動し、その力のうねりによって周囲を威圧する。


    　二年一組の誇る超高校級マッスル・モンスターの登場だ！　自己紹介するのに大胸筋を見せびらかす理由はわからないぞ！


    「宗むな像かた力つとむ。見てのとおりボディービルダーだ」


    「うわあ大胸筋が喋しやべった！　……あ、ああ、人間か、びっくりした」


    「それはわかれよ」


    「好きなものはタンパク質、フェイバリットマッスルは大胸筋。美しいものを見たいとき、そして百キロ以上のものを動かしたいときは、いつでも遠慮なく私に声をかけてくれ」


    「おお、こういう筋肉キャラはわかりやすくてよいの～。トークがべつにおもしろくなくても絵的に間まが保もつからの～」


    　褒ほめられた宗むな像かたはダブルバイセップスのポーズをとった。肥大した筋肉がビキビキと周囲を威圧する。確かにこのインパクトは芸人として俺には足りないものだ。芸人じゃないが。


    「ほい、んじゃ次」


    「ん？　あー、あたし。仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ。よろっす」


    　レタスをもしゃもしゃと口に突っ込んでいた少女は、それを飲み下して名を名乗る。制服を若干着崩し、髪は茶髪、薄メイクもきっちり施ほどこしている、いわゆるギャルの風貌である。


    「ほうほう、愛あい新しん覚かく羅ら溥ふ儀ぎ」


    「ちげーよ。ラストエンペラーじゃねーよ」


    　仲村渠は〇・五秒で反応したが、ラストエンペラーじゃねーよ、ってけっこう斬新なつっこみだな。使いどころがものすごく限られてはいるが。


    「つーか『ん』しか合ってないじゃん」


    「なんか画数の多い雰囲気を感じたぞよ」


    「仲村渠が名字で、樹璃愛が名前。まぁジュリアでいいよ」


    「へえ、あんたもプリシラっていうんだ」


    「それも一文字しか合ってねーよ」


    「おぬしは特技とかないのかや？　今のうちにキャラを立てておかぬとあとで苦労するぞよ」


    　プリシラはこちらをちらりと見る。むかつく。


    「特技とかいわれても別に……まあ一応、読モやってます」


    「何でこういう奴って『一応』ってつけるんじゃ？」


    「謙けん遜そんしてんの。つーかアンタもさっき、一応王女とか言ってたじゃん」


    「おお、確かに。で、じゅりりんはどういうキャラなんじゃ？」


    「えー、どういうキャラとか自分で言うのって何かさあ」


    「ほんじゃ沢さわ木き、だかりんのキャラについて一言でどうぞ」


    「何でもいいけど呼び方統一してくんない？」


    　つーか自分の自己紹介を飛ばされたのになぜ他人の紹介をしなければならないのか。


    「仲村渠は……そうだな。よくTwitterで回ってくる嘘うそ臭くさいイイ話に出てくる見た目は遊んでそうだけど実はお年寄りや子供に親切な、人は見かけによらないギャル、的な奴だよ」


    「沢木それ褒めてんの？　バカにしてんの？」


    「すげー褒めてるよ、最大級の賛辞だよ。日本人はそういうキャラが大好きなんだよ」


    　納得したのかしていないのかわからないが、とりあえず仲村渠なかんだかりはプリシラに軽く一礼して席に腰を下ろす。


    「ふむ。デルモ枠でちゃんとトークのキャッチボールができたからごうか～く。では次。そこの木ぼく訥とつ純じゆん朴ぼく少年って感じのおぬし」


    「鉄くろがね道みち夫お。僕は鉄てつです！」


    「てつ？　ふむ、ぬしは鍛か治じ、冶や金きんに携たずさわる者か？」


    「ああ、えっとな、鉄道マニアのことを鉄っていうんだよ。鉄は筋金入りの鉄ちゃんなんだよ」


    　俺がわって入って説明をした。


    「てつどう？」


    　プリシラは頭の上に大きな疑問符を浮かべている。何となくのイメージでまだ蒸気機関も鉄道も発明されていないっぽい世界だと思っていたが、やはりそうらしい。


    「深夜のプリシラ倶く楽ら部ぶで扱うべき題材な感じはする言葉じゃの」


    「鉄道がわからないのにタモリ倶楽部を十分に理解している知識バランスは何なんだ」


    　かつてこの世界を訪れた客人神まろうどの中に、相当なバラエティ番組好きがいたらしい。


    「もしご所望とあらば、鉄道のことなら十時間でも二十時間でも！　スチーブンソンの生い立ちから講義させていただきます！」


    　鉄は澄んだ目を輝かせる。


    「うーむ、マニア特有の純粋さと純真さとその奥に潜ひそむそこはかとない殺気を感じるの……。これは迂う闊かつに触れないほうがよい気がするぞよ。ヘタな暴走芸人より、特定分野のマニアな一般人ゲストのほうがずっとヤバいことがあるんじゃよな……」


    　さすが王女、その直感は正しい。俺も一度、迂闊に青春18きっぷで九州まで旅行をするならどのルートがおすすめかを尋ねてしまったばっかりに、三時間あまり九州のローカル駅についての熱弁を振るわれた経験がある。


    「んでは次」


    　プリシラが声をかけると、次席の少女は「チッ」と小さく舌打ちをした。


    「……宝たから田だ舞まい。文芸部。趣味は……読書。……何よ、他に言うことなんてないわよ。次に行きなさいよ、次に」


    　宝田は椅い子すから立ち上がりもせず、不機嫌そうに言い捨てた。さすがに王女に対して無礼なのではと思って顔を窺うかがったが、プリシラはさほど気分を害した様子ではない。


    　まあ王女に対して無礼な態度なら俺もとってきたのだが。


    「記者会見でそういう態度をとると干されるぞよ。沢さわ木きよ、こやつはどういうやつなんじゃ？」


    　俺のことはサクッと飛ばしたくせに、物足りなかったのか、プリシラが俺に補足を求めてきた。だが本人の前でそいつのことを紹介するというのはけっこう気を遣うものなのだ。まして、正直宝田とはそんなに親しいわけでもないし。


    「あー、えーと。本人の言うとおり、読書が趣味のやつだよ」


    　宝たから田だ舞まいは、いつも休み時間には一人で本を読みふけっている。休み時間どころか、修学旅行に来る途中の新幹線やバスの車内でも本を読んでいたらしい。ただ、今の宝田には、なぜか妙にイラついているような印象があった。


    　もっとも、いきなり異世界に飛ばされて精神の安定を欠かないほうが変わっているのかもしれない。誰もがクールジャパンスピリットで割り切れるわけではないのだ。


    　そういう意味では、最も精神の平へい衡こうを欠いているのが、次の席の藤ふじ崎さきだった。


    「では次の席の……おお、ぬしも妾わらわとおそろいの金色の髪じゃの」


    「いや、藤崎のは天然じゃなくて染めてんだよ」


    　金髪、着崩した制服、ピアス、メタルのアクセサリー。とわかりやすいヤンキーファッションだが、顔立ちは中性的で、ゴリゴリのヤンキーのようないかつさや威圧感はなく、むしろ神経質で繊せん細さいそうな印象を与える。


    「……ふ、藤崎、大たい我が……。俺……俺は……うわあああああああッ！」


    　藤崎はいきなり頭を抱かかえて叫びだした。


    「ちょっと待てよ、何なんだよ、何なんだよお前らッ！　何フツーに自己紹介してんだよ！」


    　藤崎はバンとテーブルを叩たたいて立ち上がった。


    「どう考えてもおかしいだろ！　フツーじゃねえよ！　何なんだよ異世界って、あり得ねえだろうが！　みんなも見ただろ、あのバカでかいドラゴンをよぉ……！　あんなのがいる世界なんだぞ、それを順応しすぎだろうが！　こんなこと現実にあり得るワケねーだろォ！」


    　藤崎は完全にテンパっていた。


    「ワケわかんねーよ、何が異世界だよぉッ！　俺を家に帰してくれえッ！」


    　藤崎は椅い子すに崩れ落ちると、今度はテーブルに突っ伏してしくしく泣き出してしまった。


    「沢さわ木きよ、代わりにきゃつがどういうやつなのか紹介してたもれ」


    　プリシラが言うので、仕方なく俺が代わりに藤崎大我を紹介する。


    「藤崎は見てのとおり、進学校のヤンキーという中途半端なやつなんだよ」


    「おお、確かに中途半端に髪を染めてみたり、中途半端に制服を着崩してみたり、中途半端に金属製のアクセサリーを身に着けたりしておるの。別の世界の妾にさえ伝わるその中途半端さ、その思い切りのなさがかわいいポイントじゃの」


    「ただ、藤崎君はファッションヤンキーだから根性が据わってないのよ。へたれなのよ」


    　綾あやちゃんの人物評は容赦ない。特に男子に対して非常に厳しい。


    「まあ確かに、藤崎は髪にメッシュ入れてるくせにメンタル弱いからな……。マラソン大会を堂々とサボれず、参加したうえで途中でリタイアするし」


    「ピアス穴ガンガンあけてるくせにメンタル弱いのよね。小テストの点数いつも気にしてるし」


    「学ランの下に色シャツ着とるくせにメンタル弱いんじゃな……。ここまでガン泣きされると、司会者的にもちょっといじりにくいぞよ」


    　プリシラにまで言われると、藤ふじ崎さきがちょっと気の毒である。


    「そのメンタルの弱さが、ファッションヤンキーという扱いのめんどくさい立ち位置にもかかわらず、藤崎が特に嫌われてない理由なのかもしれないけどな」


    「ううっ……何なんだよ……何が異世界だよ……おかしいだろうがよ……何でみんな順応してんだよ、現実と虚構の区別ついてんのかよ……ゲーム脳かよ……」


    　プリシラはめそめそ泣き続ける藤崎を複雑そうな表情で見ていた。


    「まあ、いきなり異世界に辿たどり着いてしまった人間の反応としては、これが一番まっとうであるような気もせんではないがの。では、気を取り直して次の者」


    　藤崎の隣は、椅い子すからはみ出す小山のような少年。


    　小太りで安定感のありそうな体型だが、不健康そうな印象は受けない。


    　むしろその逆、膨ふくらんだ五体には覇は気きが横おう溢いつし、その眼光はあくまで鋭い。


    「丸まる山やま琢たく郎ろう、ゲーム脳だ。趣味はゲーム……アナログ・デジタルは問わない。体力を競うものでなく、生産性もない遊ゆう戯ぎであれば、すべて俺の範はん疇ちゆうだ」


    「ほう、生産性がないことが趣味とな」


    　プリシラが言うと、丸山の眼光が鋭くなる。


    「自己を変革する意志なく、世界を更新する力なく、一切の価値を生み出すことなく、座り込んで与えられたものをただ貪むさぼるだけであれば、それは既に人ではない。それはただの豚だ」


    「ほう、言うのう。ではおぬし自身はなんだというのじゃ」


    「言うまでもない……ただの豚だ」


    「豚かい」


    　豚を自称しながら大人物のような態度、それが丸山琢郎という男であった。


    「うーむ……キャラが読めん。が、異世界の遊戯というのは興味深いのう」


    「それでは、あとでいくつか披ひ露ろうして差し上げよう。この旅行にも少しばかりゲームを持参しているゆえな」


    　少しばかりというが、丸山が修学旅行に抱かかえてきた自分の体ほどある大荷物は、アナログデジタル問わずのさまざまなゲームがパンパンに詰め込まれていた。宿泊先の宿で遊ぶためだ。まさか異世界で遊ぶことになるとは思ってもみなかっただろうが。


    「妾わらわも古いにしえの伝説に伝わるゲームとやらをやってみたいぞよ。あとで貸してたもれ」


    「ああ、好きなだけ持っていくがいい。ただし借りパクは許さん、中古屋に売ったら殺す」


    　鋭い眼光で言い、丸山はどかりと席に着く。


    「こやつもプリシラ倶く楽ら部ぶ枠かの。んでは次……おっ、次はメガネっ子じゃ。やったね」


    　何がやったねなのかわからないが、三つ編みハイソックスメガネっ子の坂さか上がみ雪ゆき乃のが起立する。


    「は……初めまして、坂上雪乃、です。えっと……好きなこと……趣味……」


    　坂さか上がみはそこまで言うと、黙り込んでしまった。


    「おもしろエピソードトークでもよいぞよ？　妾わらわはメガネっ子には点数が甘いんじゃ」


    「……ごめんなさい、思いつきません」


    　その受け答えだけであれば、彼女のことを何の特徴もない少女だと思うかもしれない。けれど、坂上雪ゆき乃のがどんな人間かクラスメートで知らない奴はいないはずだ。


    「んじゃおぬしら、こやつについてなんかないのか」


    「坂上は……いや、すごく成績がいいんだよ」


    　宝たから田だが休み時間に小説を読みふけっているように坂上もまた、休み時間にはいつも机の上に本を広げている。けれど宝田と坂上との間には、明らかに異なった一線があった。


    　坂上雪乃という少女が向き合っている本は常に教科書、参考書の類たぐいだった。


    　いくら進学校とはいっても、休み時間の間も教科書に向き合っている人間というのはまずいない。それでいて、受験勉強に取り憑つかれた人間のようなヒステリックな危機感、悲壮感は彼女にはまったくない。一流のマラソン選手が当たり前のように毎日何十キロも走り続けるように、彼女は淡々と、黙々と教科書に向かい続けていた。坂上は入学以来、常に成績トップの座を守り続けていたが、そのことに疑問を呈ていする奴は一人もいない。そして彼女もまた、そのことを誇るでもなく驕おごるでもなく、ただ教科書に向かい続けていた。


    　それはある意味では、高校生離れした筋肉をその身に搭載することや、類い希まれなる演技力を発揮することよりも、ずっと現実離れしたことのように思えた。


    「なんじゃ、賢かしこいんなら堂々と言うたらいいのに。インテリ枠は常に需要あるんじゃよ」


    　プリシラはそう言うが、日本の高校生として、自己紹介のときに「自分は勉強ばかりしていて成績がとてもいい」と言うことに抵抗があるのはよくわかる。本人に代わってそう紹介したことすら、本当にそんなことを言っていいのかと抵抗があったくらいだ。


    　坂上もどことなく恥ずかしそうに俯うつむくと、ぺこりと小さく頭を下げて席に着いた。


    「とりあえず一周回ったけど、こんなもんでいいか、王女様よ」


    　俺が言うと、プリシラは一同をぐるりと見回した。


    「おー。じゃあ妾から感想言うていいかの」


    「感想？　まあいいけど」


    「ボンクラ、委員長、剣客少女、天才役者、マッチョ、読モギャル、鉄てつ、文学少女、へたれヤンキー、ゲーマー、まじめメガネっ子。ふむ、ふむ、なるほどのー」


    　プリシラは腕組みして天上に視線を上げ、しばらくぶつぶつと何やら呟つぶやいていた。俺たち全員の名前や特徴を覚えようとしていたのかもしれない。


    　やがて、腕を解くと、隣の席の俺の顔を覗のぞき込み、優しげな表情で言った。


    「おぬし、キャラ薄くない？」


    「うるせえ」

  


  
    



    　　　四章　修学旅行先で仲間とはぐれたら


    



    　この世界に来てから、三日が経たった。


    「おー。おぬしらか、苦しゅうない、近うよれ」


    　天てん蓋がい付きのベッドに横たわったまま、プリシラが手招きする。


    　俺と綾あやちゃんは、プリシラの部屋に招かれていた。


    　最初の日の約束どおり、衣食住を保証してもらう代わりに、俺たちは交代で、プリシラに自分たちの世界のことを話して聞かせることになっていた。


    「へぇ、これがリアル王女様の部屋かあ」


    　綾ちゃんは興きよう味み津しん々しんといった様子で、部屋をキョロキョロと見回している。


    　俺も天蓋付きのベッドなんてものを目にしたのは初めてだ。が、あまりプリンセス感はない。というのも、プリシラが横たわるベッドの脇には漫画雑誌やら携帯ゲーム機やらが無造作に転がっており、プリシラが先ほどからぽいぽい口に放り込んでいるのは、日本の誇る銘菓・カールである。西日本では定番とされるうすあじである。


    　そして何よりプリシラが纏まとっているその衣服は、俺がいかにもお姫様と感じたドレスではなく、我らが緑みどりヶが丘おか高校の小豆あずき色をした指定ジャージであった。


    「……異世界のお姫様っていうより、夏休みに軽くグレちゃって髪の毛を金髪に染めちゃった中学三年生女子の部屋に遊びに来た感じ」


    　綾ちゃんが俺の耳元で囁ささやいた。俺も無言で頷うなずいて同意を示す。


    　プリシラがパクついている菓子は俺たちが修学旅行のおやつとして持参していたものを献上したものであり、漫画や携帯ゲーム機も、新幹線や旅館での空き時間の暇ひま潰つぶしとして持参してきたものだ。


    「ゲームや菓子はいいとして、その格好は何なんだ。昨日まではいかにもって感じのドレス着てただろ」


    「ふふふ、似合うじゃろ。おぬしらの仲間が着ておったものを召し上げさせたんじゃ。いうても、代わりに妾わらわのドレスと交換してやったんじゃぞ」


    　俺たちは、修学旅行の旅館での寝間着としてジャージを持参していた。修学旅行のしおりの、持ち物のチェック欄にもちゃんとジャージの項目がある。プリシラのジャージをよく見れば、胸元には「坂さか上がみ」とネームが入っている。坂上の気の弱さなら、くれと言われれば献上するほかないだろう。


    「似合うっつーか、違和感ないのがむしろ不思議だが」


    「この服むっちゃ快適じゃの。動きやすいし通気性は抜群じゃし。ベッドの上でゴロゴロしながら漫画を読むのに最適じゃぞ」


    　プリシラの膝ひざの上にあったのは、最新式のタブレット端末であった。それは確か仲村渠なかんだかりの私物だ。プリシラはタブレットをすいすいと操作すると、つい先月新刊が出たばかりの漫画や、ファッション雑誌を次々と示して見せた。さすが王族、電子書籍への対応が早い。


    「万巻の書がこの板きれ一枚に収められておるとは、ぬしらの世界の技術というのもなかなか大したもんじゃの」


    　言いながら、この秋の最新ファッションをチェックするプリンセス。どうせ買えないのに。


    「適応力あんな。『な、中に人が閉じ込められているでござるうう～！』みたいなリアクションしろよ」


    「今どきタイムスリップしてきたお侍さんでもそんなリアクションはせぬじゃろ。あっ、この漫画って続きどうなるんじゃ？　続きはないのかや？」


    　プリシラは連載中の人気コミックを画面に呼び出した。


    「残念ながら仲村渠がその端末にダウンロードしてた分しか読めないんだよ」


    「だ、だうんろーど？　……妾わらわが課金するからクラウド経由で読めたりできぬのか？」


    「ダウンロードが疑問系なヤツがクラウドとか言うな。また百年後くらいに俺たちの世界からやって来る奴が続きを持ってることを期待するんだな」


    「連載の続きが百年近く読めないなんて酷い生殺しじゃよ……」


    　言いながら、プリシラはタブレットをベッドの上に放り投げた。
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    「こういうデジタルガジェットもえらい凄すごいんじゃけど、妾わらわが最も感動したのはこれじゃよ。お前らの菓子、マジにやばいぞよ。特にこのアルフォートとかいう菓子、むっちゃうまいな」


    　日本の生んだ銘菓をプリシラはザクザクと口に運んでいく。シーツの上にボロボロとビスケットの欠片かけらが落ちる。ゴミ箱を見れば、きのこの山、たけのこの里、アポロ、ポッキー、トッポ、パイの実、と数々のチョコ菓子の空き箱がてんこ盛りになっている。


    「これだけでもおぬしらがこの世界に来た意味はあったぞよ。ありまくり。流星に願いが届いたぞよ」


    　そういや流星にそんなことを願ったとか言ってたな。


    「んで、妾はおぬしらの文化を浴びてご満まん悦えつじゃが、ぬしらはどうじゃ。こっちに来てから三日たつが、そろそろこちらの暮らしには慣れたかの？」


    　プリシラは体を起こすと、ベッドの上にあぐらをかいた。


    「慣れたっつーか、拍子抜けっつーか」


    「拍子抜けとな」


    「いや、そりゃ状況としちゃ、いまだに信じらんねーしわけわかんねーし……なんだけど、異世界にやってきた初日から衣食住の問題が解決しちゃったんで、修学旅行先で泊まってた旅館の延長って感じで」


    「そりゃまあ、けっこうなことじゃの」


    「けっこうはけっこうなんだが……」


    　そのとき「コンコン」とドアをノックする音が響いた。


    「んー、入ってよいぞよ」


    　プリシラが声をかけると、ドアを開けて一人の少女が姿を見せた。


    　三つ編みメガネにハイソックス。二年一組で一番の、否、学校一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。


    「あ、あの……」


    　坂上は俺たちがいることを知らなかったのか、少し戸惑っている様子だ。


    「おー、しもうた。時間をバッティングさせてもうたの。妾はの、坂上先生に勉強を教わることにしたんじゃよ。ぬしらがもとの世界に帰るその日まで、妾はぬしらの世界の文化に大いに触れて学びたい。菓子や漫画やゲームもよいが、体系づけられた学問にもちゃんと触れておきたいのでな。んーと……」


    　言って、プリシラはベッドの端に放り出された本を手に取った。


    「特にこれじゃよ、これ。これクッソおもしろいんじゃけど。知的興奮パネェぞよ」


    　プリシラが興奮気味の口調で手に取って示したのは、日本史と世界史の教科書だった。


    「異世界史むちゃむちゃおもしろいぞよ」


    「異世界史？　……ああ、確かにプリシラにとっては俺らの世界史は異世界史か」


    「まだパラパラっと読んだだけなんじゃがな。んで気になったんじゃが、逆におぬしらの世界には、別の世界から人間がやってくるという記録はないのかや？」


    　残念ながらそれはねーな、と俺が答えようとしたとき。


    「……ありますよ」


    　背後からそっと放たれた坂さか上がみの言葉に俺は耳を疑った。


    　ひょっとしてこの優等生、『ムー』とか愛読してたりするのだろうか。


    「最初の日、王女は仰おつしやいましたよね、私たちをすんなり受け容いれてくださったのは、過去に同じような人たちがやってきたという言い伝えがあったからだって……そのとき、私は思ったんです。よく似た話を勉強したことがあるって」


    　坂上はプリシラの手から世界史の教科書を受け取ると、パラパラと捲めくって、とあるページを開いた。


    「かつて私たちの世界の、今は南米と呼ばれている地域に、インカ帝国という国があったんです。インカ帝国の創造神話には『白い人』と呼ばれる神々が世界を作り、そしていつかその使者がインカの国を訪れるという伝説があったそうです。そして十六世紀、その伝説と符合するように、海の彼方から白い肌の神々たちがやってきた」


    「神々。マジか」


    　俺の代わりにプリシラがそう口に出した。


    「しかしそれは神々ではなく、実のところ人間でした。時は大航海時代、インカ帝国に上陸したのはスペインという国の航海者。白人である彼らの肌は白かった。インカの人々は白い肌の彼らを、伝説に従って神のごとく歓待したといわれています」


    「ふーむ。なるほど、まさしく我らの客人神まろうどの伝説に似ておるの。んで、どうなったんじゃ？」


    「……スペイン人たちは言うまでもなく神ではなく、領土的野心を持った侵略者でした。二百人にも満たないスペイン人たちに、数万の兵士を擁するインカ帝国は壊滅的な打撃を受け、やがて滅んでしまったんです」


    　プリシラが、横目でこちらをじろりと見た。


    「……やっぱ大事をとってぬしらを投獄しとくべきじゃろうか」


    「ほーらプリシラちゃん、もっとお菓子を食べていいぞー。現代日本の技術の粋すいを集めたお菓子だぞー、とってもうんまいぞー」


    「うほーい！」


    　口にチョコベビーを流し込むプリシラに笑顔を向けながら、坂上は続ける。


    「日本史上にも、異世界を覗のぞいた人はいます。漂流の果てに現在のアラスカに漂着し、ついにはロシア帝国のエカチェリーナⅡ世に謁えつ見けんを果たした大だい黒こく屋や光こう太だ夫ゆう。漁の途中で遭難し、捕鯨船に拾われてアメリカに渡ったジョン万まん次じ郎ろう。彼らのように偶然に導かれて異世界を覗き、そしてもとの世界に帰還した人々は史上にたくさんいます」


    「──そっか。江戸時代の日本人にとって、海の外は異世界みたいなものだったのよね。少なくとも、地球儀なんて知らない庶民にとっては」


    　綾あやちゃんの言葉に、坂さか上がみは少し照れたように頷うなずく。


    「逆に、海外から日本へと漂着した例でいえば、家いえ康やすに仕えた三み浦うら按あん針じんことウィリアム・アダムズ──」


    　プリシラとともに、坂上先生の講義に耳を傾けながら、俺は考える。


    　まったく異なる世界の文化を引っ提げてやってきた異世界人。


    　インカ帝国とスペイン人は、不幸な出会いだったといえるだろう。少なくともインカの人々にとっては。世界と世界が、文化と文化がぶつかったとき、そこには必ず摩ま擦さつが起きる。


    　でも、俺たちの教科書にだって、いくつかの幸福な出会いもまた記されている。


    　では、俺たちは？


    　とりあえず、王女に菓子を与えることくらいはできるけれども。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺は分厚い肉を切り分け口へと運ぶ。噛かみしめると、肉厚の繊せん維いから旨うま味みのある脂と肉汁が溢あふれ出す。塩と胡こ椒しようとグレービーソースっぽい何かで味つけされたシンプルなステーキだが、シンプルさゆえに力強い肉の旨味がくっきりと際立つ。


    　付け合わせは、ふかしたジャガイモと茹ゆでた人にん参じんにバターを添えたもの。これがまたシンプルながら、それゆえに野菜本来の旨味が前面に出ている。


    「私の家はよくお歳せい暮ぼとかお中元で松阪牛とかいただくけど、でもほんとにそれと甲乙つけがたいくらいいいお肉よ、これ」


    　舌の肥えた綾ちゃんも褒ほめるほどのお肉様であった。


    「さすが政治家の娘、ブルジョワめ」


    　まあプリシラはブルジョワどころではないのだが。


    　そう、これはまさに王族のロイヤルＢＢＱバーベキユー。これが俺たちの今夜の夕食だった。


    　レンガで組まれた即席のグリルの前では、今も牛肉の焼ける煙が立ち上っている。小太りの宮廷料理人がニコニコしながら肉を引っ繰り返し、次々と皿に盛り付けてゆく。焼くのはすべて宮廷料理人がこなし、メイドさんが次々とおかわりを運んできてくれるので、俺たちはただ食うだけ。もはや比べることにもあまり意味はないが、本来の修学旅行先で出される食事より遥はるかに豪華なものであるはずだ。


    　そのうえ、空を見上げれば満点の星空。


    　ＢＢＱ大会の開催されている場所は、俺たちが最初にこの世界にやってきた場所、城の中庭だった。あのときはそれを楽しむ余裕さえなかったが、こうして落ち着いて見上げてみると、おそろしいほどに空が澄んで、手をのばせば掬すくえそうなほど星々の姿がくっきりと見える。


    　環境も最高、メシも最高、そのうえこのあとは大浴場での風呂と、数々の娯楽が俺たちを待っている。つい二日前、同じ場所で感じた不安と困惑は何だったのだろうかというくらい、お気楽極楽な時間が流れていた。


    「ご飯食べ終わってお風呂から上がったら、プリシラにトランプを教える約束なんだけど、浩こう介すけも来る？」


    「おお……女子の部屋に遊びに行くという、修学旅行で最上位に位置づけられるイベントまでちゃんとあるとは」


    「女子っていうか王女だけど」


    　その王女は今もジャージ姿で、肉にがつがつ食らいついている。高貴なる地位にある者の品位はまるで感じられない。金髪のヤンキー少女inキャンプ場、という感じだ。


    「しっかし、メシはうまいし空気もうまいし温泉はあるし、そんでもって各種娯楽は揃そろってるし……。人間をダメにする異世界だな、ここは」


    「ホントに」


    「人間をダメにする王女」


    　俺は肉と格闘するジャージ娘を横目で見る。


    「誰がじゃ。むしろぬしらのほうが、王女をダメにする異世界人じゃぞ。ぬしらのせいで妾わらわはこんなに堕だ落らくしてしもうた」


    　肉にかぶりつきながら、プリシラは言う。


    「こんないいとこなら、どうせならクラス全員で来られればよかったのにな」


    「全員っちゅーと、他にはどんな奴がおったんじゃ？」


    「手品が得意なやつとか、料理が得意なやつとか、漫才コンビとか、力士とか」


    「ほーん。漫才っちゅーのは何じゃ？」


    「俺らの世界の演芸だよ」


    「それ興味深い。全員で来ればよかったのにの」


    「最初は多いとか言ってたじゃねーか」


    　それは楽しい時間だった。


    　冒険もない代わりに危険もなく。気心の知れた仲間たちと肩を並べ、好きなだけ飲み食いし、温泉で心と体を癒いやし、好きなだけ遊び、遊び疲れたら眠る。


    　もとの世界に帰るまでの日々を、ずっとこうして過ごしていたい。


    　俺は、そう思っていた。


    



    　──そう、その知らせが入るまでは。


    



    　プリシラの相手をしながらゆっくりと食事をとっているうち、気づけば俺と綾あやちゃん以外のクラスメートはみんな中庭から姿を消していた。自分の部屋に引き返したか、風呂に向かったのだろう。


    　満腹になったことだし、そろそろひとっ風ぷ呂ろ浴びようかと、俺が食器を置いたときだった。中庭の一角が突然ざわつきはじめた。そちらへと視線をやると、息を切らせて一人の衛兵が中庭に走り込んできた。彼は倒れ込むようにプリシラの前へと跪ひざまずき、王女を見上げて言った。


    「プリシラ様！　それに、客人神まろうどの皆さま！　お伝えしたき議がございます！」


    



    　そして、俺たちはようやく『異世界』に直面する。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「なんじゃ、どうしたというんじゃ」


    　プリシラは駆け込んできた衛兵に向き合うが、ジャージなのでどうも傍はた目めから見ると緊張感がない。


    「ＢＢＱバーベキユーの最中に駆け込んでくるとはよほどのことがあったんじゃろうな。そちもビーフ食う？」


    「は、しかし職務中ゆえ、保存容器に入れていただけますか」


    　一兵士に対しても分け隔へだてなく肉を与える慈愛に溢あふれる王女と、意外と遠慮のない兵士。


    「やってる場合か。緊張感がないのは格好だけにしろ。ビーフはあとだ」


    　自分の国のことだというのに、ゆるゆるの王女だ。


    「あいあい。んじゃ、報告とやらを申すがよい」


    　プリシラが促うながすと、兵士は再びキリリと表情を作った。


    「は。それでは申し上げます。実は先ほど城門の前に不審な男が現れまして」


    　この城の周りには堀があり、堀を越えた先に城下町が広がっている。その城下町は外敵──つまり魔物や他国の軍勢ということだろう──の侵入を防ぐため、四方を石造りの壁が囲んでいる。城外の門前というのは、つまり城下町を囲む壁と外界とを繋つなぐ門の前に、その不審な男が現れたということだろう。


    「不審な魔物でも不審な軍勢でもなく、不審な男、か。ということは一人じゃな？　不審というのはどういう点が不審だったんじゃ？」


    「全裸です。マッパです。パンツは装備しないと意味がないにもかかわらず装備していないのです」


    「ワーオ」


    　プリシラがアメリカ人みたいなリアクションをとった。


    　無理もない、これ以上ない不審っぷり、不審者のキングオブキングス、銭湯とヌーディストビーチ以外のあらゆる国や地域で万国共通の不審者だ。それは異世界でも例外ではないらしい。


    　俺は思わず半笑いになってしまった。


    「魔物どもがおとなしくなったとはいえ、城外には野盗の類たぐいなどもおるからの。その手の連中に襲われた者ではないのか？　いずれにせよ、城門まで辿たどり着いて、武装などもしておらぬのであれば、その者は難民じゃ。ひとまず手厚く保護してやればよい」


    　プリシラはアメリカンリアクションのあとに、そう冷静に告げる。全裸というワードにエキセントリックな人の奇行を思い浮かべてしまったが、なるほど、難民という可能性もあるのか。


    　ただのアホだと思っていたプリシラだったが、なかなかどうして、王女としてのふるまいも堂に入いっている。


    「はい、その者は全裸というだけでなく、非常に衰弱しておりましたゆえ、既に城内で保護してございます。粥かゆと薬湯を与え、今は安静にさせております。むろん、見張りの者はつけておりますが」


    「んむ。じゃが、いつもは妾わらわの裁可など仰がずに、難民と思われる者は一様に保護しておるじゃろ？　今日はなぜそんなことを報告しに来たんじゃ。何か他に不審な点でもあったのかや？」


    「は、実は一つ気がかりな点がありまして、早急にプリシラ様、それと客人神まろうどの方々にもお耳に入れておこうかと」


    「俺たちにも？」


    　俺は思わず綾あやちゃんと顔を見合わせた。そうだ、この兵士は中庭に駆け込んできたときから、プリシラだけでなく俺たちにも伝えたいことがあると言っていた。


    「その男、全裸であったのですが、持ち物が一つだけありまして。それがこちらなのですが」


    　兵士は懐から何やら取り出し、プリシラに差し出した。


    「これは……」


    　プリシラはゆっくりと、それに手をのばした。


    「かの者は、これで股こ間かんを隠しておりました」


    　プリシラはゆっくりと、手を引っ込めた。


    　兵士が差し出したままのそれに目を落とし、


    「──なるほど。要するに、その男……」


    　プリシラは何かを悟ったように頷うなずく。


    　兵士が恭うやうやしくプリシラに差し出したもの。


    　それは、一冊の本──というより、十数枚程度の紙を束たばねて作られた小冊子だ。


    　薄汚れ、表紙には血のようなシミもあり、全体的にボロボロになっている。


    　その裏表紙に記された一文に俺の目は釘付けになった。それは深い考えもなく、けれど確かに俺自身が書き入れた文章だからだ。


    



    　──お家に帰るまでが修学旅行です。


    



    　ボロボロになったその小冊子は、俺が丹精込めて作り上げた、修学旅行のしおりだった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　その部屋は、普段は衛兵のための宿直室だそうだ。部屋の広さ自体は学校の教室ほど。そこに等間隔にベッドが並べられており、そのうちの一つに、男が横たえられていた。部屋の前に見張りの衛兵が立っていたものの、室内では特に拘こう束そくなどをされている様子はない。


    　髪と髭ひげが伸び、頬ほおは痩やせこけ、その全身には無数の生傷が刻まれていた。兵士が気を遣ったのか、股こ間かんにはイチジクの葉っぱが乗せられている。だったらパンツを穿はかせてやれよとは思うのだが、今はそこには触れまい。


    　起きているのか眠っているのか、男は薄眼を開けたまま顔を天井に向けていたが、俺たちが傍かたわらに立ってその顔を覗のぞき込むと、その目にゆっくりと光が戻ってきた。


    　虚こ空くうを彷徨さまよう視線が、やがて俺と綾あやちゃんの間で焦しよう点てんを結ぶ。


    　男の唇くちびるが、ゆっくりと言葉を紡つむぎ始めた。


    「沢さわ木き……？　それに、委員長……？」
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    　男が確かに俺たちの名を呼んだ。もう間違いない。風ふう貌ぼうは随分と変わってしまったが、この男は──この少年は、俺たちのクラスメートだ。


    「……そうだ。俺だよ」


    「そうか……。お前たちもこの世界にやってきていたのか……」


    　髪と髭ひげが伸びている上に、痩やせこけていることで人相が変わっているが、よく見れば確かに面影がある。なにより、綾あやちゃんはともかく、俺は、二年一組の男子は皆、そいつの体にも見覚えがあるのだ。


    「木き村むら！　やっぱりお前、木村なんだな！」


    「ああ……俺は、木村だよ……」


    　そうだ、こいつは俺たち二年一組の至宝、全裸芸の達人・木村だ！


    「尻に花火を挿さして『蛍ほたるの一生 ～Fantastic Summer～』という芸を披ひ露ろうしようとしていたら、手違いでロケット花火を挿してしまい、尻から発射された無数の花火が木造の旧校舎を直撃して大変な騒ぎになったあの木村なんだな！」


    「……今は余計なエピソードを思い出すのはよそう。女子もいることだし」


    　意外とシャイなところも間違いなく木村だ！


    　しかし、今の木村の姿は、裸で昆虫の儚はかなき一生を演じきろうとしていたあの木村とはどこかが違う。伸び放題に伸びた髭や、痩せこけた体のせいもあるだろう。


    　けれど、最も印象が変わったのは、その目だ。


    　神聖なものと邪悪なものをまとめて封じ込めた水晶のようなその目は、俺たちの知る木村と明らかに違っていた。


    　男子三日あわざれば刮かつ目もくして見よ。


    　俺たちが知らない間に、木村はその目でどんなものを見てきたというのだろうか。


    「木村、いったいお前に何があったんだ」


    　俺が問うと、木村は体を横たえたまま、その乾いた唇くちびるをゆっくりと動かした。


    「フッ……新幹線で東京を発ったのは、もう二か月ほど前だろうか。たったそれだけの月日しか経たっていないというのに、何もかも……何もかもがなつかしい……」


    「二か月？」


    　俺たちが木村と別れたのは、あの雷に打たれたのはわずか三日前だ。なのに、木村は二か月前だという。この世界に来た時期に差があるというのだろうか。


    「長い、長い旅だった……。小説の文庫本に換算すると全十二巻くらいの旅だった……」


    「なかなかの人気シリーズだな」


    　木村の目は、どこか遠くを見るようだった。


    　そこに映っているものが、恐怖や後悔だけだとは俺には思えなかった。


    「俺は、お前らには信じられないものを見てきた……。溶岩の沼にすむ、その五体が燃えさかる炎でできた火竜の長おさ……。深き森の奥で、仄ほのかな光こう芒ぼうを身に纏まといながら飛び交う妖よう精せいたち……。黒水晶の宮殿に住む、千年の時を超えてなお生き続ける美しき不死者の王……。オリオン座の近くで燃えた宇宙船……。おととし亡くなった広島のおばあちゃん……」


    「壮大なファンタジーの風景にブレードランナーとおばあちゃんの思い出が混在しているあたり、まだちょっと錯乱しているらしい」


    「ていうか前半もゲームか何かの思い出を語ってるだけじゃないの？」


    「いや、綾あやちゃん。木き村むらは何かにつけて公共の場で裸になりたがる男だが、意味のない嘘うそを吐ついたり、現実と虚構の区別がつかなくなったりするような奴じゃない」


    「現実と虚構の区別がついているのに公共の場で裸になりたがるほうが問題じゃない？」


    「確かにそのとおりだ。この破は廉れん恥ち漢かんめ！」


    　友であるからこそ、俺は彼の破廉恥な行為が許せなかった。俺は怒りに燃えて糾きゆう弾だんした。


    「ふふ……破廉恥漢、か。そう言ってくれるなら、俺の旅も報むくわれたよ……」


    　木村は国語が苦手だった。


    「というか根本的な疑問として、なぜおぬしは裸だったんじゃ？　ぬしらの国ではこういうのもアリな文化なのかや？」


    「ねーよ」


    　しかし、プリシラの言うことももっともだ。いくら木村でも、修学旅行のバスに乗っていたときから全裸だったわけではない。そういう叙述トリックではない。あのときの木村は、しっかりと制服を着用していた。


    「この世界に辿たどり着いた日から数日間、俺は無人の荒野を彷徨さまよっていた。……どこにも人家は見えないし、腹は減るし、喉のどは渇かわくし……。あ、これもうだめだ。死ぬわ。と思った俺は、最後にやりたいことをやって死のうと思った。俺はやけくそになって服をすべて脱ぎ捨て叫んだのだ。『バカヤロー世界！　これが俺だ！　俺は自由だ！　世界よ、これが俺だ！』と……。フフ……人間とは不思議なものでな。裸一貫、生まれたままの姿を世界に晒さらすと、不思議と力が湧いてきて、たちまち生きる希望が湧いてきたんだよ！　あと何か興奮してきたんだよ！」


    「後半ダメじゃろ」


    　その件に関しては、プリシラ王女に全面的に同意する。


    「そうやって、ハイテンションで全裸で荒野を疾走しているうち、俺は偶然にも小さな村を発見した。だが、せっかく人間に会えたというのに、なぜか村人たちが俺を避けるのだ。どこの村、どこの集落を訪れても、俺は色メガネで見られ、ときには石を投げられて追い返されたこともある。いきなり極大魔法とやらで攻撃されたこともある。俺が裸だという、それだけの理由でだ！」


    「こやつ、自分で勝手に難易度をスーパーハードモードに切り替えておいて、難易度が高いと文句言うておるだけではないのか？」


    「確かに、基本的に異世界からやってきた人間には優しい文化なんだもんな」


    　客人神まろうどとわかれば庇ひ護ごしてくれるのだと、紙芝居のときにプリシラが言っていた。


    「フフ……今思えば、何もかもが夢だったようだ。俺は確かにこの身ひとつで、この異世界を生き抜いてきた……」


    「身ひとつすぎだ。せめてパンツは穿はけ」


    「だが、少し疲れたよ。この世界は全裸で生きていくにはあまりにも厳しかった……」


    「現代日本も全裸で生き抜こうとする人にはかなり厳しいぞ」


    「俺は残念ながら、少年の日に憧れたような勇者にはなれなかったらしい……」


    「不死者の王とやらに全裸で対面できた時点で十分勇者じゃろ。不審者の王じゃろ」


    　まあ過程に大いに問題や疑問点は残るものの、木き村むらがこの世界で二か月もの間、大冒険をくぐりぬけ、独力で生き抜いてここまで辿たどり着いてきたことは確からしい。


    　木村は臥ふしたまま、眼球だけを動かし、俺へと視線を向けた。


    「そういや沢さわ木き……お前には礼を言わなきゃな……」


    「水くさいことを言うなよ。俺たちは友達だろう。うちの学校の七不思議の中に『深夜の学校の廊ろう下かを、美術室を抜け出したダビデ像が徘はい徊かいしている』という噂うわさが追加されたとき、その正体が好奇心に衝つき動かされ、全身を白く塗って深夜の校舎を徘徊していたお前だということをクラスの男子一同が黙っていた件について、礼を言う必要なんてないんだよ」


    「ダビデ像って基本全裸よね」


    　綾あやちゃんがつめたーい眼を男子二人に向けてくる。


    「………余計なエピソードその二を思い出すのはよせ。違う、その件ではなく、しおりのことだ……。お前が作った、修学旅行のしおりだよ……」


    　そういえば、木村の唯一の所持品とされていたのが、俺の作ったしおりだった。


    「辛い旅だった……。俺は幾度も絶望しかけた……。いっそのこと、服を着て冒険したほうがいいのではないかとさえ思った……」


    「それはそのとおりだと思うが」


    「だがそのたびに、俺はこの言葉に救われたんだ」


    　木村は衛兵が持ってきたしおりを手にすると、それを引っ繰り返して俺たちの前に掲げた。


    「お家に帰るまでが修学旅行です。フ……そのとおりだ。俺はみんなのもとに帰って、そして必ず、修学旅行をやり遂げるんだ……ってな」


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「この世界を旅して、捜しに行くってのはダメかな」


    　俺はそう切り出した。


    　木き村むらが眠りにつくのを見届けてから、俺と綾あやちゃんはプリシラの部屋に集まっていた。予定どおりトランプで遊ぼうという気持ちも何となく萎なえていたところに、俺は二人に対してそんなことを言った。


    「捜しに行くって……」


    　綾ちゃんもその答えは予測していたはずだが、俺はあらためてそれを口にする。


    「言うまでもないよ。俺たちのクラスメートを」


    　やはり綾ちゃんもそのことに気づいていたのだろう。さほど意外だという顔はしていない。けれど、明るい顔でもない。


    「言ってたことがどこまで本当でどこからが妄想かはわからないし、人相もだいぶ変わっちゃってるけど、少なくともあいつが木村だってことは確かだ」


    「……うん、そうね」


    「そして、あいつが俺たちよりだいぶ先に、この世界に飛ばされてきたらしい、ってことも」


    　綾ちゃんは無言で頷うなずく。彼女は賢かしこいから、俺が言いたいことはとっくに理解しているはずだ。


    「ってことはさ、木村以外にも──この城にやってきた俺たちや木村以外にも、この世界に飛ばされてきたクラスメートがいるかもしれないってことだ。というより、その可能性がとても高い」


    　あのとき落ちた雷が、俺たちがこの世界に飛ばされてきた原因だとして、飛ばされてくる時期も、地方も、一定じゃないとするなら。


    「クラスメート全員が飛ばされてきたとは限らない。でもあと何人か、俺たちと同じようにこちらに来ているやつがいても不思議じゃない。俺たちはたまたまプリシラに保護してもらって、もとの世界に帰る方法も知ることができた。けれど、もしもこの世界のどこかで、何も知らないままの奴がいたら……」


    「次の日につ蝕しよくを逃のがせば、その次は百年後。そいつはもとの世界に戻れん理屈じゃの」


    　それまで黙って俺の話を聞いていたプリシラが、ようやく口を開いた。


    「じゃが……ちゅーことは、この世界のどこかにおるかもしれぬ仲間を、妾わらわの力、つかこの国の兵士や情報網とかを使って捜し出してほしいということかや？」


    「そうしてもらえるとありがたいけど……俺自身で捜しに行きたいってのが本音だ」


    「何じゃと？」


    「いや──。それも方便だな。俺は正直言うと、木村が羨うらやましかったんだ」


    　そう。もちろんクラスメートが心配なのも嘘うそじゃないが、そちらの理由のほうも同じくらい大きな動機になっている。が、プリシラはなぜか若干引いたような表情だった。


    「……ぬしもそういう趣味があるのか」


    「浩こう介すけ……」


    　綾ちゃんまでドン引きのご様子。


    「ち、違う！　そっちじゃない！　全裸そつちじゃなく、旅、冒険の旅のことだ！」


    　俺は自分の名誉にかけて、全力で冒険への憧れを訴えた。


    「子供っぽい憧れと言われればそれまでだけどさ。異世界での大冒険を繰り広げてきたって木き村むらのことが、俺は羨うらやましかったんだよ」


    「冒険のう。簡単に言うが」


    「いやでも、この世界には冒険者的な職業はないのか？　大抵のＲＰＧにはそういう連中がいて、しかも主人公だったりするんだが」


    「そういう職業がないわけではないの」


    「だったら──」


    「じゃがの、冒険者を職業にするっちゅーのは、お前らの世界でいうところのYoutuberで食ってくみたいなもんじゃぞ。小学生が目をキラキラさせながら言うとるならまだしも、いい年こいてそういうこと言うとるやつはレアモンのアレモンじゃぞ。そんな頭のしくみがアドベンチャーなやつに付き合うてられんぞよ」


    「いや、俺らの世界のほうのアレは稀まれに大成功例もあるからね……」


    　一発当たれば伝説の財宝発見するレベルに儲もうかるらしいからね。


    「ま、冒険の旅だけで生計を立てる冒険者っちゅー職業がレアなだけで、この世界にも商人やら巡礼者やら、世界を旅して回る者はおるからの。旅をする者がおらぬわけではないし、仮にぬしがこの世界を旅して回りたいと言うなら、妾わらわは止めん。がしかし、おぬしそんなことできるのかや？」


    　プリシラが言うと、綾あやちゃんも同調する。


    「そうよ。自由時間中に京都の街をうろうろするのとはわけが違うのよ。京都どころか、へたすればアマゾンの奥地やチベットの山奥を旅するよりハードな旅になるかもしれないのよ？　ロマンか何か知らないけど、木村君のことを考えると、異世界に来ていきなりプリシラという庇ひ護ご者しやを得られた私たちは相当に幸運なのよ。それを放り出すっていうの？」


    　女子二人の正論に、俺は返す言葉がなかった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　その日の夜、俺はなかなか寝つけず、ベッドに横になったまま天上を見上げていた。


    　壁に掛けられたランプの仄ほのかな明かりと、窓から降り注ぐ淡い月光が、世界の輪りん郭かくを曖あい昧まいに浮かび上がらせる。


    　闇やみと明かりの間あわいの中に、俺は木村の語った冒険譚たんの断片を描いてゆく。


    　木村が語った冒険の断片が、俺の胸を焦こがしていた。


    　もちろん辛い旅だったのだろう。だが、けして辛いだけではなかったはずだ。


    　冒険。


    　遠い昔になくしたものの名を思いながら、俺はいつの間にか眠りについていた。


    



    　──おい、起きよ。


    　どこか遠くで、そんな声がした。


    　遠く？


    　──起きよと言うに。


    　違う、その声は耳元から聞こえてくる。


    「……っ！」


    　目を開けたらもとの世界に戻っていました。


    　ということをわずかながら想像しなかったわけではなかった。


    　しかし、目を開けたときに広がっていた光景が、やはり自分はまだ異世界にいるのだと、俺にはっきりと告げていた。


    　遥はるか彼方かなたの月から放たれる光が、その少女の横顔を淡く照らし上げていた。こぼれ落ちる金色の髪は黄金を紡つむいだ糸のよう。その姿はどこか官能的でさえあり、同時にけして穢けがしてはならないような神聖さをも感じさせた。


    　目を開けたのに、現実感のない夢が続いているかのようだった。


    　神話を再現した映画のワンシーンのような──。


    「起きよ。ぬしに話がある」


    　声を潜ひそめて、俺の耳元でプリシラは言った。


    　生なま唾つばが喉のどを通ってゆくのがわかった。


    「……でも、ごめん。俺、好きな子いるから……」


    　プリシラは薄く微ほほ笑えんで右手を上げた。風のような速さで、右から左へとその手のひらを振り抜く。


    「あぶっ」


    　俺の頬ほおを張る無慈悲なビンタによって、神話感＆ラブコメ感は瞬時に粉砕された。　


    「あほ、なんで妾わらわが貴様に夜よ這ばいをかけんといかぬのじゃ。調子乗んな」


    「ハイ、スイマセン、勘違いして調子乗りました」


    「委員長に言いつけるぞよ」


    「あっ、それは勘弁してください」


    　言いつつ、俺は体を起こした。


    「というかお前なあ、深夜に男の部屋へ無邪気に入ってくるなっつーの」


    「早くもタメ口に戻すとはナイス根性。その点は心配いらぬ。今ここで妾が大声で叫んだら、マッハで駆けつけてきた衛兵たちによってぬしは串刺しじゃ。いくら客人神まろうどとはいえ、王族の寝所に夜よ這ばうたならただではすまぬからの」


    「ちょ、ちょっと待てよ、俺の寝てる部屋にお前が入ってきたんだろ！」


    　衛兵の皆さん＆隣の部屋の綾あやちゃんに聞こえないように、俺は小声で叫ぶ。


    「この城は妾わらわの城ゆえ、この城にある部屋はすべて妾の部屋じゃ」


    　何という強引なロイヤルロジック。王族ってすごーい。


    「串刺しになりたくなければ声を潜ひそめよ。なに、取って食おうというわけではない」


    　プリシラはベッドの端に腰を下ろした。


    「ま、何となく眠れんでな。妾もさっきの話がちと引っかかっておった」


    　さっきの話、とは言うまでもなく、俺が旅に出たいという話だろう。


    「べつに恩を着せるではないがの、この城での暮らしに不自由はないはずじゃろ。それを放り出してまで旅に行きたい理由というのは何じゃらほい」


    　プリシラは俺の顔を覗のぞき込む。


    　夜だから、二人きりだから、相手が異世界の人間だから。クラスの誰にも言えなくても、プリシラになら言ってみてもいいかもしれないと、俺は思った。


    「お前さ、自分のこと特別な人間だと思ったことあるか？」


    「もち」


    　一切の逡しゆん巡じゆんなく、プリシラは即答した。


    「つか、特別だと思わんほうがどうかしとるじゃろ。妾は生まれながらの王女じゃぞ」


    「まあ、そうだよな」


    「それがどうしたんじゃ」


    「個性も特徴もなくてどこにでもいる量産型のボンクラ──俺のこと、そう言ったろ」


    「そこまでは言うておらぬが、自覚があるのはよいことじゃの」


    　一切のフォローも気遣いもない言い草だったが、今はむしろそれが心ここ地ちよかった。


    「プリシラは将来、王様になるんだろ」


    「まあの」


    　俺は頷うなずいた。


    「俺は高二で、十七だ。それくらいになれば、自分のこれから先、だいたいのことが見えてくる。プリシラほど確定的じゃないにしろな。どの辺の大学に行けるんだろうとか、どんな職業に就つけるんだろうとか。未来が見えるというより、なりそうにない未来が消えていくんだ。明日起こることも明後日あさつて起こることも、大きく予想を外れない。そんな毎日だからこそ、冒険ってやつに憧れることがある。でも憧れるだけだ。憧れて、でも最初の一歩は踏み出してこなかった。これまでは……でも」


    　俺がそこまで言ったところで、はん、とプリシラは笑った。一笑に付すというやつだ。


    「わかったわかった。要するにあれじゃろ？　思春期特有のアレじゃろ？　おぬしがやりたいのは自分探しの旅っちゅーやつじゃろ？　親のスネをガジガジ囓かじりながら本当の自分の価値とやらを確かめにいくんじゃろ？　あほか。A・HO・KA☆。旅に出るだけでスペシャルな何かが見つかったり、冒険するだけでしょーもない奴が特別な奴になれるんじゃったら誰も苦労せんわ。地元で地道にコツコツ積み重ねた者だけが、自分の足で遠くまで行き、スペシャルなものを手にすることができるんじゃよ」


    　プリシラは、俺の顔を至近距離で覗のぞき込みながらそう言った。


    「……くそ、お前って、サクッと核心突いてくるよな」


    「ぬはは。ま、世人も妾わらわには言われとうないじゃろうがの」


    　プリシラはベッドの上に登ると、壁の窓を開けた。


    　心ここ地ちよい風が、窓から吹き込んで、プリシラの横顔とその髪を撫なでた。　


    「妾は妾で思わぬでもないんじゃよ。生まれたときから人の欲しいもんが周りにぜーんぶあって、自分の努力で獲得したものなど何一つない。もし自分が下しも々じもの生まれであったならば、自分は自分自身の力でどれほどのものになれたのであろうか、との」


    　星を見上げたまま続ける。


    「じゃが、そんなもんは富者の傲ごう慢まんな妄もう想そうというものじゃ。実際そうなったらへこたれる自信満々じゃよ。冒険してみたいとか、自分自身の本当の価値を確かめたいとか、んなことは安全と安心に囲まれておるからこそ言えるんじゃ」


    　プリシラは俺のほうに向き直った。


    「ま、なんやかんや言うたが、ぬしが旅に出るのは勝手じゃよ。出ていく者を止めることはせぬ。じゃが、その旅が相応の困難を伴ともなうことはわかっておろうな？」


    「そりゃもちろん。でも、魔王が倒されてから治安はよくなったと言ったろ？」


    「ぬしらの国も豊かで治安はよいという話じゃがの、では沖縄から北海道まで、無一文のまま旅していけるかの？　できたとしても相当辛い旅になるじゃろう」


    「それは……そうだけど、でも……」


    　でも、何だ。プリシラが言うことはすべて正論で、俺は何も言い返せなかった。


    　そんな俺の体をプリシラが肘ひじで突いた。


    「くっく、そんなにあからさまにへこむでない。妾もわざわざおぬしをへこませるためだけに、こんな深夜に忍んできたわけではない。実はの、妾からひとつ提案がある」


    　プリシラは人差し指をピンと立てた。


    「旅に出たいと言うが、そもそも向こうの世界では、ぬしらは旅の途中だったんじゃろ？」


    「旅……？　まあ、旅行っちゃ旅行だけど」


    　プリシラは何か言いたげに、にやりと笑った。


    「ぬしらがこちらに来てより、妾はぬしらの世界のさまざまな文化を学び、それらに大いに感銘を受けた。古いにしえの伝承にもなかった新たなる知見の数々。議会制民主主義、アルフォート、麻マー雀ジヤン、ドラクエ、きのこの山、ニュートン物理学、エブリバーガー、トッポ……」


    「半分くらいチョコ菓子だな」


    「なかでも、最も妾わらわの興味を惹ひいたものがある。それを、妾もしてみたいと強く思う」


    「する……ってことは食い物じゃないんだよな。プレステ４？　ＤＳ３？　それとも脱衣麻雀か」


    「おそらくはもっと楽しく、もっとエキサイティングなものじゃよ」


    「まさか……『蛍の一生』か!?」


    「衛兵！　衛んぐぐ……」


    　俺は慌ててプリシラの口を手で塞ふさぐ。串刺しにされてたまるか。


    「でも、じゃあいったい何なんだ」


    「ぷは……。いいか、妾はぬしが旅に出ることを止めはせぬ。というより、ぬしらは今も旅の途中であるはずじゃぞ」


    「途中？」


    「その旅を続ければよい。妾とともにな。おぬし一人ではできぬ旅でも、妾と、仲間たちとともに行けば何のことはないじゃろ。旅は道連れ、世は情け、じゃよ」


    　そしてプリシラは、異世界の王女様は、その言葉を口にした。


    「この世界で、妾とともに修学旅行の続きをしようぞ！」
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    　　　五章　班行動の仲間を決めよう


    



    「へえ。それならいいんじゃない？」


    　おそるおそる提案してみたが、綾あやちゃんはあっさりと異世界での修学旅行という案を受け容いれてくれた。


    「綾ちゃん、昨日はあんなに反対してただろ」


    「だって、昨日は一人で行くみたいなこと言ってたじゃない？　浩こう介すけが一人で見知らぬ世界の冒険の旅に出たら普通に死ぬと思ったから。でも、プリシラがスポンサーになってくれたうえで、私を含めたみんなで行くなら大丈夫でしょ」


    　あの子は頼りないから一人で夏祭りに行かせると心配だが、しっかり者のお友達と一緒なら行ってもいいわよ、的な扱いだ。


    「つーことで、プリシラ姫のおとも選抜オーディションを開催するぞよ」


    「オーディション……って、全員が行けるわけじゃないのか？」


    「そりゃ一応、妾わらわのポケットマネーで連れてくわけじゃから、一緒にいて楽しいとか、役に立つとか、そういう妾にとってのメリットがないとの」


    「シビアなやつめ」


    「ま、そんなに厳しく選別するつもりはないがの。それに、行きたくない奴を無理に誘ってもしゃーないしの。ちゅーことで今から全員のとこを回って、一人一人面接していこうかの」


    　ということで、プリシラ王女によるおとも選抜オーディションが幕を開けたのであった。


    「というわけでエントリー№１、沢さわ木き浩介君、自己アピールをどうぞ」


    「えっ？」


    「あなたを旅に同行させることで、弊へいプリンセスにはどのようなメリットがあるとお考えですか？」


    「弊プリンセスって何だよ……つーか、俺も？」


    「あったりまえじゃろ。お前はなんで自分がメンバー確定しとるみたいな顔しとるんじゃ？」


    「いや、だって、昨日俺のこと誘ったのはお前だろ？」


    「それはおぬしのアイデアを評価しただけで、おぬしをメンバーに加えると言ったつもりはないんじゃよな。企画の提案者がプロジェクトチームから外されることなどよくあることじゃよ。そもそもこの世界、平凡で何の取り柄もないごくごく一般的な高校生のボクが簡単に居場所を獲得できるほど甘くないんじゃよ。バラエティー番組の雛ひな壇だんを考えてみよ。クイズ番組の解答者席を考えてみよ。すべてを取り仕切る司会者、美男美女、俳優、お笑い芸人、スポーツ選手、ミュージシャン、作家や学者などの文化人、アナウンサー、お色気要員、天然、外国人、子役、大御所、動物──みなそれぞれのキャラと特性を生かして、さまざまな視聴者層の欲求を満たすことで番組をおもしろくしているわけじゃ。お笑い芸人一つとってもさまざま、場のすべてを取り仕切る腕前を持つ司会者、ガンガン斬り込んでボケていって盛り上げる攻撃型もおれば、テレビに不慣れな出演者を巧妙にサポートしつつ司会者へのパスを繋つないで場をスムーズに回す縁の下の力持ち型もおる。流行の一発ネタの爆発力で盛り上げる若手、軽妙なトークで場を回すベテラン、熱湯風呂の前で待機する上うえ島しま、みんな自分の特性を生かしてひとつの番組を作り上げておる」


    「なぜ熱湯風呂の人だけ特定した」


    　異世界にもあの笑いは通じるらしい。


    「逆に言えば、いくら瞬間的におもしろくても、熱湯風呂と上島だけでは二時間番組を保もたせることはできぬ。十分間の爆笑は得られても、残りの一時間五十分、おっさんの入浴姿で視聴者を惹ひきつけることは不可能。つまりパーティーのバランスこそが命なのじゃ。バラエティー番組以外だってそうじゃよ。体力と攻撃力を活かしてガンガン敵陣に斬り込んでいく戦士、回復魔法や補助魔法に優れた僧侶、攻撃魔法で敵を蹴け散ちらす魔法使い、万能型の勇者。みんな揃そろってこそ効率よく安全な冒険ができるというもの」


    「最初からそっちでたとえてくんねーかな」


    「上島と出で川がわと邦ほう正せいのパーティーでは限界あるじゃろ」


    「たとえを戻すな」


    「雛壇の全員が2:50さんだと、単なるバーサーカーの群れじゃろ」


    「それはむしろ見てみたい……」


    　綾あやちゃんが呟つぶやいた。彼女はああいう芸風が大好きなのだ。


    「妾わらわは言うまでもなくプリンセスというキャラ立ちしておる。タメ口系ハーフタレントとしてこのままデラックスとか御ご殿てんに出られるくらいじゃ。女剣士、筋肉、鉄てつちゃん、委員長、ファッションヤンキー、読書家、ギャル、役者、賢者、豚肉。おぬし以外はそれなりにキャラが立っておる。おぬしだけ特徴のないボンクラではないか」


    「ちょっと待て、女剣士や筋肉はまだいい。坂さか上がみが賢者ってのもいいだろう。ファッションヤンキーやギャルはボンクラとどう違うんだよ。豚に至っては食材じゃねーか」


    「というか丸まる山やま君はゲーム脳ではなくそっちを拾うのね……」


    　綾ちゃんが同情するように言う。しかし、ある意味、人間なのに豚呼ばわりされるというのはもの凄い個性ではある。しかも丸山の場合、他人から蔑さげすまれているわけではなく自称である。


    「とにかくじゃな、一人一人の個性というものが大事なんじゃよ。それを何じゃ貴様は。よもや個性的な仲間の隣で『ちげーよ』とか『お前は何を言ってるんだ』とか冷静にツッコミを入れるだけの楽ちんキャラでやっていけばいいや～とか考えとったのではあるまいな？」


    「ち、ちげーよ」


    「じゃあ、おぬしをメンバーに加えることによって、どんなおもしろが生まれるのか、もとい、どんな旅への快適さが提供されるのか、プリシラＰにプレゼンしてくれるかの。おぬし、特技とかあるのかや？」


    　プリシラは上から目線でぐいぐい迫ってくる。


    「特技……こ、こみゅにけーしょん能力ばつぐんです」


    　追い詰められた末、そんな言葉が喉のどから滑り出た。


    「ほー。たまにおるよな、ずうずうしくて面つらの皮が厚いだけじゃのにコミュニケーション能力があるとか自負しとるやつ。初対面の相手にタメ口きくことがコミュニケーション能力であると勘違いしているのではなかろうな？」


    「いやいや、会ったばかりなのに、プリシラさんとボクってもうツーカーじゃないですか」


    「いやべつに。仲良し度でいうと他人以上、豚さん未満じゃぞ」


    　豚さん未満！


    　しかし確かに、いろいろとおもしろゲームを貸してくれる丸まる山やまは、みんなの人気者である。


    「あっ、強しいて言えば、俺は雑学に詳しいぞ」


    「雑学……実にしょうもない感じじゃが、一応続けよ」


    「確かに雑学は、ひとつひとつはつまらない、ゆえに雑学。だが俺はウィキペディアのおよそ十万分の一の雑学をほこると自負している。そこまでいけばすでに膨ぼう大だいな知の体系」


    「ウィキペディアとかいう賢人がどれほどのものかは知らぬが、十万分の一って少なすぎじゃろ？」


    「それはお前がウィキ様の叡えい智ちを知らぬから言えること」


    　俺は必死に力説するが、プリシラＰの反応は鈍い。


    　そんなプリシラＰの反応を見かねたのか、


    「コミュニケーション能力があるかどうかは別として、浩こう介すけって、わりとクラスの誰とでも仲いいのよ。運動部の子も文化部の子も帰宅部の子も、浩介のことが苦手だとか嫌いだって子はいないんじゃないかな」


    　わが幼なじみが最高の助け船を出してくれた。


    「綾あやちゃん……！」


    　さすが幼なじみ。俺のことを実によくわかっている。


    「体育の授業で五人組を作れって言われたら、わりとどのグループでも入れるタイプなのよ。その代わり、二人組を作れって言われたら意外と最後のほうまで残るような」


    「それは言わなくてもいいです……」


    　さすが幼なじみ。俺のことをわかってほしくない部分まで実によくわかっている。


    「でさ、これから旅先で、ひょっとしたら他のクラスメートも旅の仲間に加わるかもしれないでしょ。それだけじゃなくて、行く先々の町や村の人とも交流したりしなきゃならないでしょ。そういうときに、浩介みたく八方美人的な立ち回りのできるヤツが一人くらいいたほうがいいんじゃないかな」


    　全体的にそんなに褒ほめられている気はしないのだが、自分でそれ以上の自己アピールができる気もしない。


    「んー。……まあよかろ。妾わらわもただ意地悪がしたくて言うておっただけじゃ」


    「いじわる！」


    　が、兎とにも角かくにも参加できることが決まった。


    「んじゃそゆことで、おぬしの参加も認めてやろうぞ。あと委員長、ぬしも行くかや？」


    「行くー」


    「はい合格」


    「待てよ！　俺のときと全然違うじゃねーか！　長所とか特技とか聞けよ！」


    「行くー、って言い方がかわいかったので合格」


    　綾あやちゃんと一緒に行けるのは嬉しいものの、なんか釈然としない。


    　まあ、何はともあれそういうわけで、まずは三名の参加が決定した。


    



    　王女プリンセス・プリシラ、参加。


    　ボンクラ修学旅行委員・沢さわ木き浩こう介すけ、参加。


    　クラス委員長・陣じん内ない綾、参加。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　中庭に、鉄くろがねと宗むな像かたの姿があった。


    　二人で談笑していたようだが、四六時中筋肉のことしか考えていないような奴と、四六時中電車のことしか考えていない奴の間に、いったいどんな共通の話題があるというのだろう。


    　とにかく、俺たちは件くだんの話を切り出した。


    「修学旅行の続き？　この異世界で？　ほう……興味深い」


    　宗像は白い歯を見せて笑うと、片手でシャツのボタンを外してゆく。


    　たちまち、こんがりと日に焼けた分厚い胸板が露あらわになる。


    「おぬしは大胸筋を見せびらかしながらでないと会話ができぬのか？　やっぱりそこから喋しやべっておるのか？」


    「そんなことはありません」


    　と、大胸筋が喋った。これは腹話術といっていいのだろうか、唇くちびるを動かさずに大胸筋がビクビクと喋るという、誰も得しない特技を宗像は披ひ露ろうしてくれた。


    「異世界というからには、この世界のどこかには、私のまだ見ぬ筋肉があるかもしれない。それを確かめに行きたいものです。ぜひ参加させていただきたい」


    　宗むな像かたの白い歯がキラリと光った。


    「……まあ、動機と特技は気持ち悪いがＯＫじゃな」


    「宗像には自己アピールは聞かないのか？」


    「既にもう嫌っちゅーほどアピール受けとるじゃろ。肉の圧がもんの凄すごいわ」


    「まあ確かに……」


    　宗像は誇らしげに大胸筋をビクビクさせている。これはプリンセスに対するある種のセクハラではないのか。


    「力持ちはパーティーには必要じゃろうしの。物理的な力っちゅーのは汎はん用よう性があるからの。妾わらわの荷物持ち要員として活躍してもらおうぞ。それにでかいと威い嚇かくにもなるじゃろうしの」


    　プリシラはうんうんと頷うなずきながら宗像の体を見上げる。


    「あとデカブツが一人おると画面に広がりが出るんじゃよな」


    「お前は何視点で言ってんだ」


    　ということで、宗像の参加はあっさり決まった。


    「鉄くろがねは？」


    「そうですね。異世界というからには、この世界のどこかには、私のまだ見ぬローカル線があるかもしれない。それを確かめに行きたいです」


    「……残念だが、それはおそらくないよ」


    　まあ、まだ見知らぬ筋肉というのもないとは思うが。


    「まあでも、正直、俺らの中で一番旅慣れてるのは鉄だと思うんだよな」


    　俺が言うと、鉄は少しばかり恥ずかしそうにはにかむ。


    「そうかもしれませんね。はい。休みのたびに一人旅をしています」


    「ほーん。あんまりそうは見えんがの。妾のイメージで旅人、それも一人旅をやってける者っちゅーたら、タフで屈強な男なんじゃがの」


    　プリシラは鉄をじろじろと見回すが、鉄は照れたように笑うだけだった。


    「ま、人は見かけによらぬということか。よし、一人くらい旅慣れた者も必要であろう。おぬしも合格じゃよ」


    　鉄の旅は全国のローカル線をめぐる電車の旅なので、タフじゃなくても切符が買えれば旅ができる、とは言わないでおいた。　


    



    　ボディービルダー・宗像力つとむ、参加。


    　鉄道マニア・鉄道みち夫お、参加。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　次に俺たちが訪れたのは、丸まる山やまの部屋だった。


    　丸山は部屋でゲームに興じていた。机の上に置かれたノートＰＣを据え置き型のゲーム機に繋つなぎ、ギャルゲーに興じておられた。


    「あれ、つーか、据え置き……？」


    　携帯ゲームならバッテリーが保つ限りはプレイできるだろうが、据え置き型をどうやって。と、その電源コードの先を視線で辿たどっていくと、その端っこを立派な髭ひげを蓄たくわえた鋭い眼光の中年男性が、無言のままで握りしめていた。


    「そこで電源コードの端っこを握っている紳士は……？」


    「おお。妾わらわから紹介しよう。我が国がほこる五大魔術師が一人、雷らい神じんのヴェルギリウス。その二つ名のとおり、雷の魔術では右に出るものがおらぬ。こやつが雷の魔法を使える奴を求めておったのでの」


    　プリシラが紹介すると、ヴェルギリウス氏は電源コードを握りしめたまま、無言で会釈をする。


    　俺は「う」に点々が名前に入ってる人を肉眼で見たのが初めてだった。ちょっと感動。


    「つーか、二つ名まである立派な人を電源供給に使ってるのか」


    「安定した電気を長時間供給できるのはこのおっさんしかいないらしくてよ。スマホとかも充電できるみたいだから、必要だったら頼んどけよ」


    　異世界においてもなんらブレず、大魔術師を電源代わりに黙々とゲームに興じるこの男。しかもギャルゲー。


    　あるいは、精神力の強さだけならクラス一の存在かもしれない。大魔術師ということは差し置いても、知らないおっさんと個室に二人きりでギャルゲーを続けられるその精神力は並なみではない。


    　丸山琢たく郎ろう。肉々しい体に鋼鉄の精神。誇り高き豚の中の豚である。


    「しっかし、修学旅行というのは、こんなに大量の遊具を持ってくるものなのかや？」


    　文机の上から床から、一面に投げ出されたゲーム機やらボードゲームの板やらを見回して、プリシラが言う。


    「さすがにここまで大量に持ってくるヤツはそうそういないだろうけど、アナログゲームは修学旅行の夜の鉄板だし、ゲーム機だって一台くらい持ってくるのは珍しくないはずだ。先生の目を盗んで、旅館のテレビでやるゲームは、普段友達の家に集まってプレイするゲームとは違った格別の味わいがあるんだよ」


    「ほーん」


    　プリシラは感心したように頷うなずく。


    「で、何の用だ。借りたいゲームがあるなら勝手に持っていけ」


    「いや、実はな……ちょっとセーブしてもらっていいか」


    　ゲームのデータをセーブしてもらってから、ヴェルギリウス氏に席を外してもらう。お忍びの旅のことを、家か臣しんに聞かれるわけにはいかないからだ。ヴ氏はさぞ忠臣なのだろう、何も言わず、プリシラに頭を下げて退出していった。王女の命令とあらばバッテリーにもならざるをえないとは、宮仕えは大変である。


    　ともあれ、俺たちは丸まる山やまに旅行の計画を切り出した。


    「異世界修学旅行……？」


    「んむ。べつにおぬしは来なくてもいいのでおもしろいゲームを貸してほしいぞよ」


    　プリシラは最悪な誘い方をした。相手が鋼はがねの心を持つ丸山でなければ泣いていてもおかしくはない。


    「まあ簡単に言うと、この世界で修学旅行の続きをしようぜって話で。こいつの金で」


    　俺たちの誘いに、丸山は静かに首を横に振った。


    「旅の友として、俺のゲームを持っていくのは構わん。だが、俺は辞退させてもらう」


    「ほむ。意外じゃの。ぬしはゲームマニアというやつなんじゃろ？　妾わらわ的にはよくわからんが、この世界はゲームでよく扱われる中世ヨーロッパ風ファンタジー世界というやつによく似ておるんじゃろ。これまで仮想にて楽しんでおった世界にじかに触れることができる。それは願ってもないことなのではないかや？」


    　プリシラの言葉に、丸山は微笑した。侮あなどりでも嘲あざけりでもなく、まだもののわからない幼子の無邪気な疑問に対して大人が向けるような、優しげな微笑だった。


    「異世界の王女よ。あなたはわかってない」


    「ほう？」


    「確かに俺は、何度もこの世界のような場所を冒険してきた。数えきれぬほどの怪物どもをこの手で退しりぞけ、数あま多たの美び姫きの心を我がものとし、山のような秘宝と財貨を手中に収め、無数の世界を救ってきた。だが、それはあくまでも虚きよ構こうの中でのこと。俺は虚構と現実の境を見誤るような愚は犯さぬ！　日本であろうが異世界であろうが、肉の身をもって進まねばならぬ世界に違いはあるまい！　しかるに俺は、現うつつにおいて一切の力を持たぬ指先の王！　ゆえに俺は、この両の足で歩まねばならぬ一切の冒険を拒絶する……ッ！」


    　丸山のその一言一言に、重々しい王者の風格が込められていた。


    「虚構の中の俺は無欠の英雄、だが、現実世界においてこの俺はまぎれもなく一匹の無力な豚にすぎぬ。フフ……翼も牙も持たぬ豚が竜を気取ることほど不様なことがあろうか。蒼そう天てんを見上げ、いずれ飛翔せんとする豚の野心ほど哀しきものがあろうか。泥にまみれ地を這はう豚はけして飛ばず、されどただ土の味と空の深さを知る。それが豚の誇りよ……」


    「むむ……、この気迫、この説得力、偉そうな上から目線の口調、溢あふれ出す豚感、さぞかし名のある勇者に違いあるまい」


    「だからゲームの中ではな。つーか溢れ出す豚感って何だよ。そんな表現、チャーシュー麺を褒ほめるときにしか聞いたことねーよ」


    「ハードボイルドな豚じゃの。つまり焼豚ではなく煮豚じゃの」


    「そのとおりだ」


    　何がそのとおりなのかさっぱりわからないが、丸まる山やまはプリシラに対し、真しん摯しな眼まな差ざしを向けている。優しげで、そして強い決意の込もった視線であった。


    「豚には豚の、家畜には家畜の誇りというものがある。それを家畜でない者に理解してくれとは言わぬ。だが、心の片隅に留めておいてほしいのだ。あなた方が厳しい研けん鑽さんの日々をおくるとき、どこかで無為に時間を浪費している者がいることを、どうか忘れないでほしいのだ。約束された安あん寧ねいの上にあぐらをかき、惰だ眠みんを貪むさぼり、生産性に背を向け、自じ堕だ落らくな生き様を続けることを自らの意志で選んだ誇り高き家畜がいたということを……」


    「おお……くそみたいなことしか言うておらぬのに、何だか立派なことを言うておる気がするぞよ。いずれ支配者になる身として、この話術は身につけたいもんじゃの」


    　何ごとからも学ぼうとするプリシラちゃんの向上心、素敵ですね。


    「とにかく、丸山は信念の男だ。体育の授業も大抵その言い分を押し通して見学する。体育教師さえ退しりぞけるその鋼鉄の意志を覆くつがえすことは、俺たちにはできない」


    「要するに自分は無力だし旅とかめんどくさいから、城の中に引き籠こもってゲームを続けていたいと言ってるわけじゃな」


    「フ……そういうことだ」


    「まあ修学旅行の自由時間に、外出せずに旅館に留まってゲームしてるやつもいるだろうしな。これもまた修学旅行の一つの形だ」


    「わかったぞよ。このプリシラ、貴君の意志を尊重し、その辞退を受け容いれるとともに、王女として約束しよう。誇り高き家畜系男子としてその銅像を建て、汝なんじの名を千年の彼方かなたに語り継ぎ、我が国の健康な男子たちの永遠の反面教師としようぞ！」


    



    　豚王・丸山琢たく郎ろう。不参加。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「異世界……修学旅行？」


    　宝たから田だは不機嫌そうに、その言葉を繰り返した。この世界に来てからずっとイライラし通しのようだが、それはいまだに続いているらしい。


    「んむ。ぬしが妾わらわの旅に役立つ人材であるなら、妾のおこづかいで旅に連れていってやろうと思うての」


    「……なるほど。まあ、私ほどこの世界を旅することに長たけた人材もいないでしょうね」


    　宝たから田だはにやりと口の端はを歪ゆがめた。


    　あれ、意外に乗り気なのだろうか？　と俺が思ったとき。


    「でもその前に、私はあなたに言いたいことがある！」


    　宝田はプリシラを指差して叫んだ。


    「ファンタジーを舐なめるなッ！」


    　その瞬間、俺は学校での宝田のあだ名を思い出した。同じ文芸部の人間から、宝田はこう呼ばれていたのだ。『ハイファンタジー宝田』と。


    　彼女は休み時間にいつも自分の席で一人ファンタジー小説を読みふけっている文学少女である。クラシックな古典ファンタジー小説をこよなく愛し、それだけならいいのだが、その愛深きゆえに自分の趣味から外れたライトファンタジーを深く憎悪するという厄やつ介かいさんであった。彼女はその苛か烈れつなライトファンタジーへの攻撃から『ハイファンタジー宝田』の二つ名で呼ばれる、文芸部四天王の一角でもある。


    　四天王のうち他の三人は二年一組の人間ではないのだが、一応紹介しておくと、『ミステリの断罪人・五ご所しよ川がわ原ら先輩』『ＳＦガーディアン・中なか津つ川がわ君』『文学殺し・大おお石いし先生』の三人である。彼らは「これは本格ミステリの要件を満たしていない」「この描写は科学考証的に間違っている」「商業主義に阿おもねった文学は死んだ」などということを部室に集つどってグチグチ言い合うことによって、文芸部の部員数をガリガリ減らし続けている。


    「部員減らしたらあかんではないか、四天王」


    　四天王に的確なツッコミを入れるプリシラさんだった。


    「マニアが攻撃するのは、自分の趣味に興味がない人ではない。むしろ趣味の範囲がかぶっているからこそ争いが起きるのだ。アイドル、プロレス、アニメ、音楽……どんなジャンルにおいても、マニアの敵は非マニアではない。それは、また別のマニアなのだ……」


    「ほう、そういうものかの」


    　閑かん話わ休きゆう題だい。


    「いや、でも宝田。ファンタジーを舐めるってどういうことだ」


    「考証不足。世界観の設定が雑すぎる」


    　吐き捨てるように、宝田は言う。


    「こうしょう？」


    「そうね、たとえば朝食のメニューのことよ」


    「およ、なんじゃ。嫌いなものがあるなら言うてくれればよかったのに」


    「好き嫌いじゃないわ、存在が許せないのよ！」


    「んむ……？　そこまで嫌いなものがあったのかや？」


    「ジャガイモやトマトが中世ヨーロッパ風の世界にあるのはおかしいでしょうが！」


    　宝田の剣幕に、プリシラが目を点にする。


    「……こやつは何を言うとるんじゃ？」


    　助けを求めるように俺のほうを向くが、俺も正直何を言っているのかわからない。


    「だから、トマトをヨーロッパ人が食べるようになったのは十八世紀、ジャガイモは十九世紀以降なの！　考証が甘いのよ！」


    　つまり宝たから田だの言うことには、ジャガイモやトマトがヨーロッパに伝わったのは近代なので、この中世ヨーロッパ風の世界にそれらの野菜が存在することは許せない、ということらしい。


    「白菜は明治時代に大陸から伝わったので江戸が舞台の時代劇に出てくるのはおかしいとか、レタスは近代に西洋から伝わったっぽいけど実は平安時代からあるとか、そういう話か」


    　俺も、ウィキ様の十万分の一の雑学を披ひ露ろうする。


    「まあ、そういうことよ。それだけじゃないわ、王女、ちょっとそのへんの衛兵さんとメイドさん集めて」


    「ええ……？」


    「早く！」


    「アッ、ハイ」


    　宝田の剣幕に圧おされ、プリシラは部屋から出ると、そのあたりをうろうろしてきた家臣たちを集めてきた。宝田の部屋に、連れてこられた人たちがぎゅう詰めになる。


    「集めたぞよ？」


    「んじゃそこの人から順番に、名前言ってってもらえる」


    　彼らは王女と宝田の顔を不思議そうに見比べていたが、素直に自分の名前を述べていった。


    「メアリー」「ジョン」「ジム」「ロバート」「サリー」「ビッテンフェルト」「エイハブ」「ヴィクトリア」「ターニャ」「ヒロユキ」「ナワンタチャイシップソイ」


    「で、王女の名前がプリシラ」


    「うむ。それがどうかしたのかや？　キラキラネームは一人もおらぬぞよ？」


    「おっかしいでしょうが！　もう名前がぐっちゃぐちゃ！　どこの地域の何時代なんだっつーの！　イギリス？　ドイツ？　フランス？　イタリア？　適当にカタカナの名前並べただけじゃないのよ！　だいたいヒロユキって何なのよ！　舐なめてるの!?」


    「んなこと言われてもの。どの名前も、妾わらわの国では伝統的でごくありふれた名前なんじゃが」


    「ヒロユキっていうのは、僕のお爺じいちゃんの名前がヒロユキなので」


    「何の説明にもなってない！」


    　ヒロユキはしょんぼりと肩を落とした。がんばれ、ヒロユキ。


    　ともあれ、ヒロユキたちは部屋から退出していった。


    「わかった？　とにかく考証が滅茶苦茶なの。他にもあるわ。たとえばこの城の建築様式──」


    「待った待った、ちょい待ち」


    　さすがにプリシラが、宝田の演説にストップをかけた。


    「江戸時代っちゅーのはおぬしらの世界の過去のことじゃろ？　だったら正しい正しくないがあるのはまあわからんでもない。が、おぬしらの世界の中世ヨーロッパっちゅーのと、妾わらわたちのこの世界は関係ないぞよ。これはこれで現実なんじゃよ。これが妾たちのリアルなんじゃよ。これが妾たちの現実リアル……！　なんじゃよ」


    「なぜ二回言った」


    「だいたい根本的なことを言うなら、言葉が通じてる時点でおかしいでしょ！」


    「はーん、お前あれじゃな、スポーツ漫画の世界大会編で他国の選手同士が普通に会話してるのにいちゃもんつけるタイプじゃろ」


    「なんでファンタジー世界の人間が日本の漫画に詳しいのよ！」


    「じゃから古き言い伝えに残っておる。それに昨日タブレット端末で電子コミック読んだ」


    　こいつはこいつで、近代日本の文化に適応しすぎである。


    「ていうか中世風だのヨーロッパ風だの風々言うとるけど、妾から言わせれば、むしろぬしらの世界のヨーロッパとかいう一地域の一時代の文化、生活様式が、妾たちの文化に微妙に似とるというだけのことじゃろ。偶然似ただけのことじゃのに、そっちのほうに似てないのはおかしいとか、そんな当たり屋みたいな言い掛かりつけられても困るぞよ」


    　これに関しては、まあプリシラの言うことのほうがもっともではある。


    「そうだよ宝たから田だ。とりあえずこの世界の現実はこういうことになってんだから、フィクションと混同しちゃいけない」


    「……まあいいわ。中世ヨーロッパとの文化的な相違については、ひとまず矛ほこを収めてあげる」


    「サンキュー」


    　プリシラのそのサンキューのむかつく感じの言い方が、どうやら宝田のハートに火をつけたらしい。


    「でも、言いたいことはまだある！　あなたたちは異世界での冒険というものを舐なめている！」


    　また宝田のエンジンがかかってきた。


    「沢さわ木き、フィクションと混同にするのはよくないと言ったわよね」


    「あ、ああ……」


    「でも、この世界を旅していくということを思いついたとき、あなたのイメージしたものは和製ＲＰＧや和製ファンタジー漫画、ファンタジー小説における冒険の旅ではなかったと言える!?」


    「た、確かにそれはそうだが……」


    「たとえば魔物を剣で華麗に切り裂く自分をイメージしなかったと言える!?」


    「ちょ、ちょっと考えました。だって男の子だもん」


    「フン、空想ならいいわ。でもね、そこの王女が言ったとおり、これはリアルなのよ！　沢木、あんたは道を歩いていて、野良犬にちょっと噛かまれそうになったからって、その犬を殴なぐり殺したりする？」


    「いや、それは……」


    　戸惑う俺に、宝たから田だはぐいぐい迫ってくる。こんなにアグレッシブな宝田を見たのは初めてだ。


    「ドラゴンくらい私たちの現実からかけ離れた生き物なら、むしろ簡単に殺せるかもしれない。でもね、たとえばゴブリンやトロール──あんたたちに人型の生き物を殺害できるっていうの？」


    「殺害って……そんなリアルなこと言われても……」


    「なにを甘っちょろいこと言ってるの！　戦闘ってのは殺し合いなのよ？　魔物とはいえ、血が通い生きている動物の体の中に、大きな刃物を押し込むという行為がどういうことなのか、想像力を働かせてみなさいよ！　肉が裂け、血と脂と臓物が刃にまとわりつく感触が手に伝わってくる……。むせかえるような血の臭い、断末魔の呻うめき声、ひとつの命が目の前でゆっくりと失われてゆく光景……。五感のすべてが、生き物の死をあなたに突き付ける……！　その重みにあんたたち現代日本でぬくぬくと育った高校生が耐えられるとでもいうの!?　そういうリアルなことを考えないで、ファンタジーはやっていけないのよ！　ファンタジーの空想力の翼というのは、あくまでも現実的な骨格の上にこそ広がっていくべきなの！」


    「なるほど。ぬしの言い分はよくわかった」


    　上がり続ける宝田のテンションとは対照的に、プリシラはとても落ち着いた様子だった。


    　プリシラは、優しげな微笑さえ浮かべている。


    「宝田とやら。おぬしのファンタジーとやらへの愛はよくわかった。正直言うて、生まれながらに王統を継ぐ妾わらわにここまで正面切って逆らうてきたのはぬしが初めてじゃ……。じゃがの、正直、今では友情のようなものさえ感じるぞよ……」


    「プリンセス……」


    　張り詰めていた宝田の表情がわずかに緩ゆるんだそのとき。


    「衛兵！　衛兵！　ファンタジー侮ぶ辱じよく罪でこやつを牢ろう獄ごくに！」


    「えっ」


    「リアルというならば、一国の王女の前で、その国のこと、その世界のことをボロクソに言うとどうなるか考えてみよ。王家の人間の気まぐれによってスナック感覚で投獄される。これがおぬしの求めたリアル……甘いファンタジーにはない辛さ、抗あらがいようのない現実というもの」


    「えっ？　えっ？」


    「グッバイ、さらば宿敵ともよ」


    　たちまち現れた二人の屈強な衛兵が、宝田の体を左右の脇から抱かかえ上げ、ずるずると引っ張ってゆく。


    「く、くそっ、不覚ッ……！　離せっ、くそおッ！　この衛兵が身に着けているドイツ式の胸当てと佩はい剣けんの使われていた時代がそれぞれ三百年違うッ！　それにその剣のつくりは戦場剣、宮中の佩はい剣けんとしてはふさわしくない……ッ！　かぶっている兜かぶとの形は紀元前のペルシャっ！　宮中を警護する兵士が兜を着用するのは必ずしも間違いとは言えないが……うわあッ」


    　宝たから田だは最後の抵抗を始めたが、衛兵は眉まゆ一つ動かさず、宝田を引き摺ずっていく。


    「あっ、あっ、そこのテーブルの脚の形状が十九世紀フランスっ！　壁の鏡の装飾が十六世紀イタリアっ！　ぐあっ、インチキっ、考証不足っ！　偽ファンタジー！　くされライトファンタジーッ！　くそっ、今はいったん封印されてやろう！　だがお前たちが適当なファンタジーを繰り返すかぎり、私は何度でも蘇よみがえるぞおぉぉぉぉぉぉぉ………………」


    　ドップラー効果を伴ともなった宝田の断末魔が、しばらく王宮の廊ろう下かにこだましていた。その最後の台詞せりふは、わりとライトファンタジーな感じだった。


    「いやー、なかなか香ばしいキャラじゃった。が、あれは雛ひな壇だんに入れると暴走して場の空気をぶっ壊すタイプじゃの。バランスを重んじるプリシラＰとしては悩みどころじゃ」


    　そのキャラづけまだ生きてたのか。


    「ファンタジー侮ぶ辱じよく罪って何だよ。そんな法律あるのか」


    「さっき作った。立法なう、あんど執行なう。立てば立法、座れば司法、歩く姿は行政行為。それが専制君主たるこの妾わらわじゃぞ。事後立法と裁判キャンセル即執行、これこそ専制国家の君主のみが使える一子相伝の必殺権じゃ」


    「それ超つよいね」
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    「最強不敗の権であるが、邪悪な心を持つものが使えば世に乱を招くため、王統を継つぐ者にのみ伝承されておるのじゃ……」


    「そうなんだ。凄すごいね」


    　とりあえず城内にいるときは、必要以上にプリシラを挑発するはやめておこう、と俺は心に決めた。


    「まあ普通に考えて、旅先で現地の文化を批判しまくるやつと旅行するのは厳しいよな」


    「ついノリで投獄してもうたけど、あれくらい勢いのあるほうが旅の連れとしてはおもしろい気もするんじゃがの。というかあいつと二人で旅に出ようかの。身分が違い、生まれた世界が違い、ファンタジー観も違う。最初はすべてにおいて反目し合っていた少女二人が、旅を通じて友情を深めていくロードムービー的な。そっちのほうがおもしろくないかの？」


    「俺たちがもとの世界に帰ってから、勝手にやってくれ」


    



    　ハイファンタジー宝たから田だ・投獄により参加不能。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「えっと……次は藤ふじ崎さきか」


    「おお、あのめそめそ泣いておったファッションヤンキーじゃの」


    「でもあの様子だと旅とかなあ。あれ以来、基本的に部屋に閉じ籠こもってるんだろ？」


    　ここが異世界ということにかなり参っていたようだし、神経質になっている。旅に誘って同行するとはちょっと考えづらい。誘っても無駄な気がする。


    「あの手のファッションヤンキーは仲間はずれにされると寂しがるから一応声はかけとくべきじゃろうの。ヤンキーは寂しいと死んじゃうんじゃよ？」


    　なぜかプリシラはヤンキーの生態に詳しい。まあ確かに誘わないのもかわいそうだということで、俺たちは藤崎の部屋を訪れた。


    「プリシラちゃんじゃよ。入るぞよ」


    　そう言うなり、ノックもせず、プリシラはいきなりドアを開けた。さすがプリンセス、俺の部屋に来たときもそうだが、自分の城の部屋は自室同様に考えているらしい。


    　ドアを開けると、藤崎はちゃんと部屋にいた。ただし一人ではなかった。


    　藤崎と一緒にいるのは、しかし俺たちクラスメートの誰かでもなかった。


    　藤崎大たい我がはベッドに掛けたメイドさんの膝ひざに頭をうずめ、しくしくと泣いていた。


    「あっ、プリシラ様……！　いえ、あの、これは……！」


    　藤崎より先にメイドさんが俺たちに気づき、激しく狼ろう狽ばいする。


    「な、何だよ沢さわ木き……！　ノックくらいしろよ！」


    　わずかに遅れて藤ふじ崎さきも気づき、慌あわてて膝ひざから頭を上げた。


    「で、何だよ沢さわ木きよォ」


    　藤崎は必要以上に凄すごんでみせるが、メイドさんの膝に顔をうずめてしくしく泣いていた十秒後にヤンキーぶられても遅い。


    「なんでもないよ。お前はそこで新連載『異世界ジゴロ風雲伝 ＴＡＩＧＡ』の連載準備でも始めてればいいよ」


    「おお、チョイ悪高校生藤崎大たい我がは、ひょんなことからＲＰＧ風の異世界へと辿たどり着いてしまう。大我はそこで国を治める女王、女騎士、エルフ、サキュバス、はては世界を脅おびやかさんとする女魔王までも、その魔性の魅力でこましながら異世界を渡り歩いてゆくのであった……」


    「勝手にあらすじっぽいもの考えてんじゃねえ！」


    　それ、けっこうおもしろいのではないか。


    「王女として質問なんじゃが、一連の流れに金銭の授受は発生しておるのかな？」


    「バカ野郎！　フリーだよ、ノーチャージだよ、愛の等価交換だよ！」


    「ん、なら自由にせい」


    「プリシラ王女、膝枕罪や膝枕税の導入を提言いたします」


    「沢木よ、おぬし権力を持たせたらいかんタイプじゃの」


    　うらやましくなんかないが、今ほど一子相伝の必殺権が使えたらと思ったことはない。


    「とりあえずテレサ、ちょいと席を外してくれぬかな。っちゅーかおぬしが頭を乗せられる存在になっておったのか」


    　テレサと呼ばれたメイドさんは、少し顔を赤らめながら、そそくさと部屋の外へ出て行った。


    「修学旅行計画をメイドに知られると、どこでどう情報が漏れてしまうかわからんからの」


    　ということらしい。


    「で、何だよ。俺の心のヒーリングを邪魔するだけの理由があんのかよ」


    　もう既にこいつを誘う気持ちが大幅に削そがれているのだが、ここまで来たら誘わないわけにもいくまい。


    「単刀直入に言うと、この世界で修学旅行の続きをしないかって話なんだけど」


    「修学旅行の続きだァ？　……確認なんだけどよ、それを断ったら、俺ァ城から追い出されたりすんのか？」


    「んにゃ。いったん客として迎えた者でもあるし、客人神まろうどをもてなすのは言い伝えに残る風習でもある。三月先の日につ蝕しよくの日まで、衣食住の心配はいらぬよ」


    　プリシラが言うと、藤崎はほっとしたような表情を見せた。


    「じゃあ行かねーよ、その旅はなーんかヤベー気がする」


    「ヤバい……？　どうしてだ」


    　俺が聞き返すと、藤崎は大きく息を吐いて俺を睨にらみつける。


    「理由はねえよ、勘だよ。だがな、俺の勘は当たるぜ。なんせ、ヤンキーをやってくうえで最も必要な能力ってのは危機察知能力だからよ」


    「ほう、それはどういうことじゃ」


    　プリシラが興味深そうに聞き返す。


    「いいか、ヤンキーってのはな舐なめられたら終わりなんだ」


    「おぬしは既にチュッパチャプスの最新フレーバー並みに舐められておるのでは？」


    　プリシラちゃんの強めな挑発。


    　だが、藤ふじ崎さきはそれをスルーした。なるほど、ヘタに逆らったら投獄されるところを本能的に察して回避したのかもしれない。


    「ともかく、ヤンキーは自分が負けるところ、本当は弱ェってところを周りに見せるわけにはいかねえ。だから、予あらかじめ危険を回避する必要がある。たとえばガチのやべえヤンキーとのいざこざを避けるのは当然のこと、一見フツーの奴に見えて、実はボクシングジムに通ってたり空手の黒帯だったり、そういう奴との揉もめ事も的確に避ける。偉そうにできる相手にしか偉そうにしねえ、勝てる相手としか戦わねえ。生活指導の教師がブチ切れるギリギリのラインを見極めた服装違反。それこそ、中途半端なヤンキーがヤンキーとして生き残っていくための最大のスキルなんだよ」


    「おお……なかなかの小物。妾わらわはこういう小物なりのスキルでうまく立ち回って人生をサバイブするやつ嫌いじゃないぞよ」


    　プリシラは感心したように言う。確かに、藤崎のような別にケンカも強くないわりに態度の大きなヤンキーが、これまで特にボコボコにされたりしないままこのキャラを貫いてこられたのは、その危機察知能力のおかげなのかもしれない。


    「その俺の危機察知能力を全開にするとだ、お前の言う旅はなーんかヤベー感じがする。確かにその大冒険で、すっげー経験とかすっげー財宝とかが手に入るのかもしれねェ。でもな、俺はもう、世界に二つとない宝をこの手に掴つかんじまってるんだよ。新たな宝を求めるなら、それを手放さなきゃならねェ。でもな、沢さわ木き。男が一度に抱きかかえられるものなんて、そうそう多くねえんだよ。男が一度に頭を乗せられる膝ひざなんて、そうそう多くねえんだよ……」


    　膝はともかく、藤崎の態度が間違っているともいえない。徹底的に冒険を回避するというのもまた、一つの人生観ではあるのだろう。


    「じゃあ、藤崎は留守番ってことで頼むよ」


    　藤崎に背を向け、部屋を出ようとしたそのときだった。


    　ドガッ、と何かが目の前のドアに叩たたき付けられるような音が響いた。


    　ドカン、バタン、ドンドン──と、何かが壁を叩くような、何かが暴れているような、そんな音がドアの向こうで響いてくる。


    「な、何だよ、魔物ってやつか!?」


    　へたれの藤ふじ崎さきが早くも怯おびえはじめたが、プリシラは平静を崩さない。


    「魔物。ある意味そうじゃの」


    　扉の向こうから漏れ聞こえる声で、俺も向こう側で暴れるものの正体に気づいていた。


    「あんたタイガ君とどういう関係なの!?」


    「あ、あなたこそ何なのよ！」


    「ちょっと待ってよ、あんたたちもそうなの!?」


    　魔物たちのそんな鳴き声が、ドア越しに聞こえてくる。


    「おー、二つとない宝が三つばかり、部屋の前で争うておるぞよ。やるのー、おぬし。メソメソ泣いておった日からまだ二日ほどしか経っておらぬというに」


    　プリシラはニヤニヤしながら振り返る。


    「こっちの方面には危機察知能力は働かなかったのか。というか冒険心を全開で発揮してんじゃねーかよ」


    「そこはほら、王女サマ！　あんたが仲裁してくれりゃ穏便に……！」


    　縋すがるように言う藤崎を振り返って、プリシラは言う。


    「悪いのー。臣下の恋愛事情に関する妾わらわのスタンスはの、君臨すれども統治せず、なんじゃよ」


    　ドアを開けると、三人のメイドさんが掴つかみ合いをしながら廊ろう下かを転がり回っていたが、俺とプリシラは抜群の危機回避能力でそれをスルーし、次の部屋へと向かうことにした。


    



    　ファッションヤンキー藤崎大たい我が、不参加。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ああ、喜んで同行させてもらおう。願ってもないことだ」


    　和泉いずみ刀とう香かは爽さわやかな表情で言った。


    　安全になったとはいえそこは異世界。どんな危機が降りかかるかもわからない。


    　宝たから田だに指摘されたとおり、自分が格好よく剣を振るう様さまを妄想してはみたものの、俺が今まで振るったことがある武器といえば、wiiウイーコントローラーだけだ。


    　だからこそ、これまで学校一帯の治安をその武力によって守ってきた和泉刀香が同行してくれるというのは、非常に頼りになる。


    「でも意外だな。和泉があっさり異世界での冒険の旅に乗ってくるとは思わなかった。あ、いや、武闘派が同行してくれたほうが安心するのは確かなんだけど」


    　俺が言うと、和泉は微笑したまま頷うなずいた。


    「そうだな、正直異世界がどうとかいうのは、私には興味がない」


    「じゃあどうして」


    　俺が聞くと、和泉いずみは遠い目をして言った。


    「私は幼い頃、引っ込み思案のおとなしくてかわいらしい子供だった」


    「こやつ、ちょいちょい自分を上げてくるの。つーか、それが何の関係あるんじゃ」


    　プリシラの言うことももっともだ。異世界での旅と、和泉の子供時代と関係があるようには思えない。


    「私は同世代の子供たちの輪に入るのが苦手でね。保育園から帰ると家に引き籠こもって、いつも祖母の膝ひざの上でテレビを見ていた。そこで幼い日の私の心を捕らえたのが、祖母の見ていた数々の時代劇の再放送だった。そんな時代劇のヒーローたちに憧れて、私は剣術を習い始めたというわけなのだ」


    　なるほど、悪人を物理攻撃で懲こらしめる和泉のスタイルはそこからきていたというわけか。


    「画面の中で華か麗れいに立ち回るヒーローたち……。暴れん坊のあれ、火ひ付つけ盗とう賊ぞく改あらため方かたのあれ、貨か[image: ]へいを投げるあれ、桜吹雪のあれ、三匹のあれ……。なかでも最も私の心をときめかせたのが、水戸の御老公のあれなのだ……」


    「ああ、あのあれか……」


    　残念ながら本放送は終了してしまったものの、その時代劇を知らない日本人はいない。


    　日本諸国を旅して回る天下の副将軍と、それを支える個性豊かなお付きの者たち。


    　なるほど、シチュエーションとしてはまさにこれからの異世界修学旅行に似ている。


    「一国の王女を守りながらの旅、フフ……何人の代官をこの剣で屠ほふれるのか、心がおどるぞ！」


    「まてまて、妾わらわの国の代官を屠るつもりか」


    「ハハハ、王女よ。あなたは世間というものを知らぬから無理はないが、代官というのはお上の目の届かぬところで悪事を働くものと相場が決まっておるのだ。それを屠るのはお付きの者の使命。屠って屠って屠りまくってくれる」


    　和泉は爽さわやかな顔で屠る屠ると繰り返す。


    「こやつはこやつで現実とフィクションを混同するタイプのようじゃが……」


    　プリシラは俺の耳元に顔を寄せて囁ささやく。


    「悪い奴じゃないんだよ。悪い奴では」


    「……まあ、真ま面じ目めではあるようじゃし、コントロールしだいということかの。荒事に向いた護衛は必要じゃろうし。よし、和泉よ、妾の剣となって同行することを許すぞよ！」


    「喜んで」


    　和泉は恭うやうやしくプリシラの前に跪ひざまずいてみせた。


    　そして、俺のほうへと顔を向け、力強い真っ直すぐな瞳で言った。


    「大丈夫だ沢さわ木き君。さして特筆すべき能力を持たない役立たずにも、うっかり八はち兵べ衛えポジションというものがある」


    「くっ、悪気がなさそうなだけに余計にむかつくが武道に長たけた人間には言い返しづらい……」


    「へたれめ」


    　プリシラが蔑さげすむような顔で言った。


    



    　剣客・和泉いずみ刀とう香か、参加。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　仲村渠なかんだかりと川かわ中なか島じまは、大浴場を出たところの休憩室で、ホカホカ湯気を立てていた。


    　真っ昼間からひとっ風ぷ呂ろ浴びてきたばかりらしい。


    「おーす、じゅりりん」


    「うーす」


    　プリシラが気き易やすく呼び、仲村渠も砕けた返事を返す。ガールズトークを通して仲良くなっていたらしい。


    「お。役者も一緒かや」


    「あい」


    　仲村渠の横で、川中島もプリシラに会釈をする。二人とも風呂上がりのジャージ姿である。キャラは全然違うようなのに、仲村渠と川中島はなぜかウマが合うらしく、もとの世界でも仲良くしていた。宗むな像かたと鉄くろがねにしろ、互いの趣味にまったく共通点がないからこそ仲違いをしないということなのかもしれない。


    「いや～、あたし正直異世界とかファンタジーとか何言ってんのかビタイチわかんないんだけど、温泉と岩盤浴と美お味いしいものが揃そろってっからもうどうでもいいわ。ここの子になる」


    「ここの子になるのも構わんのじゃが、キミたち、この広い世界に羽ばたいてみんかの？」


    「は？　何それ、スカウト？」


    　俺はプリシラに代わって、異世界修学旅行の計画を説明した。


    「あー。ん、べつにいいやー」


    　大して熟考もせず、仲村渠はそう応えた。


    「正直このお城が快適すぎってのもあるし、旅って歩きでしょ？　あたしあんまり歩いてあちこち行くの好きじゃないしさ。べつにあれでしょ、もとの世界に帰れること自体は帰れんでしょ？　だったらその日までここでふやけてたいわー」


    「でもプリシラ、班の中に話し相手がいないと困るしぃ」


    　プリシラがリアルな修学旅行生の悩みみたいなことを言い出した。


    「プリっちならダイジョブだって。沢さわ木きだって実際に話してみたらそんなにキモくないから」


    「おい」


    「そういや沢木さァ、木き村むらっちもこっち来てたんしょ？　マッパで。うける。あれ連れてきゃいいじゃん」


    　どうやら仲村渠なかんだかりたちも木き村むらの帰還については耳にしていたらしい。


    「裸すぎる勇者は置いていくぞよ。かなり衰弱しておったし、裸のやつと一緒に旅をして難易度を上げたくないゆえな」


    　本音は後半なのだろう。木村は友人ではあるものの、旅の難易度を強制的にスーパーハードにされるのはごめんなので、今回はご遠慮願いたい。


    「あとさ、ひょっとしたら木村みたいに、この城に辿たどり着いてくるクラスメートが他にもいるかもしんないんしょ？　だったらまあ、事情がわかってる誰かが残って、お城の人との間を繋つないであげたほうがいいと思うんだよね。でしょ？」


    　確かに、情緒不安定かつ城の中に女性関係の火種をせっせとこしらえているファッションヤンキー藤ふじ崎さきや、大魔術師を電源として悪びれず泰たい然ぜんとしている孤高のゲーマー丸まる山やま、ファンタジーディスりっ子宝たから田だ、裸んぼう将軍木村の四人だけを城に置いていくのは些いささか不安である。この四人の動向いかんによっては、乱のきっかけになってもおかしくない。クラスの誰かが辿り着いた場合ということを考えてもそうだし、プリシラ不在のときに城の人間とトラブルが起こったとき、まともなコミュニケーションを取って円満にことを解決できる人間がいないとまずい。そういうことを考えると、仲村渠樹じゆ璃り愛あは最も適役といえた。


    「確かに妾わらわもガールズトークして思ったんじゃが、じゅりりん、すげーいいやつじゃよ。人間的に問題のあるやつが多いお主らの中では一番まともなやつじゃの」


    「お前に言われたくねーよ」


    　まあ、仲村渠本来の人格に加えて、ヤンキー気質のプリンセスとギャルという相性のよさもあるのだろう。


    「じゃあ、川かわ中なか島じまはどうする？」


    　俺は仲村渠の隣にちょこんと座っている川中島に聞いてみた。


    　演技の天才・川中島真ま弓ゆみ。演技力というのが旅に役立つスキルなのかどうかは未知数だが。


    「んー。ジュリアが行かないんなら、あたしもべつにいいや。旅とかより、ダラーっとしてるほうが好きだし、ジュリアも女子一人だけだとさびしーだろうし」


    　そういう川中島の頭を仲村渠は抱きかかえ、乱暴に撫なで回す。


    「お前は本当にかわゆいのう」


    「にへへ～」


    　川中島はされるままになっている。厳密にいうと女子は他にも宝田がいるのだが、投獄されているし、正直、仲村渠と相性がよさそうとはとても思えない。


    「じゃあ女子は名字三文字チームで俺たちのあとを守ってくれ」


    「おっけ、お土産みやげよろしく」


    　ということで、仲村渠と川中島の二人は城に残ることとなった。


    「ときに川かわ中なか島じまとやら、ぬしが城に残るというのであれば、あとでちょっと内密に頼みたいことがあるんじゃが」


    　プリシラは川中島を見下ろしながら言う。


    　絵面だけ切り取れば、小学生をカツアゲしているヤンキー中学生みたいだ。


    「んー、なにー？」


    　見上げる川中島に、プリシラは言った。


    「なに、ちょいと女のコ同士の内緒話じゃよ」


    



    　役者・川中島真ま弓ゆみ、不参加。


    　読モ・仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ、不参加。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　最後は、坂さか上がみ雪ゆき乃のの部屋だった。


    「本音を言えば、妾わらわは坂上先生に同行してもらいたいんじゃよ」


    　坂上「先生」とプリシラは言った。俺や丸まる山やまなんかはプリシラとただ遊んでいるだけだし、仲村渠とはくっちゃべっているだけらしい。和泉いずみの剣術や宗むな像かたの筋トレは早々にギブアップしたという。だが坂上の授業だけは、プリシラは継続して受け続けていたらしい。


    「ぬしらは時期が来ればもとの世界に帰ってしまう。であれば、それまでにぬしらの世界のことを少しでも学んでおきたいのじゃ。それには、妾の教師として坂上先生に同行してもらうのが一番よいんじゃが」


    「そうか。でも坂上は……どうだろうな」


    「なんじゃ、ぬしらの誰かと仲が悪かったりするのかや？」


    「そういうんじゃないけど。ただ、あんまりクラス全員で何かをやるとか、そういうのは苦手っぽい奴だから」


    「ふむ」


    　俺たちの誰かが坂上と仲が悪いわけではない。けれど、坂上と仲がいい奴というのも、俺にはまったく見当がつかない。あの宝たから田だですら、文芸部の仲間とはそれなりに仲良くしているらしい。なのに坂上雪乃という少女に関してだけは、その交友関係の噂うわさがまったく聞こえてこない。まるでそこが真空地帯であるかのように、彼女はただ孤高の存在であり続けていた。


    　別に誰も坂上を嫌ってはいないのだが、プリシラの城に滞在している今とは違って、一緒に旅行するとなると、同じ空間で長く過ごすことになる。そうなると、辛いのはむしろ坂上なのではないかという思いがあった。


    　まもなく、俺たちは坂上の部屋の前に立った。


    「坂さか上がみ先生、妾わらわじゃよ、プリシラちゃんじゃよ」


    　さすがに女子の部屋をいきなり開けるということはせず、コンコンと強めにノックする。


    　ややあって、内側からドアが開いた。


    「プリシラ王女……それに、沢さわ木き君……」


    「坂上、ちょっと話があるんだけど、いいかな」


    「あ……はい、どうぞ……」


    　坂上は俺とプリシラを部屋へと招き入れた。とはいえ、椅い子すはひとつしかないので、坂上がベッドに、プリシラが椅子に座り、俺は立ったままで話をすることになる。


    「え……旅……ですか」


    　俺が話を切り出したが、予想どおり、坂上の反応は芳かんばしくなかった。


    「それは、その……えっと……」


    　しどろもどろに言葉を濁にごす坂上を見ていられなかったので、俺は何気なく、部屋の文机の上に目をやった。そのときだった。


    「──」


    　そこにあったものを目にしたとき、言いようのない生理的な嫌悪感が腹の中に生まれた。


    　それは、この世界にあってはならないものだった。あるはずのないものだった。


    　──どうして、自分は今の今までそのことに気づかなかったのか。


    　プリシラの部屋で坂上の話を聞いたときに気づいてもよかったのに。あれがこの世界にあることの違和感に気づいてもよかったはずなのに。


    　俺たちは修学旅行の最中にこの世界へと飛ばされたのだ。だから、ゲーム機もいい、木刀もいい、お菓子もいい。けれど、それは、それだけはあってはならないものだった。


    　坂上の文机の上には、教科書が一式並べられていた。


    　どこの世界に、修学旅行の荷物に学校の教科書を入れる高校生がいるというのだ。英数国理社、さすがに体育や家庭科の教科書はなかったが、一般的な受験科目の全教科のものが一通り揃そろっていた。


    「おかしい、ですよね。そんなの持って修学旅行に来るなんて」


    　俺がそれを見て絶句しているのに気づいたらしい。並んだ教科書に視線を向けながら、自じ嘲ちよう的な表情で坂上が言った。


    　俺は、何も言えなかった。


    　異世界での修学旅行を否こばむのはわかる。でも坂上雪ゆき乃のは、異世界に来る前から、修学旅行なんてものに価値を感じてはいなかったのだ。俺は修学旅行が楽しみでない高校生がいるなんてこと、考えてもいなかった。


    「それに、あの……私が行ったら……迷惑じゃ……」


    「そう思うのかや？」


    「だって……私は……体力もないですし、それに、皆さんも……」


    「ん、そうかの。妾わらわも無理には誘わんが」


    「……はい」


    　プリシラも、坂さか上がみの参加を希望するものの、無理に連れていこうという気はないらしい。


    　心の中にもやもやとしたものをかかえながら、しかしそういう奴もいるのだと自分に言い聞かせ、やるせない気分で再び教科書の列に目をやったとき。


    　俺は、もう一つのものにも気づいた。


    　文机の上に並べられた教科書の中に、一冊だけ教科書ではないものが交じっていた。日本史の教科書と生物の教科書の間に挟まったそれは──。他の教科書と同じく、付ふ箋せんや折り目のあとが見て取れる、かなり読み込まれたと思われるそれは、俺の作った修学旅行のしおりだった。


    「んじゃ沢さわ木き、行くかの。坂上先生、邪魔したの」


    「いや、プリシラ、ちょっと──」


    　俺はプリシラを引き留めようとしたが、その先の言葉が出なかった。


    　ひょっとしたら、坂上は待ってるんじゃないか。お前が無理矢理にでも、旅に引っ張りだしてくれることを待ってるんじゃないか。ひょっとしたら、もとの世界でだってそうだったんじゃないのか。誰かが自分を誘ってくれるのを、教科書に向かいながらずっと待ってたんじゃないのか。


    　そんな思いが胸の内を渦巻くが、言うべき言葉が喉のどから出てこない。


    　それを言うことが正しいのかどうか、俺にはわからなかった。


    「あ……」


    　坂上は手をのばしかけて、しかし、そっとそれを下ろした。プリシラはそれに気づいていたろうに、何も言わない。ドアの前で足を止め、振り返らずに言った。


    「坂上先生。妾はの、人に命令することに慣れておる。王女じゃからの」


    　プリシラにしては珍しく、感情の読み取れない平坦な声だった。


    「王女が臣下に対して、やりたければやっていいしやらなければやらなくていいんだよ、キミの自由意志を尊重するよ、みたいなことは言えんからの。それに、命令されるっちゅーのもそれはそれで楽なところはあるじゃろう」


    　坂上は戸惑ったような表情で、ただそれを聞いている。


    「ごく短い間じゃったが、妾は坂上先生好きじゃよ。今までの、どの家庭教師よりの」


    　プリシラの言葉を黙って聞きながら、坂上は唇くちびるを噛かみしめた。


    「勉強を教えろっちゅーのは、まあ、命令じゃよな。じゃが妾は、修学旅行に友達を誘うのに命令はしたくない。家臣と旅がしたいわけではないからの」


    「友達……」


    　坂上は、小さくその言葉を繰り返す。


    　プリシラは首だけで振り返り、言った。　


    「最後にもっぺんだけ聞くぞよ。王女としてではなく、プリシラとして聞く。雪ゆき乃の、妾わらわと旅に行かぬか？」


    　プリシラは、坂さか上がみを名前で呼んだ。たぶんそれは、クラスの誰もがしたことのないことだ。


    「あ……」


    　坂上は、手のひらを強く握りしめた。


    「あの……」


    　沈黙を、空気の塊かたまりを飲み込んで、坂上は一歩を踏み出した。


    「──私も、行きたいですっ！　私も修学旅行に連れて行ってください！」


    　そうして坂上雪乃は、自分の世界をひとつ超えた。


    



    　優等生・坂上雪乃、参加。


    



    「では、メンバーが決まったの。妾プリシラと、沢さわ木き、陣じん内ない、坂上、宗むな像かた、和泉いずみ、鉄くろがね、以上七名。各自旅のための荷物をまとめよ。明朝、異世界修学旅行に出発するぞよ！」
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    　　　六章　自分の足で現地を歩いてみよう


    



    　いよいよ旅のメンバーも決定し、俺たちは旅の準備を始めた。


    　もともと修学旅行中だったのだから、着替えや歯ブラシなどの用意はあるものの、さすがにそれだけでは心こころ許もとない。


    　というわけで、プリシラ直じき々じきにこの国の宝物庫を案内してもらいながら、旅立つためのアイテムを持っていこうということになっていた。


    「ここが国中の秘宝を収集した場所、その名も秘宝館じゃ」


    「……その建物の名前は変えたほうがいいと思うぞ」


    「なぜじゃ？」


    「いや……」


    　どうも、温泉地によくあるエロスの館をイメージしてしまう。


    「まあ秘宝を蔵した館っちゅーても、実質王家の物置じゃからの。国宝からガラクタまでテキトーに詰め込んでおる場所じゃよ」


    　とはいえ、ぱっと見ただけでも、ちょっとした体育館くらいの大きさがある建物だった。


    　プリシラが鍵かぎを開け、両開きの扉を押し開けると、ほこり臭くさい空気が鼻をついた。


    「んじゃ、アイテム取り放題じゃ！」


    　その表情には既に陰はなく、プリシラは跳ねるように秘宝館の中へと入っていった。


    　俺たちもぞろぞろと、そのあとに続く。


    　もうちょっと博物館のようなものをイメージしていたが、プリシラの言うとおり、中は倉庫さながらだった。スーパーのバックヤードのように、大きな棚が一面に並べられ、棚と棚の間が通路になっている。


    「なんかマジックアイテムっぽいやつはないのか」


    　この世界に来てから、まだ魔法らしきものは充電器の人しか見ていない。せっかく異世界に来たのなら、俺たちの世界にないものを見てみたかった。


    「マジックアイテム……んじゃ、これなんかどうじゃ」


    　プリシラは足を止めると、棚の上から水晶玉のようなものを取り出し、俺に手渡してくる。


    「これは……水晶玉か？」


    　黒みがかった水晶球の中に、黒々としたもやのようなものが見える。しかもどういう仕組みか、そのもやはうねうねと動き続けている。


    「これは王家に伝わる七つの神器がひとつ、『死にそうで死なない、ちょっと死ぬ禁きん呪じゆ』を封じ込めた黒水晶じゃよ。扱いに気をつけよ、割ったら周りにおる者が三割くらいの確率で死ぬゆえな」


    「ちょ……っ！」


    　そんな具だくさんのラー油みたいなもので死んでたまるか。俺はぶるぶる震ふるえる手で、黒水晶をそっと棚に戻した。


    「ああいう禍まが々まがしいやつじゃなくて、もっと楽しい感じのマジックアイテムはないのか」


    「んー。じゃあこういうのはどうかの」


    　別の棚から、プリシラは一本の棒を引っ張りだしてきた。


    「これも王家に伝わる七つの神器がうちの一つ、『うつしみの杖つえ』じゃよ」


    　棒、というより杖らしい。


    「ほう。それはどういうひみつアイテムなんだ？」


    「この杖を握って誰かの頭をコツンと叩たたくと、叩かれた者は叩いた者とそっくりの姿に変じるというアイテムじゃ。ま、王族のためのお手軽影武者製造マシーンじゃの」


    「せっかくの魔法アイテムなんだからマシーン言うな。それ、俺らでも使えんの？」


    「うむ。可能じゃよ。でもお前はなんか工夫してエロいことに使いそうだから貸してやらぬ」


    　プリシラは杖を胸元にかかえながら、冷たい視線を俺に向けた。


    　確かに「エロいことに使えるじゃん！」って思ったけども。


    「こっちの草は何？　ほうれん草？」


    　綾あやちゃんが棚に並んだ、瓶びん詰づめの草を指差した。


    「おー、それは薬草じゃよ」


    「これがあの『やくそう』か！」


    　俺は感動とともに、その瓶を手に取った。


    「一番右の瓶に入っとるのがノーマルな薬草。んで順に薬草ゴールド、薬草スーパー、薬草ロイヤル、薬草ロイヤルデラックス。……と、豪華なほど効能があるんじゃよ」


    「ユンケルかよ」


    「薬草ロイヤルデラックスなら、腕が一本千ち切ぎれたくらいならくっつくくらいの効能があるんじゃよ」


    「薬草って塗るのか食うのかどっちなんだろうってずっと思ってたんだが、これはどっちなんだ？」


    「基本的には食うんじゃよ。んでも別に鼻に詰めようが尻に詰めようが回復はするぞよ」


    「わざわざ尻に詰める意味が……まあ俺らの世界も座薬とかあるけど」


    　ともあれ、回復アイテムはあって困ることもないだろう。俺は旅行鞄かばんに薬草ロイヤルデラックスを詰めていく。どうせ他人の持ち物なら、一番高価なやつを持っていこう。


    「武器や防具はいらぬのか？」


    　棚に置いてある、やたらとトゲのついた鉄球を撫なでながらプリシラが言った。


    「うーん。正直、武器や防具は装備しても意味がない気がするんだよな」


    　武器や防具は基本的に重い。宝物庫に陳列されていた伝説の武具を手に取ってみたものの、いくら伝説とはいえそこはずっしりとした重さがあって、文化系高校生の手には余りそうだ。


    「でも、宗むな像かたならこの鎧よろいとか、普通に装備できるのではないかの？」


    　プリシラは巨大な鎧を指差すが、宗像は白い歯を見せながら首を横に振る。


    「フフ……筋肉を見せびらかせなくなる装備など言ごん語ご道どう断だん」


    　という価値観も、世の中にはあるらしい。　


    　それに、俺たちはこれから旅に出るのだ。剣道の防具一式を装備しての高たか尾お山さんハイキングを想像すると、極力軽装のほうがよさそうだ。


    「まあ、そのほうが賢明かもしれない。生なま兵びよう法ほうは怪け我がの元というが、それは武具も同じこと。何も持たなければすぐさま逃げるという選択肢を選べるが、へたに武器を持っていると戦いたくなってしまうものだ」


    　さすがは武術家の和泉いずみ。それはなかなか説得力がある。


    「ふむ。しかし、和泉よ、ぬしは剣客なのじゃろ？　腕に覚えがある者がよい武器を持つには意味があろう。鎧とは言わぬまでも、剣くらいは持っていったらどうじゃ」


    「せっかくの申し出だが、私はこれでいい」


    　和泉は腰の木刀に手をやった。


    「見たところ、並んでいる刀剣はすべて両刃の剣か、細身の刺突剣だ。私の学ぶ日本剣術は片刃の理ことわりゆえ、合わない。慣れぬ武器を扱うことはむしろ己おのれの身を斬りかねない」


    「なるほどのー。それはそれで道理じゃの。しかし、武器も防具もいらんのか。ご先祖様伝来の秘宝ばっかなんじゃがの、意外と使い途みちないのかのう」


    　手に取った伝説の剣らしきものを傘立てのような容器に戻しながら、プリシラは嘆なげく。


    「そういやプリシラ、この国を建国したご先祖様ってのはどんな人だったんだ？」


    「んん？　ぬしらにはその話をしたじゃろ？」


    　プリシラは大きく首を傾かしげた。


    「え？　知らないぞ。誰かに話したのかもしんないけど、少なくとも俺はまだ聞いてない」


    「いやいや、確かに話して聞かせたじゃろ」


    　プリシラは強弁するが、俺にはとんとそんな記憶はない。


    「ほれ、あの紙芝居じゃよ。記録に残る最古の客人神まろうど──のちに勇者と呼ばれる少年とともに旅をして世界を救ったマイルドヤンキーとチーママこそが、我が国の国祖にして妾わらわのご先祖様じゃよ」


    「……お前がそこはかとなく放つヤンキー臭はご先祖様ゆずりか」


    「腐プ裏リ志シ羅ラ夜よ露ろ死し苦く」


    　プリシラはヤンキー座りで言ってのけた。その文化はどこから学んだのやら。


    「ん、この湯飲みみたいなものは？」


    　俺は棚の上に置かれたものを指差した。


    「おお。それも七つの神器のひとつでの、『聖杯』という。それも例の伝説の中に登場したアイテムじゃよ」


    「いかにも伝説のアイテムっぽい名前だが、そんな杯に関する描写あったか？　酒場で仲間を集めたって話はあったけど、その酒場で勇者が酒を飲んだとか？」


    「うんにゃ。それは職務質問のくだりのとき、勇者の尿を採取したとされるカップじゃよ。国宝じゃから手を触れぬように」


    「……触んねーよ」


    　しかし、となると、薬草以外はとくに持っていくべきものもないか。


    「まあ、身も蓋ふたもない話じゃが、金や貴金属さえ持っていけば出先で何ともなるであろ。妾わらわのおこづかいさえ持っていけばの」


    「ホント身も蓋もねーな」


    　強くてニューゲームとはいかないまでも、所持金マックスでのニューゲームというわけだ。


    「じゃ、これで旅立つ準備は完了だな」


    　秘宝館を出て、新鮮な空気を吸いながら俺は言った。


    「あほ、肝かん心じんなものを忘れておる」


    「肝心なもの？」


    「忘れるでないぞ。これはあくまでも、修学旅行なんじゃからな！」


    　秘宝館の鍵を閉めながら、プリシラは言う。


    「携帯ゲームやタブレットの類たぐいは充電できる者がおらぬから諦あきらめるとして、トランプ等のパーティーゲームと、おやつの類いは持てるだけ装備に詰め込まねばならぬ。おやつを！」


    　武器や防具の代わりに、目一杯のおやつ。


    　まるで修学旅行というより小学生の遠足だが、まあ、それも悪くない。


    　今夜荷造りをしたら、いよいよ明日、異世界修学旅行に出発だ！


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「今までお世話になりました」


    　城門の前で、俺たち一同は頭を下げた。だが一同の中に、プリシラの姿はない。


    　頭を上げた先に、中年の男に羽は交がいじめにされたプリシラの姿があった。すわ王女の危機、ではない。その中年男性は、この国の大臣であるという。


    「でもでも、妾も行きたいんじゃよ、一緒に行くって約束したんじゃよ……！」


    「なりません」


    　男が、プリシラの背後から冷たく言う。


    「いやじゃいやじゃいやじゃ！　妾わらわも修学旅行に行～く～！」


    　羽は交がいじめにされたまま、手足をジタバタさせてプリシラは暴れる。


    　この前日のことだった。


    　プリシラはせっせと旅のための荷造りをしているところを、どうも様子がおかしいと察したメイドに見つかってしまい、そのメイドが大臣へと知らせてしまったのだ。その旅支度から、プリシラが俺たちの旅に同行しようとしていることがすぐにバレてしまい、プリシラは大臣に身柄を拘こう束そくされてしまったのだ。


    　いくら次期女王とはいえ、今のところの国家元首はプリシラの父である。その父王からプリシラのお目付役として任命されている大臣のほうが、命令を発する序列としては上らしい。これまではたびたびプリシラの命令に忠実に従ってきた衛兵たちも、今日ばかりはプリシラを逃がさないように見張る役となっている。


    「みんなが行けるのに、なんで妾だけダメなんじゃ～ッ！」


    「異世界よそは異世界よそ、うちはうち」


    　大臣が冷たく言い放つ。


    「このあほ大臣！　妾は王女じゃぞ！」


    「左様。あなた様はいずれこの国の元首となられる方であらせられるのですよ。いくら魔王が斃たおれたからとはいえ──であればこそ、一層気を引きしめ、次期国王となるプリシラ様が先頭に立ってこの国を導いていってもらわねば困るのです」


    「……」


    「客人神まろうどの方々の知見を取り入れるのは大いにけっこう。しかし、それはあくまで国事の合間にしていただかねば困ります。魔物たちの脅威がなくなった今であるからこそ、そのせいで滞っていたさまざまなことが一気に進められるのです。土木事業、農業改革、税制改革、新たな人材の育成と登用、周辺諸国との国交、やるべきことは山積みなのです。そんな折りに、いつまでかかるかわからぬ旅など言ごん語ご道どう断だん。国王様と王妃様よりあなた様のお目付役を仰おおせつかっている私の目の黒いうちは、気ままな旅など許すことはできないのです。客人神まろうどさまたちのお見送りを許したことを温情であると思っていただきたいものですな。おわかりいただけましたか？」


    「……い～や～じゃ～！　わからんわからんわからん！　これは二度とやってこない青春の日々なんじゃ～！　かわいいプリンセスには旅をさせよ～！　妾も行くったら行くったら行……！　むぐんぐぐぐ！」


    　なおも駄々をこねるプリシラの口の中に、大臣がアルフォートを五枚まとめてねじ込んだ。王女相手にこの大胆なふるまい、この大臣もなかなか大したタマだ。


    「そういうわけなんで、皆さん、さっさと行っちゃってください。あなた方がいつまでもそこにいると、プリシラ様の癇かん癪しやくも収まりません。ああ、プリシラ様が準備されていた旅費などはお持ちになって、ご自由にお使いください。異世界よりの客人神まろうどに対する礼は私も弁わきまえておりますゆえ」


    「は、はあ……、でも……」


    　涙目のプリシラと目が合ってしまった。さすがに気まずくなって、俺は目をそらした。


    「別にお土産みやげとか気を遣わなくていいんですけど、まああえて言うなら私は干ひ物ものとか好きですね。あと地酒とかね。地酒と干物、いいですね。そんなに荷物にもなりませんしね。はいはい、プリシラ様、そんなに暴れたらいい形の頭ず蓋がい骨こつが歪ゆがみますよ」


    　大臣はプリシラにヘッドロックを掛けて動きを封じたまま、体ごとずるずると引き摺ずって城の中へ戻っていってしまった。なかなかアグレッシブな宰相である。


    　涙目のプリシラはそのまま城内へと引き摺り込まれてゆき、プリシラを内側へ吸い込むとともに、城門が重々しく鎖とざされてしまった。


    「プリシラ姫……」


    　坂さか上がみは心配そうに、鎖された城門を見やっている。やがて、決意したように言った。


    「あの……私、お城に戻ります」


    「え、どうして」


    「だって、そもそも私はプリシラ王女の家庭教師として旅に同行するということでしたから……。だから、私もお城に残って、せめて一緒にお勉強を──」


    　坂上が来た道を引き返そうとしたとき、


    「うまくいったようじゃの。大臣ざまあ」


    　そんな声が、俺の旅行鞄かばんの中から聞こえてきた。


    　内側から器用にファスナーを開け、旅行鞄からぴょこんと金髪の少女が頭を出した。


    　この意地の悪そうな笑みを浮かべる少女、誰あろうプリシラ王女その人である。


    「こんなとこで頭出すな！　もうちょっと城から離れてからにしろ！」


    　俺は慌ててその頭を押さえて、鞄の中へと押し込む。


    「んぎっ！　ちょ待っ、いたいいたいいたい！　髪の毛がからまって痛いぞよ！」


    　鞄を閉めるとき、ファスナーに髪の毛が引っかかったらしい。いったんファスナーを開け直し、今度はプリシラの髪の毛を挟まないように慎重にファスナーを閉じていく。


    「いたた……。にしても、このシュッとやったら閉じるやつ、すんごいの～。鍛か治じ職人に預ければ似たようなもの作れるかの」


    　鞄の中からプリシラが言う。


    「もうちょっと黙ってろ。見つかったら連れ戻されるのはお前だぞ」


    「ほーい」


    　身を折り畳んでいるのか、鞄の中がもぞもぞと動く。


    「……沢さわ木き君、これはいったいどういうことだ？」


    　和泉いずみが目を丸くしながら訊きいてくる。和泉だけでなく、坂さか上がみも、宗むな像かたも、困惑気味の視線を俺、というより俺が担いだ鞄かばんへと向けている。


    「秘宝館で見た王家に伝わる七つの神器がうちのひとつ、うつしみの杖つえってのがあったろ。人間の姿形をコピーできる道具。あれを使って影武者を作ったんだよ」


    「じゃあ……あのプリシラ王女は替え玉だったということですか」


    　信じられないように、坂上は再び城門へと目をやった。


    「しかし、姿形が似ているだけではまずいのではないか。影武者というものは単にそれが守るべき相手に似ているというだけでなく、周りの人間の協力があってはじめて成立する。半日ほどであればごまかせても、すぐにボロが出てしまうのではないか」


    　和泉の言うとおり、家臣という共犯者の存在なくしては、影武者は成立しない。だが今回騙だますのは、本来共犯者になるべき廷臣たちや衛兵、メイドたちなのである。


    　だからこそ、うつしみの杖だけでは今回の脱出劇は成功し得ない。


    「そう、今回騙す相手はプリシラの身内だ。だからうつしみの杖で誰かがプリシラの姿をコピーしたとしても、幼い頃からプリシラと接してきた大臣や下女たちなら、その言動やふるまいから簡単に偽物だということを見破るだろう。でも、それが可能な人間が一人だけいる」


    「──なるほど」


    　その答えを言うまでもなく、和泉は察したように頷うなずいた。他のクラスメートたちも同じらしい。


    「そうだ。替え玉になった偽のプリシラ。あれこそは我ら、二年一組の誇る天才演劇少女、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみだ」
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    「なるほどねー、替え玉かー」


    　計画を提案したときの川中島のリアクションは、実に暢のん気きなものだった。


    　俺たちの旅には、プリシラというスポンサーが必要不可欠。そしてプリシラが旅に出るためには、まずはその替え玉を作ることが必要不可欠だった。


    　プリシラは腐っても一国の王女だ。その立場からすれば、勝手に国を空けて旅行することは難しい。城下をお忍びで歩くことですら大勢の護衛が必要となる。ましてや家臣を連れずに、異世界から来た少年たちと気ままな旅をするなど、そりゃまあ家臣からすれば言ごん語ご道どう断だんな話だろう。


    　加えて、国王と皇太后がそろって国を空けている今現在、プリシラは事実上国のトップである。国王から代理として国を任された王女が黙って国を空けたとなれば一大事。下手すれば国中に追っ手が放たれ、とても旅行どころではない。


    ということで、表向きはプリシラが城にいるように見せかけつつ旅に出るしかない。となれば替え玉を使うしかないのであった。


    　王家に伝わる七つの神器がひとつ、うつしみの杖つえを使えば影武者は容易に作れる。だが姿だけ似せた替え玉では、それで城から逃げ出すことができたとしても、数日以内にバレてしまうことは明白だった。


    　そこでもう一つのパズルのピースとして登場したのが、演技の天才、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみだった。


    「にへへ、沢さわ木き君。おいしい役を持ってきてくれたねえ！」


    　さすが希き代だいの役者バカ、クリームパンすら見事に演じきる少女はその難しい役を笑って受け容いれた。


    「万一露見したとしても、大臣の性格上、それに客人神まろうどでもあるゆえ、危害を加えられるようなことはないと思うが……」


    　プリシラの言葉に、川中島はニカっと笑ってみせた。


    「バレる？　んふふ、誰が？」


    　そしてその日のうちに、川中島の役作りが始まった。


    　川中島がプリシラと常に行動をともにし、その一挙手一投足を観察するのだ。


    　もちろんそれだけでなく、プリシラがこれまでどんな人生を歩んできたか、家族や家臣に対してはどのように接しているか、それらを聞き出し、プリシラという一人の少女そのものを学んでいった。


    　プリシラは連日のように俺たちの部屋に顔を出していたので、その行動自体が、お付きのメイドや衛兵たちに怪しまれることはない。


    　川中島真弓は憑ひよう依い型の役者だといわれる。だが、何もないところから役を降ろしてくるわけではないのだと、彼女の役作りに密着してわかった。


    　彼女は演じる対象についての入念かつ綿密な下調べを経て、そのものに成りきってゆくのだ。


    　誕生日、食べ物の嗜し好こう、口くち癖ぐせ、人生観。本人さえ普段は意識していないようなことを掘り下げ、聞き出し、我が物としていく。喋しやべり方、仕草、歩き方、服を着る手順、果てはくしゃみやあくびのように生理的な反射に至るまで、その動き方をトレースしてゆく。役柄の外面をなぞり、内面を学ぶうち、やがて、己おのれと役柄との境界が溶けてゆく。川中島真弓という人格が、演じるべき役柄の人格に侵食されてゆく。役者と役柄の主客が曖あい昧まいになり、転倒し、一致し、重なり──そしてやがて、本物を超える。


    　本物よりなお本物らしく。プリシラよりもプリシラらしい偽物のプリシラ。


    　明け方、俺たちはその姿を見た。まだうつしみの杖を使っていないのにもかかわらず、そこにはプリシラがいた。


    　姿形は川中島真弓のままなのに、プリシラに見える少女。


    「おー、待っておったぞよ。なんとか間に合うたみたいじゃ」


    　プリシラ2.0は笑ってみせた。
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    「さすがは川かわ中なか島じまさん、おそろしい子。この短期間でプリシラの役を完かん璧ぺきに掴つかめるとはね」


    　城を振り返って、綾あやちゃんが言った。


    「しかし、それでは前日にメイドに旅の支し度たくを見つかったというのも、わざとなのだろう」


    「ああ、もちろん」


    「その必要はあったのかね。騒ぎを起こさずに、自然に入れ替わったほうがよかったのではないかな」


    　そんな宗むな像かたの疑問には、鞄かばんの中からプリシラ本人が答えた。


    「大臣の奴めは、幼い頃よりの妾わらわの性格を熟知しておる。旅立つぬしらを妾が黙って見送れば、むしろそのことを不審に思ったじゃろう。であればこそあえて、大臣めに妾の企たくらみを看かん破ぱしたと思わせてやったのじゃ」


    「なるほど、兵へい法ほうだな」


    　和泉いずみが感心したように頷うなずいた。


    「でもあれ、ちょっと演技過剰だったじゃろ。妾はあそこまで幼くないぞよ」


    「俺らどころか大臣まで騙だまされてたんだから、役作りは完璧なんだよ」


    「むう」


    　不満そうな呻うめき声が鞄から漏れた。


    「でも今さらだけど、本当にお前も来て大丈夫なのか？　大臣も言ってたけど、王女様の仕事っていろいろあるんだろ？」


    「妾の仕事など、書類に国こく璽じをポンと押すくらいのものじゃよ。実際のところ、大臣と官僚がおれば国は回るんじゃ。国のシンボルとして玉座にいるだけなら、替え玉でも十分足りるであろ。それよりも未来の指導者として、この国だけでなく、世界をわが目で見て回ることこそ重要じゃよ！」


    　鞄の中で、プリシラは興奮気味に叫ぶ。


    「まあ、お前がそれでいいんならいいけどな」


    　鞄in王女を担いで、俺たちは歩きだした。


    「バブリーな国ってのは本当だったのね。もの凄すごい活気」


    　綾ちゃんの言葉どおり、城下の王都は大変な賑にぎわいだった。


    　辻つじ々つじには露店が立ち、物売りが行き交い、着飾った人々が道を狭しと闊かつ歩ぽしている。


    　子供が笑い、老人が笑い、男が笑い、女が笑う。行き交うどの顔も明るい。


    「確かにこりゃクリア後の世界だ」


    　魔王が斃たおされたことによる戦勝景気とプリシラは言っていたが、大したお祭り騒ぎだ。


    「あっ、これかわいい！」


    　綾あやちゃんは小物屋の露天商が広げたゴザの前に屈かがみ込んで、ブローチだか髪飾りだかを手に取って喜んでいる。かわいい。


    「ううむ……これはなかなか」


    　和泉いずみは武器店の前で、木刀を手にしてうっとりしている。まだ木刀を買う気か。


    「筋トレ用の道具というのはどこで売っているのだろうか」


    「旅先で筋トレ用の道具を買うな」


    　誰がそんなものを買おうとしていたかは言うまでもない。


    　みんな先々の売店にちょっかいを出しながら、賑にぎわう目抜き通りを歩いていく。


    　これこそ修学旅行といった感じだ。


    　実際のところ、俺たちはこの国の通貨を持っていないので、冷やかすだけで買い物はできない。それでも、異世界の店を覗のぞくというのはそれだけで好奇心が刺激されるものだった。


    　俺たちが、ゆるゆると町の賑わいを楽しんでいたときだった。


    「そろそろ出してくれぬか……。暗くて狭い中で揺らされたせいで酔うてきたぞよ……」


    　俺たちの大事な金かね蔓づるが、鞄かばんの中で弱った声を出した。


    「我慢しろって」


    「うぷ、このままでは『高貴なる吐瀉ロイヤルリバース』が発動してしま……うおっぷ」


    【高貴なる吐瀉ロイヤルリバース】


    《周囲の人間に精神的ダメージを与えるが、自分自身にも肉体的・精神的ダメージ。敵味方を問わず、術者の周囲の相手に対し連鎖的にリバース効果を及ぼす。通常のリバースと効果は同じだが、消化された食材が高級。窓際の席に座らせることで発動を抑制できる。焼く前のもんじゃ焼きに似ている》


    「やめろ！　俺の旅行鞄をゲロの海にする気か！　さっさと出ろっ！」


    　俺は慌てて鞄のファスナーを全開にすると、鞄を地面に横たえた。開いた鞄の口から、路上にごろりとプリンセス（小豆あずき色ジャージ）が転がり出てくる。


    　ジャージ少女はよろよろと路上に立ち上がると、大きく伸びをした。


    「ふはー、空気がうんまいの～。プリシラちゃん完全復活～」


    　プリシラは大きく深呼吸を繰り返した。


    「しかし危ないとこじゃった。もう少しで限界突破じゃったぞよ」


    「俺の着替えとかも入ってんだぞ！」


    「隠れておる間、暗いし狭いし退屈じゃし、仕方ないからおやつに持ってきた酢イカをもぐもぐやっておったら気分が悪くなってきての……」


    「よりによってそんな酔いそうなモンを揺れる密室の中で食ってんじゃねえ」


    「オーライオーライ、結果オーライじゃ」


    　プリシラは屈伸したり首をコキコキ回したり、体をほぐすことに余念がない。格好がジャージなので、体育の授業前に張り切るヤンキー少女にしか見えないが、その背景がファンタジーＲＰＧの豊かな街なので、頭が軽くバグりそう。


    「そういやプリシラ、その格好で旅するつもりか？」


    「じゃって、妾わらわの普段着はどれもこれもヒラヒラして旅には向かぬのじゃもん」


    「確かにまあ、王女様の服って外を自分の足で歩き回ることを想定したモンじゃないよな」


    「よってジャージにスニーカー、これ最強」


    　ちなみにスニーカーは靴のサイズが同じだった川かわ中なか島じまから借りたものだ。


    「ぬしらこそその格好で旅にゆくのか？　何じゃったら衣服代くらい出してやってもよいぞよ？　なんせプリシラちゃんは国一番の超大金持ちじゃからの！」


    　プリシラは胸を張って言うが、俺たちは互いに顔を見合わせ、苦笑した。


    「ん？　妾、なんか変なこと言うたか？」


    「いや、ありがたい申し出っつーか、旅に必要な道具とか食いモンとかは目一杯たかるつもりでいるけどな、服はこれでいいんだ。これじゃなきゃしまらない」


    「ほう？」


    　海外から来た観光客は、日本の観光地に溢あふれかえる、まったく同じ服を着た若者たちの集団に驚くそうだ。


    「修学旅行ってのはな、みんな同じ制服で行くもんなんだよ」


    　見知らぬ土地を、同じ制服を着た仲間たちと歩いていると、それだけで修学旅行の気分が盛り上がってくる。


    「ぬー。そう言われると、妾も同じものを着たかったの……。どうせ替え玉になっておるうちは制服を着ぬのじゃから、服も借りてくればよかったかの」


    　プリシラはセーラー服に未練があるようだが、正直、小豆あずき色ジャージはかなり似合っていると思う。それに、ジャージもある意味制服みたいなものだ。


    「そうだ、写真撮ろう写真。私デジカメ持ってきてるから」


    　綾あやちゃんが思い出したように、荷物からデジカメを取り出した。


    「あ、いいね。城をバックに撮ってもらおう」


    「あ、じゃあ、私押しますよ……」


    「何言ってんの、坂さか上がみさんも写んないと」


    　綾ちゃんが坂上をぐいぐい引っ張っていく。


    「ちゃんと雷らい神じんの人に充電してもらったからしばらくは使えるはずよ」


    　雷神の人というか宮廷魔術師ヴェルギリウス氏、俺たちにとっては完全に充電器だな。キャンプとかに連れていくと便利に違いない。プリシラの家臣でさえなければぜひ旅に同行してもらいたかった。


    「あ、すいませーん、シャッター押していただけませんか」


    　綾あやちゃんに呼び止められた異世界の通行人は、頭の上に大きな「？」を浮かべていたが、勢いで押せば何とかなるものだ。


    「あー、じゃあこの四角の中に皆さんを収めて、それでこの突起を押せばいいんですね。まあ、だいたいわかりました。あとは流れでやっていきましょう」


    　プリシラもそうだったが、この世界の人間はデジタルギアに簡単に順応する。デジカメよりもファスナーに感動していたくらいだ。まあ、案外そういうものなのかもしれないが。


    「じゃあいきますよー、押すと何なのかわかりませんが、突起、押しちゃいますよー。３、２、１、ハイ！」


    　チーズとは言ってもらえなかったものの、確かにシャッターが切られ、異世界に降り立った俺たちの姿が確かにデジタルデータとして刻まれた。


    



    　異世界に到着して五日目。


    　本来の修学旅行はとっくに終了しているはずだったが、こうして、俺たちの異世界修学旅行が幕を開けたのであった。
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    「とりあえず、まずは商都を目指して旅をするぞよ」


    「商都？」


    「商都っちゅーのは、その名のとおり商あきないで栄えた街じゃよ。妾わらわの国の領土ではあるが、商人たちが自治を行う自由都市でもある。王都も豊かではあるが、その性質としても地理的な事情としても、人の入れ替わりはさほどない。じゃが商都は違う。かの地には世界中から人が集まり、四海の文物が流れ込み、さまざまな文化風土が交じり合っておる。商都で見つからぬものは何一つない。──と、書物で読んだんじゃよ」


    　この世界にも旅行ガイド的なものはあるらしい。ちょっと拍子抜けだが、情報がないよりはあったほうがいいに決まってる。


    「ぬしらはクラスメートを捜して旅をするんじゃろ。あらゆる地方から人々が集まる商都では、モノだけでなく、情報も買うことができる。ぬしらのような服装をした人間を見なかったかと訊いてみれば、何らかの手掛かりが得られるやもしれぬぞ」


    　プリシラの言うとおり、人を捜すにはやはり、人と情報が集まる場所に行くべきだろう。


    「ところでプリシラ、顔を晒さらして歩いて大丈夫なのか」


    　俺が訊きくと、プリシラは深呼吸してから答えた。


    「妾わらわの顔など下しも々じもの民は知らぬよ。王家の行事で顔見せすることはないではないが、一年に数度、それも近寄って見ることは許されておらぬで、遠くから見たことがあるくらいじゃろう」


    「ネットやテレビどころか、写真もないんだもんね」


    　さっき撮ったデジカメの写真を確認しながら、綾あやちゃんが言った。


    「んむ。王女の姿をTwitterやyoutubeにアップする者もおらぬで、王家の人間というものはある意味ではドラゴンなどより遠い、想像上の生き物みたいなもんじゃよ。城下に暮らす者ですらその程度じゃ。王都を離れてしまえば、妾の顔を見て王女じゃと知れる者はまずおらぬ。王宮に出入りしたことのある代官か、他国の王おう侯こう貴族にさえ注意しておればよい」


    　なるほど。そういや水戸黄門の旅も、顔を知られてないからこそ成り立つものだったしな。


    「ちゅーわけで、ここから先、妾は王女プリシラではなく、ただのプリシラじゃ。ぬしらと同じ一人の仲間として扱うてくれればよい」


    「ほー、言ったな。じゃあ王女風を吹かせるんじゃねえぞ」


    「おぬしこそ、弱音を吐くでないぞ」


    　プリシラは偉そうに言う。


    「さあ行くぞ、冒険の旅の──修学旅行の始まりじゃ！」


    　修学旅行委員の俺を差し置いて、プリシラが行く先を指差して力強く宣言した。
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    　俺たちは商都を目指し──とはいえ一足飛びに行くこともできないので、まずは王都のすぐ先にある村を目指して出立した。馬車を借りるかという話も出たのだが、隣村までくらいは歩いていけるだろうと、徒歩で行くことにしたのだ。


    　天気もいいし、風も気持ちいい。気分はまさに秋の行楽、ハイキングだ。


    　王都を出発して一時間も歩いたところだろうか。


    「ちかれたぞよ～。おんぶ～」


    　予想どおり、真っ先にへこたれたのがプリシラだった。


    「お前、一人の仲間として扱えって言ってたじゃねえか」


    「じゃから、王女としてではなく、一人の仲間としておんぶを要求しておる。あ、お前はなんかエロいことを考えそうだからダメじゃぞ。和泉いずみ、ぬしに王女をおんぶするという栄誉をあたえる」


    「私はまだ体力に余裕があるから構わないが」


    「ダメだ和泉、甘やかすな。いま甘やかすとずっと面倒みなきゃならなくなるぞ」


    「今甘やかしてくれた者に望みの爵しやく位いを与えるぞよ～」


    　プリシラは王女としての権力を全力で振りかざす。


    「わたしを男だん爵しやくにしてくれると？」


    「おお、宗むな像かた～。男爵でも伯はく爵しやくでも望みのままじゃ」


    「フフ……この肉体に男爵の爵しやく位いが加わったら、わたしはいったいどうなってしまうのやら……」


    　べつにムキムキの肉体と男爵に相乗効果があるとは思えないのだが、ともあれ宗像はプリシラを小脇に抱かかえ、のしのしと歩き出した。小脇に抱えるというのは人間の、とりわけプリンセスの運搬方法ではないと思うのだが。


    「おお～楽ちんじゃ～」


    　プリシラは完全にぐったりと力を抜いて、運ばれるままになっている。


    「お前はクレーンゲームの景品か。ったく、体力が回復したらちゃんと歩けよ」


    「うぃ～」


    　まだ日は高く、その陽射しが容赦なく俺たちに降り注ぐ。湿気は少なく、涼しく心ここ地ちよい風が吹いているので汗をかくということはないが、それでも若干の疲労を感じないわけではない。


    　それでも、天気もよく空気の澄んだ中を歩いていくのはとても楽しいものだった。修学旅行というより、小学校のときの遠足を思い出す。


    　疲れもありながらも、俺たちは遠足気分で、ワイワイ言いながら行進していった。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　陽がだいぶ傾いてきた。だが、まだ村には辿たどり着かない。


    　だいぶ前から全員の口数も少なくなり、プリシラの愚ぐ痴ちさえほとんど聞こえてこなくなった。おぶれとさえ言わないのは、ただでさえ濃い宗像の顔がさらに険しくなっていることに気づいているからだろう。和泉いずみの顔にさえ疲労の色が浮かんでいた。


    　もう認めざるを得まい。俺たちは冒険の旅というものを舐なめていた。


    　ＲＰＧとこの世界は似ているようで違う、なんて話は何度も繰り返してきたはずなのに、どこかで俺もＲＰＧ感覚でいた。ＲＰＧであれば、最初の城を出発して次の村に辿り着くまで、十五分もコントローラーを握っていれば着くはずだ。


    　だが、実際の街と街との距離感は、そんなものでは済まない。


    　さすがにこの世界の地図は持ってきたし、王都を出るときに次の村までの距離も確認した。


    　だが、それでも俺たちは無計画だったのだ。


    　日本で同じ距離を歩けと言われれば、まだここまで疲労することはなかったはずだ。


    　この疲労度の差は、日本と異世界との差である。


    　日本だとスマホで現在位置をすぐ確認できるし、そのへんを歩いている人に道を聞くこともできる。コンビニや喫茶店もいたるところにある。電車の駅もバス停もあちこちにあるし、タクシーを止めたっていい。最悪ギブアップして、交番に駆け込んで警察を頼ることもできる。


    　加えて、ＧＰＳ付きのスマホ片手に街を歩くことに慣れた俺たちは、自分の正確な現在地さえわからないまま、番地の書いていない地図を片手に歩くことに慣れていない。


    　街路の脇には鬱うつ蒼そうとした森がどこまでも続き、歩けども歩けども風景は代わり映えがしない。むしろ、さっき通り過ぎたのと同じ場所を、ぐるぐると回り続けているのではないかという錯覚さえ感じるほどだ。


    　どこまで続くかもしれない道を歩いていくということの辛さが、俺はようやくわかった。


    　いつでもギブアップできるという心の余裕と、世界における自分の位置がはっきりわかっていることが、旅においての疲労を和らげる効果というのは間違いなくある。


    　さすがにまだ、のたれ死ぬのではないかというまでの危機感はないが、疲労に塗り潰つぶされた体のまま、どこかで野宿をしなきゃならないのではないかという不安はある。


    



    　しかし、これこそが冒険なのだ。リスクと隣り合わせのまま、自らの一歩一歩で世界を広げていく、これこそが本来の旅というものなのだ。


    　旅における体験そのものがすなわち学びとなる。


    　なるほど、これこそが真の修学旅行なのだ！　やったぜ！


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　……などと自分に言い聞かせた二時間後。


    　俺たちはゾンビの群れのように、うつろな目で、それでも前進を続けていた。さすがに半日も歩きっぱなしだと、体力も限界に近づいてきた。手ぶらでもきついのに、俺たちは全員、着替えやら何やらの詰まった荷物を抱かかえているのだ。


    　もちろん、途中で何度か休憩は取ったが、今はもう誰もそのことを言い出さない。一度座り込んでしまうと、もう立ち上がれないことを悟っているのだ。


    「これ、ひょっとして野宿も視野に入れなきゃならないんじゃないの……」


    　俺を横目で見ながら、綾あやちゃんが言う。綾ちゃんは道中で一度も弱音を吐かなかったが、べつに体力に秀ひいでているわけではなく、ただ精神力で足を前に進めているだけだ。


    「野宿……しかないよな。陽が落ちてから歩くのは危ない」


    「でも、テントなんか誰も持ってないでしょ」


    　そりゃそうだ、修学旅行にテントを持ってくる奴はいない。が、それにしても王都で最低限の旅支じ度たくはしておくべきだった。


    　浮き世離れした王女様と、ある意味では王女様よりずっと「浮き世」離れした、異世界からやってきた高校生六人組のずさんな計画は、早々に厳しい現実に直面していた。


    　今のところ次の村へ続く街道から逸それてはいないはずだが、街灯があるわけでもないので、陽が落ちてしまえばあたりは真っ暗闇やみになってしまうはずだ。その状態で歩き続けることが危険極まりないのはさすがにわかる。しかし、何の装備もないままに野宿することも危険を伴うはずだ。今の俺たちには、火をおこす手段さえない。


    　その気になればスマホやデジカメで一時的な明かりは得られるだろうが、バッテリーがどこまで保つかはわからない。


    　このまま進むべきか、止まって野宿を見当すべきか、それとも──。


    　疲労で考えもまとまらないまま、惰だ性せいで足を交互に前へと進める。


    「……ねみゅい」


    「え？」


    　その溶とけたような声を発したのが誰か、一瞬わからなかった。


    「くぁ……わたしはまいにち、ごごはちじにはとこにつくせいかつをおくっているのら」


    　和泉いずみの目がトロンとしている。さすが毎朝四時に起きるだけあって、寝るのも早いらしい。


    「しっかりしろ、和泉、戦闘要員に寝られると困る！」


    「ねむい……もうエロいことを考えてもいいからわたしをおんぶしてくれ」


    「えっ、いや、それはどうかな」


    　何がどうなのかわからないが、俺も疲労でよくわからなくなってきた。


    「ワタシモ……モウ、ダメダ……。フフ……キミタチニ、会エテ……楽シ……カッタ……」


    「しっかりしろ宗むな像かた！　エネルギーが切れる寸前の人造人間みたいな喋しやべり方になってるぞ！」


    「タンパク質だけじゃなくて、ちゃんと人間のエネルギー源になる炭水化物や脂質も摂とらないとバテやすい体になっちゃうのよね」


    「綾あやちゃん、今はそんな家庭科の授業みたいなことを言ってる場合じゃないぞ……」


    　ダメだ、戦闘向きの二人が早々にポンコツと化してしまった。


    「ははは、もう食べられないでござるよ……」


    「和泉、歩きながら頭の悪そうな夢を見るな！　だいたい普段はござる口調じゃないだろ！」


    「うにゅ……。ん……うま……？」


    「食べ物の夢から覚めろ！」


    「……むにゃ、……違う、暴れん坊のあれのオープニングと同じ音がする……」


    　目をトロンとさせたまま、和泉が唇くちびるの前に人差し指を立てるジェスチャーをした。


    　一同、足を止めて耳を澄すませる。すると、


    



    　──ダカカッ、ダカカッ、ダカカッ。


    



    　そんな、何かが地面を叩たたくような音が、遠くから規則正しく聞こえてくる。


    　和泉いずみが無言のまま、スカートのベルトに差していた木刀を握った。その動作が俺たちの間に緊張を走らせる。


    　単なる通行人であれば、助けを求めたり、村までの距離を尋ねることができる。


    　しかし、野盗などの類たぐいでないとも限らない。日中はまだ馬で街路を行き交う人間を何人か見かけたが、陽が落ちかけてからはとんと見ない。馬に乗っていたとしても、夜間の移動を避けるのは当たり前ということなのだろう。ということは逆に言えば、この薄闇やみの中を駆けてくる騎馬というのは、まともな旅人ではないのではないか。


    　野盗であれば、まだ想像力の範はん疇ちゆうに収まる危機でしかない。もちろん現実世界で野盗や山賊に遭遇したことなどないが、相手が人間であればまだ対処のしようもなくはない。


    　しかし、それが人間以外であったら。動物でさえなかったら。


    　その可能性に思い至ったとき、首筋に気持ちの悪い汗が浮かんだ。


    　人間でなく、動物でなく──。この世界にはそういう存在がたくさんいるのだ。


    　──魔物。


    　俺たちがプレイしてきたＲＰＧには、馬の魔物モンスターや馬に乗った魔物がたくさん出てきた。


    　いや、馬の姿をしているとさえ限らない。暗闇の中からやってくるものがどんな異い形ぎようであっても不思議ではないのだ。


    　だって、ここは異世界なのだから。


    　考えれば考えるほど、首筋にじわじわと嫌な汗が浮かんでいく。


    　普通に考えれば街道を行き来する旅人だ。プリシラも、魔物は好んで人の生活圏に近づかないと言っていた。だから、やってくるのは、ただの旅人である確率が最も高い。


    　しかし、それでも──。


    　黄たそ昏がれ時のこの薄闇が、不安を果てしなく増幅させる。不安が闇を捏こね回し、おそるべき魔物の姿をそこに浮かび上がらせる。おそらくみんなもそうなのだろう、一言も言葉を発さず、しかし緊張した面おも持もちで、自分たちがやってきた道の先を凝視している。


    　音からするとさほど遠くないはずなのに、何十分も立ちつくしているような気がした。


    　やがて、闇の中から、それが姿を現した。


    　──馬、だった。その上に、マントを羽は織おった人間の姿も見える。


    　しかし、少なくとも魔物には見えない。骸がい骨こつ剣士でもなければ、首のないデュラハンでもない。矢のような速さで道の向こうから駆けてきた騎馬は、あっという間に俺たちの傍かたわらを通り過ぎていった。


    　単騎、それも魔物などではなく、ただの旅人だったらしい。


    　氷が溶けるように、安あん堵どの空気が俺たちの間に広がっていた。


    　張り詰めた緊張が一気に解けたせいで、どっと疲労が押し寄せ、俺は膝ひざから崩れ落ちそうになった。だが──。


    　馬の足音がいきなり止まった。音の消え方からすると、遠くへ駆けていったのではなく、すぐ近くで馬を止めたような気配だった。再び緊張とともに振り返ると、マントを身に着けた旅人が、騎乗したままゆっくりとこちらを振り返っていた。


    　再び、俺たちの間に緊張が張り詰める。


    　人であることはまず間違いない。だが、そいつが俺たちに対して、何らかの意志を持っていることは明らかだった。


    　薄闇やみの中、俺は生なま唾つばを飲み下しながら、そいつの目を見ようとする。


    　馬がゆっくりとこちらへ歩を進め、そいつの顔がくっきりと見える距離まで近づいてくる。


    　俺は、馬上のそいつと目が合った。


    　その瞬間、先ほどまで俺たちの間に張り詰めてい緊張に、べつの成分が加わってゆく。


    　ある意味では、見知らぬ魔物よりも想定外な顔がそこにあった。


    　だが、奇き貨かでもある。全滅のきっかけにもなりかねないが、地獄に仏という可能性もなくはない。


    　誰が口火を切るか──俺たちはゆっくりと、互いに顔を見合わせたが、プリシラと綾あやちゃんが俺の背中を無言でぐいと押した。


    　仕方がない、おとも選抜オーディションのとき「こみゅにけーしょんのうりょくばつぐんです」的な自己アピールをしたのは俺自身だからだ。


    　俺はおそるおそる、相手の表情を窺うかがいながら言葉を選んでいった。ある意味では、魔物よりもコミュニケーションの入り方に気を遣わなければならない相手だ。


    　疲労と緊張でからからに渇いた喉のどから、俺は何とか言葉を絞り出した。


    「や、やあ。こんにちは」


    「……」


    「最近どう？　なんつって、どうも何もなあ、ははは。あ、ちょっと待って、行かないで！」


    「……」


    　そいつは表情も含めて、微動だにしない。だが次の瞬間、その腰に下がった鞘さやから白銀の刃が滑り出してきてもおかしくなかった。


    「えっとですね、ぶっちゃけた話、実は今の俺たちちょっと困ってる。村がどれくらい先なのかわからないし、野宿のための装備もないし、松たい明まつの一本もないから暗くなるとホントやばい」


    「……」


    「ファンタジーをというか、リアルをというか、何て言えばいいのか難しいんだけど……」


    「……」


    「舐なめてました、すいません、助けてください」


    　頭を下げながら言い、下げた頭を上げたとき、無表情だったその眉まゆが微かすかに動くところが見えた。その表情は軽けい蔑べつなのか、それとも勝ち誇っているのか。


    　文芸部四天王の一角にして、ハイファンタジーの二つ名を持つ少女。


    　宝たから田だ舞まいが、馬上から俺たちを冷たく見下ろしていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「かんっがえられない！　中世ヨーロッパにおいて、街から街への旅をするということがどれほどの困難を伴ともなうことだったか理解していなかったの!?」


    「いや、もう何も反論できないっす」


    　宝田の荷物の中にあった松たい明まつを手に、俺はとぼとぼと足を進める。


    　宝田によれば、村はすぐとは言わないまでも少し先で、野宿するよりは松明を持って歩ききってしまったほうがいいという。そのうえ、村までは、馬にプリシラと重い荷物を載せて運んでくれるという。


    　さらに水筒の水を回し飲みし、干した果物のハチミツ漬けと塩をひと摘つまみずつ口にすることで糖分と塩分も補給する。そのどれもが宝田の持参したものである。


    　途中のコンビニでポカリでも買えばいいや、疲れたらファミレスとかあるっしょ、じゃあ山手線一周ハイキングしゅっぱーつ、的な雑な計画で進んできた俺たちとは、冒険者としてのレベルが違う。Youtuberとしても大成するに違いない。


    　もはや宝田舞さまさまである。さすがにここまで助けられておいて「ここは中世ヨーロッパじゃねえよ」と言い返すわけにはいかない。


    「だいたい、旅程を組むなら最初に距離を確認し、一番体力のない人間のペースを考慮して進むのは当たり前でしょ！」


    「そうじゃそうじゃ」


    　宝田の腰に手を回し、背中にぴったりとくっついて、馬上からプリシラが言う。


    　お前が宝田を投獄したくせに。というか──。


    「というか、宝田、どうしてここに……？　お前は、その、投獄されていたはずじゃ」


    「脱獄した」


    　まるで「補習受けてるはずじゃ？」「サボった」的な軽さで、宝田は言ってのけた。


    「この国の人間はどうもお人好しなのよね。腹痛の演技をしたら簡単に信用して、番兵が牢の鍵を開けてくれたわ。その番兵を当て身で気絶させ、装備を奪って外に出たの。こっそり逃げ出すつもりだったんだけど、見つかっちゃってね。で、ちょうど運よくこの王女と出くわしたから、こいつを人質にして城を脱出し、馬を奪ってここまで走ってきたのよ。東へ逃げたと見せかけて、この西の街道を走ってきたというわけ」


    「おぬし、人の城で無茶苦茶してくれるのう」


    「べつに誰も傷つけてないわよ。いくつか宝物っぽいものと馬は借りてきたけど。私も先立つものがないと旅ができないからね」


    「なんじゃ、妾わらわの城の馬か。なら妾が乗ることに引け目を感じる必要はないの」


    「というか、むしろこの王女がなんでここにいるわけ？　城を脱出するとき、堀に蹴けり込んできたはずなのに……」


    　宝たから田だもようやくその不自然さに気づいたらしい。俺たちは城に残ったプリシラが替え玉だと知っているが、投獄されていた宝田には知る由よしもない。


    「ふふふ、こういうこともあろうかと、影武者を用意しておったのじゃ」


    　自分を人質にとったあげく堀に蹴り込んできた相手の背中にぴったりとくっつきながら、偉そうに言う王女であった。まさか本当に川かわ中なか島じまが影武者として役立つとは。そして、影武者を襲撃したのがまさかクラスメートになるとは。


    「ふん、まあ細かいことはいいわ」


    　そういうところにはこだわらないのか。


    「あまりに自然に乗ってるから流してたけど、宝田さんって乗馬できたの？」


    　馬上の宝田を見上げながら、綾あやちゃんが言う。そういや綾ちゃんもブルジョワのお嬢様なので、何気に乗馬ができる。


    「私はファンタジーをリアルに生き抜くためのスキルを普段から身につけてきたのよ。馬術、剣術も西洋式の素肌剣術から甲かつ冑ちゆう剣術まで一通り。基本的な医学や動植物に関する知識、サバイバルの技術まで一通り身につけてきたわ。いつ自分が異世界に飛ばされてもいいようにね」


    「……まさかその努力が実るとは」


    　普段からそんなことしてれば、そりゃファンタジー世界に来たらテンションもおかしくなるか。


    「普段の身のこなしからただ者ではないとは思っていたが、なるほど、そういうわけか」


    　馬上を見上げながら和泉いずみが言い、


    「キャラかぶりはちょっと困るのだよな……」


    　少し表情を陰かげらせて、呟つぶやいた。


    「じゃあ、宝田も旅に同行するってことで」


    　投獄されていたために誘わなかったというばつの悪さもあるが、救われた今となっては、宝田の旅のスキルはぜひとも欲しいところだった。


    「勘違いしないでよね。あなたたちと馴なれ合う気はないわ」


    　冷たい声が馬上から降ってくる。


    　女子から一回言われてみたい台詞せりふナンバーワン「勘違いしないでよね」いただきました！


    「うーむ。さっきのはヒロインの照れ隠しの『か、勘違いしないでよねっ！　あなたのためなんかじゃないんだからっ！』より、もとは敵だったライバルが助けてくれたときの『勘違いするな、貴様らのためなどではない』に近いのではないかや？」


    　そいつの背後にくっついたまま、馬上からプリシラが言う。


    「お前、だいぶクールジャパンに染まってきたね」


    　それはさておき。


    「宝たから田だ、ここまで来たんなら一緒に行こうよ。確かに一方的に投獄しておいて、今さら仲間になってくれと言うのも厚かましい話ではあるけど……」


    　それに、修学旅行はみんなで行くものだ。


    　とは口に出して言わなかったけれど。


    「ああ、べつに投獄されたから同行しないと言ってるわけじゃないわ。まあ、牢ろう獄ごくで私も考えたわけ。私が思い描いていたのと違うとはいえ、これもまた異世界ファンタジーには違いない。だったら、ファンタジーの清せい濁だく併あわせ呑のんで、私は新たなるファンタジーのステージに登り詰めてみせる！　って決めたのよ」


    「妾わらわの世界は濁かい」


    　プリシラは抗議するが、疲労が濃いのか、宝田の馬に乗せられているため決まりが悪いのか、非常に声が小さい。


    「だから、私は私のファンタジーを追求する旅に出るだけ。あなたたちを助けたのは、馬と旅費の前借りぶん。ま、途中で他のクラスメートを見つけたら、日につ蝕しよくの日までにそこの王女様の城に行けってことくらいは伝えてあげてもいいわ。……ああ、そろそろ村が見えてきた。ほら、王女、降りなさい」


    「おお、本当じゃ、村じゃ村じゃ」


    　プリシラは馬上から前方を指差す。俺たちの視線の高さからはまだわからないが、どうやら馬上からは村が見えたらしい。


    「むなかた～おろせ～」


    「御意」


    　馬上から手をのばして身を投げ出すプリシラを、宗むな像かたが両手で支えながら受け止め、地面にゆっくりと降ろす。まるで父と娘だ。


    「宝田さん、私たちの旅に同行しろとは言わないけれど、その村で休んでは行くんでしょう？」


    　綾あやちゃんが言うと、宝田は首を振った。


    「撒まいたとはいえ、そこの王女の国の追っ手が来るかもしれない。私は夜通し駆けて安全な場所まで逃げるわ。また、どこかで縁があったら会いましょう」


    「追っ手が来たら、妾がとりなしてやるぞよ？」


    　投獄したのもプリシラならば、脱出のための人質に取られたのも（替え玉ではあるが）プリシラだ。その本人が許すというのなら、宝田が追われる理由もない。


    　しかし、


    「でもそれだと、城に残してきたのが替え玉だとバレちゃうわよ？」


    「おお、そうじゃ……困ったの」


    　綾あやちゃんの指摘に、プリシラは頭を抱かかえた。


    「構わないわ。この国のボンクラ兵士に捕まるような私じゃない。それに、序盤からトントン拍子に進むなんてつまらないわ。最初は迫害されたり追われたりしなきゃ。異世界から漂着するも、その地の王女の怒りを買って投獄されたヒロイン。しかし彼女は機転をきかせて城から脱出し、冒険の旅を始める……この状況、けっこう燃えるわ」


    「本人がいいならそれでいいけど。とにかく宝たから田だ、助かったよ。ありがとう」


    「宝田さん。私からもお礼を言うわ」


    「わたしの筋肉からも礼を言わせてもらう」


    「あの、ありがとう……ございました……！」


    「キャラかぶりを避けられて安し……いや、残念だ。旅が終わったら、西洋剣術というものとぜひ一度手合わせ願いたいものだ」


    「あなたは西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せんのような人だ……」


    「国に帰ったらおぬしの銅像を建ててやるぞよ」


    　みんな口々に、馬上の勇者へ礼を述べていく。西武池袋線のような人というのは褒ほめているのか何なのかわからないが。


    「う……うう……はいやァ！」


    　宝田は顔を真っ赤にしながら手た綱づなを翻ひるがえし、馬の腹を軽く蹴けると風を巻いて駆けていってしまった。


    「うーむ。あやつ、何だかんだいうて、妾わらわたちがピンチのときにはどこからか駆けつけて助けてくれるポジションにおさまるんと違うかの。クールジャパン的に言うと」


    「俺もそんな気がする」


    「というか、ぬしらの中であいつが一番、この世界で生き抜くためのスペック高いのと違うか？　衛兵を当て身で気絶させたとか言うておったが、リアリティーうんぬん言うとるあやつが一番リアリティー欠いとるのと違うか？」


    「……今となっては否いなめねえな」


    「やはりあやつとの二人旅のほうがよかったのでは……」


    「お前、自分の知らないとこで人質にされてたんだぞ」


    　何やかんや言いながら、そんな軽口を叩たたき合えるくらい、俺たちは回復していた。体力というより、精神的な疲労の大きさがいかに大きかったかを思い知らされる。


    「にしても、旅先では友達の知らない一面が見える、なんてことはよく聞くけど、さすがにここまで想定外の一面を見せてくれるとは思わなかったな」


    「確かにね。もしこの世界に来なかったら、宝田さんのこと、ただのファンタジー小説好きのおとなしい女の子って認識のままだったかもしれない。……浩こう介すけ、何笑ってんの？」


    「いや……宝たから田だの格好がさ」


    「格好って、何か変な格好してた？　ああ、確かにマントを羽は織おってるとは」


    「マントじゃなくて、その下だよ」


    　あれだけ俺たちの旅の備えに文句を言いまくり、ファンタジーのリアリティーとやらに拘こだわっていた宝田のマントの下のその服装が、俺たちの学校の制服だったことが俺は妙に嬉しかった。


    　ハイファンタジー宝田。


    　俺たちは、そのクラスメートの名前を、俺たちを救った勇者の名前を忘れないだろう。


    



    　修学旅行、五日目の夜。


    　こうして俺たちは、最初の村に辿たどり着いた。
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    　　　七章　修学旅行先でけんかはやめよう


    



    「まさか一回もモンスターにエンカウントせず、ただ城下町と最寄りの村の間を移動するだけで、心が折れそうになるとは思わなかった……」


    「一回も戦わないまま、旅のための経験値も大いに溜たまったわよね」


    　まったく綾あやちゃんの言うとおりだ。


    「王都から徒歩で行き来する旅人は珍めずらしかありませんが、昼過ぎに出ちゃァいけませんや」


    　宿の主人が笑いながら、俺たち一人一人に湯気の立つ白湯を出してくれた。


    　ただのお湯なのに、疲れた体の全身に染み渡っていくようだった。ハイポーションと言われても納得しただろう。


    「いや、もう少しで野宿をするハメになるところでした」


    「野宿は無茶ですな。夜は狼が出ます。火も焚たかずに野宿する人間など、連中にとっては据すえ膳ぜんのようなものです」


    「じゃあマジに全滅の危機だったのか……」


    　俺たちは村に辿たどり着くなり、この宿屋の戸を叩たたいた。


    　主人は既に床につくところだったらしいが、ゾンビの群れのように疲労した俺たちを哀れに思ったのか、風ふ呂ろを沸わかして、あたたかい食事さえ供してくれることになった。


    　もっとも親切心だけではなく、プリシラが差し出した金貨も大いに効果があったようだ。


    　金貨をぽんと出す少女に主人はいぶかしげな表情をみせたが、さる大商人の娘とそのお伴の旅という嘘うその素性を語ると、あっさりと信用したのかそれ以上の追究はなかった。


    　和泉いずみは疲労より眠気が極きわみに達したのか、何も口にせずにベッドへと倒れ込んでいった。


    「見たところ、そんなに旅慣れてはおられぬようです。こんなボロ旅籠はたごに金貨をポンと出しなさるくらい懐ふところに余裕があるのであれば、馬車をお雇やといなさるがよいでしょう」


    　微ほほ笑えみながら、主人は言う。


    「貴族様が使われるような立派な馬車屋は王都か商都でなければありませんがこの村には月に何度か、物売りの荷馬車と郵便馬車が立ち寄ります。次は三日後ですな。その折に荷の隙すき間まに乗せてもらうよう交渉なすってはいかがでしょう」


    「そうじゃの。さすがにもう徒歩の旅はこりごりじゃ……」


    　ぐったりした様子でプリシラが言った。スポンサーがそう決めたのなら、俺たちに異論のあるはずがない。ともあれ、そうなるとあと三日はこの村に滞在することになる。


    　そうと決まったからには、この旅の最初の目的を達しておくべきだろう。


    「ところで、ちょっとうかがいたいんですが、こういう服、俺たちと同じような服を着た連中に心当たりはありませんかね。男の服でも女の服でも、あ、こいつのでも」


    　俺はプリシラのジャージを引っ張りながら言った。


    「ああ、そういや珍妙な服を着てなさる。あ、失礼。……ですが、心当たりはありませんな。そのような珍ちん……珍めずらしい服は一度見たら忘れませんやいや、本当に珍しい……これは」


    　どうやらクラスメートは誰もこの村には立ち寄っていないらしい。となると、もう一つの目的、修学旅行生の本分に立ち返りたい。


    「じゃあですね、このあたりに観光スポット的なものってありませんか？　史跡とか名跡とか、この村じゃないと見られないようなものがあれば嬉しいんですけど」


    「と言われましても、単なる農村ですからなァ……」


    「食べ物とかでもいいんですよ。何か名物とか」


    「食いモンなら、今テーブルの上に並んでいるもので精一杯でさ。お客さんは随分とお代をはずんでくだすったんでね、それが今のこの村でお出しできる目一杯の御ご馳ち走そうです」


    「そうですか……」


    　何もない農村だからといって「うわー、何にもねーのかよ」と言うことが失礼なことはわかる。観光地でもないところにやってきて、現地の人にそんなことを言うのは失礼極きわまりない。


    　だが、修学旅行の初しよっ端ぱなから何もない村で足止めを食うというのは、正直言えばちょっと物足りないものを感じる。村を通りがかるという商人の馬車が来るまで、トランプでもして過ごすしかないのか。


    　そんな俺たちの顔色を察したのか、主人はしばらく考え込んでいたが、やがてぽつりと、


    「強しいてこの村で名物と言やァ……」


    　言いかけて、主人の顔が曇った。


    「強いて言えば、何じゃ？」


    　プリシラも食い付く。


    「……いや、何でもありやせん。名物どころか……お客人に聞かせることじゃありやせん」


    「左様か。ではべつに話さずともよいぞよ」


    　暗い顔で何かを言いかけた主人の話を、プリシラがサクッと打ち切った。


    「何もないならないで、よいではないか。これもいい機会じゃろ。幸い丸まる山やまよりあなろぐげーむを山ほど借りてきておるからの、宿に引き籠こもって遊び倒そうぞ！」


    「まあ、そうだな。それはそれで修学旅行っぽいし」


    「とりあえず基本はトランプちゅーやつじゃろ？　ＵＮＯっちゅーのもきょうみぶかいぞ」


    　プリシラがカードゲームへの意欲を燃やしていたときだった。


    「ええ、お客さんはゆっくりとしてくだせえ。あれは私どもの問題でございますから……」


    　俯うつむいたままで、宿の主人が重々しく言葉を継ついだ。


    「ん、んむ。そうさせてもらうぞよ。での、妾わらわのような初心者でも楽しめる……」


    「この村の人間にとっては地獄ですが、通り過ぎてゆかれる旅人の皆様にとっちゃ、関かかわりのねェことでございますから……」


    　主人は意外としつこかった。


    「むう……聞きゃええんじゃろ聞けば！　この村には何があるっちゅーんじゃ！」


    　プリシラが折れると、主人は深々と頷うなずき、わざとらしいほど大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「そうですか……。そこまで気に掛けてくださるんでしたら、お話しさせていただきます……」


    　苦いものを噛かみしめるような表情で、主人は顔を上げた。


    　俺たちは食事の手を止めて主人の言葉を待った。やがて、暗い顔で主人は言った。


    　まるで怪談話を始めるように。


    「出るんですよ、魔物が。最近この村にはゴブリンが出るんです」


    　ゴブリン。子鬼、小悪魔、あるいは邪悪な妖よう精せい。


    　日本のＲＰＧでは、そんな共通イメージで描かれる魔物だ。


    「ゴブリンってのァ、人語を解す、子供っくらいの体格の小さな魔物でさ」


    　ＲＰＧによく出てくるのでだいたいわかるのだが、それを言うのも無ぶ粋すいだろう。俺はパンを千ち切ぎりながら、主人の言葉に耳を傾けた。


    「曾ひい爺じいさんの曾爺さんの前の代からずっと、連中はいたらしい。その頃からかわいらしい相手じゃねェ、時折村の周りに近づいては、せっかく育てた野菜や麦の穂を囓かじっていくって悪さをする小憎らしい連中でした。ただ、それは織り込み済みでこっちもやってましたからね。ゴブリンが多めに囓ってく年の野菜はできがいいなんて笑い話もあったくらいです」


    「害獣ではあるが、そんなに深刻ではなかったというんじゃな」


    　プリシラはカードゲームに未練たらたらの様子で、さほど興味がなさそうな返事をした。


    「そのとおりでさ。それに臆おく病びような魔物でね。魔王ですか、そいつが生きてた頃だって、ちょいと鍬くわを振り上げて脅せばすぐに逃げ去っていくくらいのもんでした。それが、ここ二、三か月あまりのことです。連中、いきなり知恵をつけやがった」


    「知恵とな」


    「ええ、今年のゴブリンは違うんでさ。例年なら二、三匹がひょいと村はずれにあらわれては、野菜をちょいちょいくすねていくくらいのモンだったんですが、今年は二十匹三十匹と徒党を組んであらわれる。しかも追い回す男衆を引き付ける役、野菜を盗んで一目散に逃げていく役、退路を確保する役と、手て練だれの盗賊団のように連携ってヤツが取れてるんでさ」


    　ゴブリンのことを語る主人の顔は険しい。


    「四六時中畑に貼はり付いているわけにもいきませんし、畑を守ってりゃ鶏にわとりがやられる。鶏を守ってりゃ穀倉庫がやられる。悔しいが村の男衆だけでは追っつきません」


    「ゴブリンがものを盗むっていうと、やっぱ食うんでしょうか」


    　俺はそう訊きいてみた。さすがにゴブリンが盗品を転売するとも思えない。


    　すると、主人は僅わずかに体を震ふるわせ、その顔に恐怖の色を浮かべた。


    「出稼ぎからの帰りに、たまたま連中の住み処かの近くに迷い込んだ男が目撃した話じゃ、連中は盗んだ鶏にわとりの首を次々と切り落としていたそうです……。そしてその首から血を抜き、羽をむしり、その体をバラバラに解体していたとか……」


    「……フツーに怖いんだけど、何のためにそんなことを……」


    　思わず食事の手が止まるほど、ゾッとする光景だ。


    「それだけではないのです。奴らはバラバラに解体した鶏の肉片に塩と香辛料をすり込み、小麦粉をつけ、高温の油でカラッと揚げる……そんな身の毛もよだつようなおそろしい所業をなしているのです！」


    「スパイシーフライドチキンじゃん」


    　食欲復活。からあげ食べたい。


    「野菜は野菜で一口サイズに切って、鍋に溶かしたチーズにつけて食べていたとか……！」


    「チーズフォンデュですね。っていうかそれはそんなに驚きよう愕がくしなくてもいいのでは」


    　主人には悪いが、正直、今、自分たちの前に並んでいる食事よりずっと豪勢だ。


    「思ってたより文明的よね、ゴブリン。血を抜いたり羽をむしったり、ちゃんと鶏とり肉にくの下処理をしているところがにくいわ」


    　塩味だけの野菜スープを口に運びながら、綾ちゃんがそう言った。


    「ふらいどちきんとは何じゃ？」


    　プリシラは興味深そうに目を輝かせて聞いてくる。


    「そういや宮廷で出してもらった料理もうまかったけど、ほとんど煮るか焼くか蒸すかだったもんな。この辺はまだ揚げ物はない文化なのか」


    「あげものとな!?　未知の響きじゃが、食いしん坊の本能を刺激する言こと霊だまを感じるぞよ……！　詳細希望！」


    「詳細つっても……熱した油の中に食材を入れて加熱する調理法だ。お前、ポテトチップスばりばり食ってたろ？　あれも芋を油で揚げたやつだよ」


    「おお、あれもむっちゃうまかったぞよ。この世界じゃと食用油はそれなりに貴重品なんで、そんなふんだんに油を使うのは贅ぜい沢たくなんじゃよ。うーむ。今んとこ、ぬしらの世界の食い物にはハズレがないからの。フライドチキンっちゅーのはぜひとも食いたいの～」


    　食い物の話で空気が妙に明るくなってしまったが、主人の顔は依い然ぜんとして暗い。


    「そういうことがもう十回以上続いてんでさ。もとより人を傷つける魔物ではねえ──というより、まともに人間サマと戦っちゃあ勝てねえこともわかっているんでしょう。だから、戦わずにただ盗む。野菜、小麦粉、チーズ、鶏、鶏けい卵らん、鍋や釜──。まだ首括くくるほどじゃァねえが、これが続けば先はわからねえです……」


    　主人は辛そうに肩を落とした。


    「しかし、ここは王都の直轄領であろ。王都に助けを求める使いは出したのかや」


    　そこまでの窮きゆう状じようを聞くと、さすがにプリシラも王女らしいことを言う。


    「へえ。これまでに数度、軍の皆様に出張っていただきやしたが、ゴブリンどもは勘の鋭い連中でして、兵隊さんがおられる間は近寄ってもきません。かといって、野に連中を追って討伐していただくには兵隊さんの数も足りず、またいつまでも駐留していただくわけにもいかず……。軍の皆様が王都へ引っ返したところで、またすぐに湧いて出るんでさ」


    「ふーむ。しかし、何でまた急にゴブリンが知恵をつけたんじゃろかな」


    　確かに、数百年もずっと同じ性質だったゴブリンが、いきなり知恵をつけたというのは何か理由がありそうだった。


    「しかし、この村の未み曾ぞ有うの危機に、あなたがたが来てくださった！　これこそ天てん佑ゆう神しん助じよというもの！　実は私、この村の村長を務めております。この村を代表して、あなたさま方にお願いがございます！」


    　主人──村長はいきなりぱっと顔を輝かせ、食卓に身を乗り出した。


    「……は？　いや、俺たちはただの修学旅行生なんすけど」


    「隠さずともよろしゅうございます。あなた方の正体は存じております」


    　村長の口調があまりに自信満々なので、俺は思わずプリシラに目をやった。


    　どうやら王女だとバレてしまったらしい。やはりポンと金貨を出したのがまずかったのか。


    　身分を明かすと王都に話が伝わって、プリシラが連れ戻されるかもしれない。


    　何とか誤魔化そうと、言い訳の言葉を捻ひねり出そうとしたとき。


    「あなた方は伝説に語られる客人神まろうどの方々に違いありません！」


    　村長の言葉に、俺たちは思わず顔を見合わせた。


    「民の嘆きが地を覆おおうとき、キモき襟えりの衣を纏まといし客人神まろうど、流星とともに彼方より来たりて民をそれなりに救わん……。この村には古くから、そのような伝説が伝えられておるのです。私は一週間ほど前、東の空に流星を見ました。その数日後、伝説そのままの格好をしたあなた方が困窮するこの村に現れたのです……」


    「あんまり敬意のない感じの伝説だが……」


    　そういえばプリシラが、学ランやセーラー服のことも含めて、この世界には客人神まろうどの伝説が伝わっているとか言っていたが。学生服ってこの世界の文化ではそんなに変なデザインなのか。


    「お願いでございます。どうかあなたさま方のお力でこの村の窮状をお救いください！」


    「お救いと言われても、何をすればいいんでしょう。あ、とりあえずお話を伺うだけで、やると決めたわけではありませんが」


    　綾あやちゃんが冷静にそう聞き返す。


    　俺たちを異世界よりの客人神まろうどと確信した主人は嬉しそうに言う。


    「ひとつはゴブリンたちの討伐。そしてもうひとつは村おこしでございます」


    「ええと、ゴブリン討伐はわからなくもないけど、村おこしというのは？」


    　渋々、俺は話を聞くことにした。


    「ゴブリンどものせいで、我が村の蓄えはかなり減ってしまいました。このままでは次の冬を越せるかどうか……。そこで、客人神まろうどの皆さまからナイスな村おこしのアイデアをいただきたいわけでございます！」


    「いや、俺たちＴＯＫＩＯじゃねーから」


    「それはどなたで？」


    「真の勇者です」


    「じゃあＴＯＫＩＯじゃなくても我慢するんで、この村を救っていただけないでしょうか」


    「なんて言い草だ……」


    　途中から気づいてたけど、この村長けっこう図々しい。


    「ひょっとしてこれってあのパターンじゃないの。引き受けた末に私たちとゴブリンが共倒れになって『結局、最後に勝ったのは我々でもゴブリンでもない。村人だったということさ……』みたいなオチになるやつじゃないの」


    　綾ちゃんが嫌なことを言った。


    　是とも否とも言えずに、俺たちがお互いの顔色を窺うかがっていたとき。


    「村長よ、安心せよ。ゴブリンごとき案ずるにおよばぬぞよ」


    　そう言い放った少女に、一同の視線が集中する。


    「この異世界より来たりし勇者たちが、この村を救ってくれようぞ！」


    　プリシラは立ち上がって、そう宣言してみせた。
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    　一夜明けた翌日、俺たちはあてがわれた宿の一室に全員集まっていた。


    　プリシラの城にいたときと違って、一室といっても、全員分のベッドが並んで置かれている大部屋だ。男女の別さえないが、これくらいの規模の村にある宿屋というのはこういうものらしい。


    「というわけで、第一回・異世界学級会を開廷します。司会進行は私、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが務めさせていただきます。書記は坂さか上がみさん、お願いね」


    「は、はいっ」


    　学級会につきものの黒板がないので、議題や挙がった意見は坂上がノートに書き留めていくことになった。臨時の異世界学級会。議題はもちろん、プリンセスがその場のテンションで安請け合いしてしまったゴブリン退治＆村おこしの件である。


    「ったく、簡単に安請け合いしやがって」


    　と俺がプリシラを責めると、


    「いいことではないか。諸国漫遊と人助けはワンセットだ」


    　時代劇マニアの和泉いずみが嬉しそうに言う。代官ではないものの、村人を苦しめる悪党退治ができるとあって、和泉の機嫌は明らかによくなっている。


    「つっても俺ら水戸黄門じゃねーし。プリシラが懐ふところから王家の紋章を出して解決できるんならいいけどさ、相手はゴブリンだろ？　王家の威光が通じるのかよ」


    「まあ村を救うということに異論はないけれど、問題はどうやってやるかよね」


    　綾あやちゃんも腕組みをしながら言う。


    「まあ、いうてもゴブリンじゃからの。ぬしらでも倒せんことはないじゃろ」


    　請うけ負った本人は暢のん気きなものだ。ベッドに横になったまま、アポロチョコレートをぽいぽい口の中に放り込んでいる。


    「倒せんことはないっていうけど、文化系高校生の手に負えるのか？」


    「そうじゃのー。ゴブリンっちゅーのはお前らの世界でいうところの、観光客の弁当を奪いに襲ってくる野生の猿くらいの強さじゃの」


    「くそ、みんなで力を合わせれば何とかなりそうなラインをついてきやがって……」


    　ゴブリンと言われてもいまいちピンとこなかったが、猿害に苦しむ農村といわれればよくわかる。ゴブリン＝ニホンザル。先ほどの宿の主人の話をそう置き換えてみると、別の世界の話のようだった魔物の悪さというのも、実に自然と腑ふに落ちた。


    　山から農村に下りてきては、村人たちがせっせと作った作物を奪って逃げていく猿たち。


    　確かに深刻な被害であり、しかし、何とかなりそうな気がしないでもない。


    「そんな無法者に対抗できるのは力しかない！　私の剣で打ちのめしてくれる！」


    　和泉が木刀を天に向かって突き上げた。


    「はい、という意見が和泉さんから出ました」


    ・対抗できるのは力のみ


    ・和泉さんが木刀で打ちのめす


    　と坂さか上がみが箇条書きでノートに記していく。それだけ見ると、暴走族が抗争前に記した作戦ノートみたいである。


    　あまりにオーソドックスで当たり前の正攻法だが、それだけに最も効果的なように思える。


    「んむ。文化系の連中はともかく、体育会系の連中ならゴブリンごとき、正攻法でいけるのではないかの」


    　この中で体育会系といえば、和泉と宗むな像かたの二人だ。


    　厳密にいえば表現芸術でもあるボディービルが体育会系なのかどうかはよくわからんが、肉体派であることには間違いないだろう。


    　ニホンザルくらいの大きさのゴブリンと、体重百キロのお肉の塊かたまり、それも贅ぜい肉にくでなく磨みがき抜かれた筋肉の塊君と、どちらが強いかというのは明白だ。


    　そして、体力では宗むな像かたほどではないものの、地元の不良生徒たちを震ふるえ上がらせた過剰防衛の女王こと和泉いずみ刀とう香か。木刀とはいえ、ニホンザルにぶちかませば倒すことは容易だろう。


    　が、その意見に対し、すぐさま反論がなされた。


    「それは、ちょっと安易すぎるかもしれない」


    　この場の議長でもありクラス委員長でもある綾あやちゃんが、和泉の案に疑問を呈した。


    　俺のことはうっかり八はち兵べ衛え扱いの和泉も、綾ちゃんに対しては一目置くところがある。綾ちゃんがうまく立ち回ったおかげで、いくつかの過剰防衛がギリ正当防衛に収まったことも何度かあるのだ。


    「たとえば和泉さんがゴブリンを叩たたきのめしたとしましょう。でも和泉さん。和泉さんは、ゴブリンを根絶やしにできる？　言葉をオブラートに包まずに言うと、皆殺しにできる？」


    「──わたしはただ、悪を為なす者を成敗するだけだ」


    「成敗といったって、痛めつけて捕まえてお白しら州すで裁判にかけるわけじゃないんでしょ？」


    「まあのー。魔物を裁判にかけるなど、聞いたことがないの」


    　横おう臥がしたまま、プリシラが言った。


    「ちゃんとすべてのゴブリンを排除できないのであれば、私たちが去ったあとに残るのは、仲間を痛めつけられて恨みに燃えるゴブリンたちと、その脅威に対抗する力を欠いたままの村。一時的にゴブリンの勢力は弱まるかもしれないけれど、将来に禍か根こんを残すことになる。それでは何の解決にもならないわ」


    「……確かに、委員長の言うとおりかもしれない」


    　興奮が少し冷めたように、和泉いずみが突き上げた木刀を下ろしていく。


    「まあ委員長の言うとおり、中途半端に叩たたいてもあとがまずいかもしれんのー。それに命乞ごいするゴブリンに木刀を振り下ろすっちゅーのも、楽しい旅行の初しよっ端ぱなにはきついのう」


    　言って、プリシラはぽいとアポロチョコを口の中に放り込んだ。


    「待って、ゴブリンって喋しやべれるの？」


    「宿の主人──村長が人語を解すと言うておったろ？」


    「それって、飼い主が飼い犬に命令したお手とかお座りとかの意味を悟れるってくらいのことかと思ってた」


    「んにゃ。フツーに意思の疎通が、つまりこっちからあっちに、あっちからこっちに、互いに言葉で意思疎通が可能なレベルじゃよ」


    「そうなると、ちょっと殺す殺さないの話はキツいよな……」


    　おともオーディションの折に宝たから田だが言っていたように、大型の動物を殺すということは、リアルに考えると抵抗がある。悪い魔物を懲こらしめる、と簡単に言ったところで、それは殺すか、そこまでいかずとも、木刀を頭にフルスイングするということなのだ。


    　俺たちは、車にはねられた野良猫の死体さえ、たちまちのうちに市の清掃員が片付けてくれる世界に生きていた。死と隔絶された潔けつ癖ぺきな世界に生きている俺たちにとって、昆こん虫ちゆうくらいならまだしも、それなりにでかい生き物の死体はきつい。まして人語を解する生き物は、自分たちの手では極力殺したくない。


    　しかし、武力によって叩たたきのめすという、フィクションの中で数々の勇者がとってきた方法がとれないのであれば、どうすればいいのだろうか。


    「戦うのがダメなら……プリシラ、何かアイデアあるか？」


    「妾わらわ、話し合いにそろそろ飽きてきたぞよ。やっぱ大富豪やらぬか？」


    　ベッドにごろりと横になりながら、トランプをシャッフルする無責任王女。


    「てめー責任持てよ、お前の領土だろ。この村から、お前の暮らしのための税金出てんだろ」


    　俺が言うと、プリシラはベッドから降りて大きく伸びをした。


    「んでは、ちょいと村の様子でも見に行かぬか。部屋で頭を捻ひねっておるだけでは行き詰まろう。村の防衛も村おこしも、まずは村の実態をこの目で見るのが先決であろ。妾も農村の暮らしというものが見てみたいぞよ」


    　みんなもさすがに、折角の旅先で宿に籠こもって話し合いを続けるのが疲れてきたのだろう。


    　誰もプリシラの意見に反対することはなかった。
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    　宿の主人が触れて回ったのだろう、村人たちの好奇の視線が突き刺さってくるものの、その表情には俺たちへの期待が見てとれた。そうなると、そんなに乗り気ではなかったものの、なんとかしてやりたいという気持ちも湧かないではない。


    「やっぱり、お土産みやげ屋さんの一軒もないのね」


    「そりゃ農村じゃからの。大都市でもなければそんな余分なものはないぞよ」


    　余分という言い方は何だが、俺たちが泊まっていた宿のほかは民家が並んでいるだけ。村で生産できないものは月に数回訪れる旅商人に頼っているらしく商店のひとつもない。あとは畑と鶏けい舎しや、それに穀物倉庫くらいのものだ。


    　ただ実際に歩き回ってみると、何もない農村というのは現代日本からやってきた俺たちにとってはむしろ新鮮で、これはこれで牧歌的な楽しさがある。


    　プリシラにとってもそれは同じらしい。民家のつくりも、動き回る鶏にわとりも、畑というものも、どれもプリシラにとっては好奇心を大いに刺激されるものらしかった。


    「田舎のヤンキー少女」


    　そう呟つぶやいて、鶏に追い回されるプリシラの姿を、綾あやちゃんがデジカメに収めた。


    「ゴブリン退治はひとまずおいといて、先に村おこしのほうを考えてみたら？」


    　村を歩きながら、綾ちゃんが言う。


    「身も蓋ふたもないけど、お金があれば大抵のことはできる。この村が今よりもう少し豊かになれば、ゴブリン対策だって傭よう兵へいを雇ったり、防護柵さくを作ったりできるわけでしょ？」


    　確かにそれはそうだ。ある程度文明が発達した世界では、金こそが世界でもっとも汎はん用よう的な力である。


    「しかし、高校生に村おこしって言われてもなあ。単純に考えれば新たな産業を興おこすってことなんだろうけど」


    「おぬしらの世界のナイスな産業をお手軽に紹介してくれればよいのではないか？　村人が期待するのもそういう文明ショートカット的なところであろう」


    　鶏にわとりから逃げきったプリシラが、息を切らせながら言う。


    「つったって、ＩＴ産業を興おこすわけにもいかないしなあ。絹織物だ製鉄だってのも、もとになる資源あってのものだ。蚕かいこも鉄鉱石もないのに、つーかあっても専門知識がなきゃ無理だ。仮に俺たちが専門家だったとしても、そんな大規模な産業は一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃとても」


    「つまり、私たち程度の知識でも可能で、私たちが逗とう留りゆうする数日間でできて、かつこの村の資源を利用した村おこしじゃなきゃいけないのよね……」


    　綾あやちゃんが問題点を整理する。そう言われると、何もできそうな気がしてこない。


    　そのとき、それまでお地蔵さんのように気配を消していた少年が、言った。


    「近代における街の発展は、いかにして鉄道を誘致するかが鍵かぎでありました。僕らもそれを参考にするのはどうでしょう」


    　二年一組の誇る鉄てつちゃん。血の通った乗り換え案内アプリこと、鉄くろがね道みち夫おであった。


    「鉄、ちょっと待って。俺たちが鉄道を敷くのはさすがに無理だぞ」


    　まず蒸気機関を発明して、大規模な鉄工所を作り、石炭を掘って線路を敷ふ設せつしなければならない。とても三日では無理、っていうか単なる高校生の集団では十年かけても無理っぽい。


    「さすがに僕もそこまでは言いません。ですが、この旅に出る前、王女は仰おつしやいましたよね。この世界は平和になったので、僕らでも旅をしていけるだろうと」


    「んむ。魔物が凶暴でなくなったから、旅も容易たやすくなった」


    「ということは、この先、この国において人と物資の移動がより活発になると思われます。旅、旅行という文化が花開くのです。特に王都の手前にあるこの村は、そういった旅人や商人に対しての商売を行うチャンスが大いにあると思います。僕らはこの村に着いたとき、観光スポットや名物はないのかと尋ねました。しかし、なかった。であれば逆に、それがあればこの村が栄えていくためのきっかけとなるのではないでしょうか」


    「日本の江戸時代でも、お伊い勢せ参りへ向かう旅人や大名の参勤交代が落とす金で幾つもの宿場町が栄えていた。交通の要よう衝しようということならば、それで発展する可能性は大いにある」


    　黄こう門もん様の道中記の大ファンである和泉いずみも同調する。


    「つまり、俺たちがここを観光地化する……ってことか？」


    　俺が言うと、鉄くろがねはお地蔵さんのような顔で頷うなずいた。


    「それじゃよ！　修学旅行として観光地をエンジョイしたいのなら、お主らが自分の力でこの村を観光地にして、それから観光だの修学だのすればいいんじゃよ！」


    「なんちゅう強引な……自作自演観光旅行か」


    「でも、考えてみる価値はあると思うわ。農業や工業でなく、サービス業での村おこし」


    「けど、観光地化つっても……遊園地を作るわけにもいかないし、史跡や名勝は、ないものは仕方がない」


    「あの……この村でしか買えない名物があるというのはどうでしょう。私のお父さんは出張のたびに、木彫りの熊とかペナントとかを買ってくるんです」


    　こんどは坂さか上がみが言った。観光地にあるペナントはいったい誰が買っているのか疑問だったのだが、坂上の父親だったのか。


    「……まあ、ペナントは置いとくとしても、お土産みやげになりそうな名物ってのはいい線かも」


    「むしゃ、ぬしらの世界のおやつとかを作って売ったらいいんではないか？　カール作ろうぞ。あれむっちゃうまい」


    　我らの世界のおやつを口に放り込みながら、プリシラが言った。


    「そうか、食べ物が名物という線もあるな」


    　最近だと、Ｂ級グルメで町おこしという話もよく聞く。もちろん現代日本の話ではあるが。


    「ただカールは明治製菓さんの高度な技術と設備が必要なんだよ。だいたいこの村にはトウモロコシがないだろう。あっても作れねーけど。あ、ポテトチップスは？　油があるんなら作れるだろう。ジャガイモも作ってるみたいだし」


    「でもそこまで単純なものだと、一回食べた人にすぐ真ま似ねされちゃうから名物にはなりにくいわよ。それに油って高級品なんでしょ？」


    　それは確かに、綾あやちゃんの言うとおりだった。


    「んー、でもチョコ菓子とか作れたら、妾わらわはむっちゃ食うぞよ」


    「チョコ菓子つっても、この世界にカカオとか砂糖ってあるのか？」


    「カカオ。なんじゃらほい。砂糖はないことはないが高級品じゃの。この世界で甘いモンちゅーたら、果物かハチミツがメインじゃの」


    「だからお前、特にチョコ菓子に夢中になってたんだな」


    　甘味が少ない世界のチョコ菓子は、そりゃうまかろう。


    「じゃあ、逆に考えてみたらいいんじゃない。甘い物さえ作れれば、大ヒット間違いなし。きっと特産物になるわよ」


    「おお、スイーツじゃの！」


    　プリシラが興奮しながら諸手を挙げて叫んだ。


    「甘いモンが少ない世界でスイーツって言葉はあるのかよ」


    「でも、そもそも砂糖が使えないんならね……。ハチミツや果物だって、他の村から運んでくるならやっぱりコストがかかるだろうし。この村で調達できるものといえば、小麦、卵、チーズ、鶏肉、それにおイモやレタスなんかの野菜くらいみたいだけど」


    　となると、そもそも甘味がない。


    　と、そのとき、またおずおずと坂さか上がみが手を挙げた。


    「あの……プリシラ王女は、ご両親がビールかけ大会に行っている最中だと仰おつしやっていましたよね？　ということは、この世界にはビールはあるんですよね」


    　そういえば最初にそんな話があった。


    「ん、おお。お酒は二十歳はたちになってから、じゃがビールは存在するぞよ。この村でも自家製のビールを造っておるようじゃった。そういえば大臣のやつめが土産みやげに地酒を買ってきてほしいアピールしとったの。では酒って特産品として成立するんではないのかの」


    　プリシラが言うが、それは実現可能性は低そうだ。


    「酒って造るのにけっこう時間かかるんじゃなかったっけ？　それに、そんな簡単にうまい酒って造れるのかな。そもそも俺たちじゃ作ったとしても味見できないし」


    　俺が言うと、坂上は胸の前で手を振った。


    「えっと、そうじゃないんです。お酒じゃなくて……その、スイーツに砂糖が使えないのであれば、水みず飴あめを使えばいいんじゃないでしょうか。ビールが存在するということは、おそらく麦ばく芽がが使えるので……」


    「え、水飴って砂糖水を煮詰めて作るんじゃないの？」


    　俺が言うと、坂上はかわいそうな子を見るような視線を俺に向けた。


    「ええと……砂糖水を煮詰めるとキャラメルになってしまいます……」


    「え、キャラメルってシナモンとかカカオみたいに、キャラメルの木みたいなのがあるんじゃないのか？」


    　坂上の視線に含まれるかわいそう度合いがさらに濃度を増した。しょせん俺の雑学はウィキ様の十万分の一。わからないことだってある。そして、水飴の作り方だってわからない。


    「ではご説明します」


    　坂上が自分の荷物から引っ張りだしてきたのは、教科書だった。それも家庭科ではなく、生物の教科書だ。坂上が開いたのは、酵こう素その働きについてのページ。


    　そして、坂上先生の異世界授業が始まった。


    「ええと、ご飯やパンを口の中で咀そ嚼しやくし続けると、甘味を感じることってありますよね」


    「おお、あるぞよ」


    　生徒プリシラが返事をする。どうも坂上に対しては非常に素直だ。


    「あれば唾だ液えき中に含まれるアミラーゼという酵素が、穀こく類るいに含まれたデンプンを分解してブドウ糖にするからなんです」


    「そうじゃったのか……。何を言うとるのかさっぱりわからんが、とにかくそういうアレで甘くなるのじゃな……」


    「ええと、まあざっくりと理解していただければ」


    「んん？　ということはあれか？　口の中でもぐもぐやったパンを吐き出して甘味つけに使うというのか……？　妾わらわもよその国の食文化にケチをつけるつもりはないのじゃが、お前らの国の食い物、いくらなんでもマニアックすぎるじゃろ。さしもの妾もちょっとドン引き」


    　顔をしかめるプリシラに、坂さか上がみが慌てて言う。


    「いえっ、あの、アミラーゼは唾だ液えきだけでなく、麦ばく芽がなどにも含まれているんです。発芽させて酵こう素そが活性化した状態の麦芽と一緒にデンプン質のもの、お米やイモなどを煮ることによって、人間の口の中で起こることと同じ反応を起こすことができるんですこうして作られた水みず飴あめは、砂糖が安価に供給されるまでは庶民のための甘味として広く普及していて、お米で作った水飴は、日本書紀にも出てくるくらい昔から存在したんです」


    「あ、それじゃあ……」


    　坂上先生は教科書を閉じ、不安げな表情で、しかしはっきりと言った。


    「はい。この村にあるものだけでも、甘味づけのための水飴が作れるかと……。いちから乾燥麦芽を作るのにはそれなりの時間がかかりますが、ビールを造っているのであれば、その過程に使用するためのものがあると思います」
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    　俺たちが村に逗とう留りゆうして二日目。


    　くつくつと煮える鍋の中に、磨すり潰つぶされたイモと、乾燥麦芽が放り込まれていた。


    　俺たちは宿の炊事場を借りて、水飴の試作を行っていた。麦芽がデンプンを糖に変えるまでおよそ一日かかるということなので、すでに一日を跨またいでいる。


    「たぶん、これで完成だと思いますが……」


    　坂上が言うと、少しとろみのついたそれをプリシラは匙さじで掬すくい、ぺろりと舐なめる。


    「おお、まじに甘い」


    「小学校の修学旅行で塩を作る体験学習とか、和紙を漉すく体験学習とかやった記憶があるけど、それを思い出したわ」


    　綾あやちゃんもそう言いながら、水飴を口に運ぶ。


    「ほんとだ。独特の風味はあるけど、ちゃんと水飴だ」


    　その言葉を聞くと、坂上はほっと胸を撫なで下ろした。何もないところからスイーツを作り出すなんて、まるで魔法使い──いや、さすが賢者・坂上雪ゆき乃のだった。魔法のある異世界なんだから物理法則や化学法則が違っていても不思議じゃないのだが、そのあたりは共通していたらしい。


    「じゃあ、この水飴で金を稼いでゴブリン対策もしてもらうということで一件落着……だな？」


    　と俺は思ったのだが、プリシラの顔は渋い。


    「うむ……。この国の民は甘みには餓うえとるから、麦とイモから甘いもんが作れるっちゅーのは革命的じゃと思うし、それなりに売れるとは思う。じゃが……」


    　プリシラは鍋を見下ろしながら腕組みをする、


    「これではテンション上がらんくない？」


    　匙さじで水みず飴あめを掬すくいながら、少し不満げに言った。


    「たとえばじゃよ。修学旅行先で女子が四人できゃいきゃい言いながら観光しとってじゃよ、なんか食べようかっちゅーて、わらび餅もち食うのもパフェ食うのも生クリームてんこ盛りのパンケーキ食うのもええじゃろ。女子四人がきゃいきゃい言いながらそういう甘味を囲むのは華やかでいいが、旅に疲れたおっさんが四人で水飴ペロペロ舐なめとったらちょっと陰いん鬱うつじゃろ」


    「それは女子を疲れたおっさんに変えたからではないのか？」


    「んでも、妾わらわがアルフォートとかトッポを初めて食うたとき『これメガヒット間違いなし！』って瞬時に思ったほどの感動があったぞよ。人を惹ひきつける食いモンっちゅーたら、もっとテンションが上がるもんじゃないとあかんじゃろ。食いモンで村おこしをするっちゅーなら、もうちっとインパクトが欲しいのう」


    「……ご、ごめんなさい……水飴のような地味なものしか作れなくてごめんなさい……」


    　坂さか上がみが俯うつむいてブツブツと謝りはじめた。


    「あっ、いや、坂上先生が悪いわけではない！　おいボンクラ、そろそろおぬしも何か考えよ。この水飴を使って心躍るスイーツを作ってみせよ！」


    「えっ、この水飴でスイーツを!?」


    　って言われても、俺は料理なんか全然わからないし。


    「そうだ、宗むな像かたはなにかアイデアはないのか？」


    　俺と同じく、まだ何のアイデアも出さず、さっきから部屋の隅で大胸筋をピクピクさせていた男に話を振ってみた。宗像は立ち上がってポーズを決める。


    「フ……私は頭脳派と肉体派、どちらに見えるかな？」


    「にくたいだね」


    「だろう……。であれば、私の頭脳に期待など寄せないでくれ。その代わり、筋肉に寄せられた期待は百パーセント中の百パーセントで応えよう……」


    　そう言って、また別のポージングをキメた。俺と同じ役立たずがいて安心！


    「俺たちの時代の菓子の、砂糖を水飴に置き換えたとして……つーか水飴で作った菓子ってなんだ？」


    　一応俺も頭を捻ひねってみるが、ぜんぜん思いつかない。


    「現代の視点で考えるから難しいのではないか？」


    　木刀を手の上で弄もてあそびながら和泉いずみが言った。


    「私たちが普段食べていたような菓子は、現代ならではの高度な技術や多彩な材料によって作られている。それらを再現することは難しい。しかし、たとえば江戸時代でも人気だったものを作ってみればいいのではないか？　江戸時代には高度な科学技術を用いた設備もないし、砂糖も高価だった。つまり、この村とさほど状況は変わらない」


    「江戸のスイーツっていうと、羊よう羹かんとか、饅まん頭じゆうとか……？」


    　しかし、あれはあんこが必要なはずだし、そもそも羊羹の作り方なんてわからない。それはさすがに坂さか上がみの持参した教科書にも載ってないだろう。


    　だが、和泉は不敵に笑って首を振る。


    「私の考えが正しければ、あれならいける。老若男女、みんな大好き。黄金色をしたにくいやつ──」


    　そして、その名を口にした。


    「ゴブリンだ！」


    　その声が響き渡ると同時に数秒の沈黙が訪れた。


    「ゴブリンを……つくる？」


    　全員が怪け訝げんな表情で和泉を見る。


    「……今のは私ではないぞ」


    　和泉も困惑した表情を浮かべるが、声の主はすぐに知れた。


    　宿の主人が血相を変えて、客間に飛び込んできたのだ。


    「お客人、大変です。連中が、ゴブリンが出ました！　どうかご自身のお荷物だけでも、奪われないようかかえなすってください」


    　大変とは言うものの、主人の目は異世界からの勇者への期待で輝いていた。


    「特産品作りの話はあとだ。叩たたきのめすことはせずとも、追い払うくらいのことはできよう」


    　言うが早いか、和泉は木刀を片手に飛び出していこうとする。その和泉を、綾あやちゃんが呼び止めた。


    「待って、和泉さん」


    「何だ委員長」


    「ゴブリンのことで、ちょっと頼みたいことがあるんだけど」


    「頼みたいこと？」


    「理由はあとで話すわ。ゴブリンを生け捕りにしてきてほしいの。できるだけ傷つけずに」


    「──承知！」


    　言って、和泉は疾風のように飛び出していった。その後を、宗むな像かたもシャツを脱ぎ捨てて追う。シャツを脱ぐ意味はいまいちよくわからなかったが、ようやく肉体派の出番だ。


    「無事でいてくれよ……」


    　俺は飛び出していた二人を見送って、そう呟つぶやいた。


    「無事でいてくれよ、じゃないでしょ？」


    　綾あやちゃんが冷たい視線をこちらに向けている。


    「え？」


    「男の子でしょ？」


    「いや、でも文化系の男の子だし」


    「文化系がどうしたの？」


    「文化系……」


    　俺は助けを求めるように、鉄くろがねへと視線をやるが、それを先回りするように、


    「仕方ないじゃないの。鉄君は鉄道マニアでしょ？」


    　と言われてしまう。それは鉄道マニアへの逆差別ではないのか。


    　ともあれ、幼なじみのとても冷たい視線に耐えきれなくなった俺は、


    「お前たちだけを危険な目にはあわせないぜ！」


    　そう叫んで、しぶしぶ宿の外へと走り出した。
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    　外に出ると、村の見張り台から半鐘の音が鳴り響いていた。


    「出たぞーッ！　ゴブリンが出たぁーッ！」


    　数少ない男手が農具を片手に飛び出してくると同時に、バタバタと一斉に村中の建物の戸が閉められていく。


    「なるほど、これがゴブリンか。──いや、確かにこれは戦やりにくい」


    　和泉いずみは軽く息を弾ませていた。木刀を構えながら、苦笑を浮かべている。


    「戦ったのか」


    「いや、武器を持った私はだいぶ警戒されているようだ。間合いにさえ入れない。随分とすばしっこい連中だ」


    　なるべく傷つけずに生け捕りにしろと綾あやちゃんから言われていたため、迂う闊かつには攻撃できないということもあるだろうが、それを差し引いてもゴブリンは実に戦いにくそうな相手だった。なんせ、小さくてすばしっこいのだ。


    　二本足で走ることもあれば、四肢を使って地を駆けることもある。木々をするすると登っていったかと思えば、隣接した家屋の屋根から屋根へ飛び移る身軽さも見せる。


    　プリシラの言ったとおり、まさに猿さながらだ。


    　確かにこれは、老人や女子供の足では捕らえきれないだろう。


    　さらに、そういう本能なのか戦略として意図してそうしているのかはわからないが、ゴブリンはとにかく戦おうとしない。しきりに挑発行動を繰り返して追わせようとはしているらしいが、けっして人間のほうに向かってはこない。ガチンコで人間と格闘戦を行えば勝てないことはわかっているのだろうか。


    　閉鎖空間での格闘戦なら勝ち目もあろうが、この広い村を舞台にしてのバトルロイヤルであれば、素早くて小さいゴブリンたちは地上に屋根上に床下にと逃げ回り放題。


    　とても人間の素早さでは捕らえきれない。


    　和泉いずみがゴブリンすべてをぶちのめすというのも、やろうとしたって不可能だったかもしれない。


    「ぬおおおおお！」


    　もう一人のバトル要員、宗むな像かたは両手を広げて逃げ惑うゴブリンを追いかけていた。どすどすと大きな足音を響かせながら疾しつ駆くする巨人。しかもなぜか上半身裸。


    　俺がゴブリンだったらたぶん泣いていただろうが、当のゴブリンたちはケラケラと高い笑い声を上げながら、宗像の太い腕をかいくぐり、あちらこちらに逃げ回る。


    　顔を真っ赤にして丸太のような腕をぶんぶん振り回す筋肉巨人と、巧みに逃げ回る小さなゴブリンたち。その光景は、まるでアメリカのギャグアニメのようだった。


    「うぬッ、ぐがあああッ！」


    　自分の股の間を潜くぐり抜けていったゴブリンを追おうとして、宗像が盛大にすっ転んだ。


    　追走劇の軍配はゴブリンに上がったようだ。


    　スポーツ選手ではないビルダーとはいえ、宗像の運動能力自体はけして低くはない。


    　だが巨体ゆえにどうしても小回りにおいては劣る。ゴブリンにしてみれば、自分の何倍も体格差のある相手を翻ほん弄ろうするのが楽しいのか、宗像の足下の周りをチョロチョロしては、宗像を引っ繰り返してその尻を蹴けっ飛ばして逃げる、ということを繰り返している。


    「和泉は確か柔術なんかもできるんだろ、それで捕まえるというわけにはいかないのか」


    「柔は人間相手のものだからな。猿の関節の可動域は人間とは違うというし、ゴブリンにも通用するかどうか。むしろそういうことであれば、技よりも単純な力のほうがいいかもしれん」


    　和泉は、ゴブリンに翻弄されながら地面を転げ回る筋肉の塊かたまりに目をやった。


    「でも宗像は宗像で、小回りがきかないからあのザマだ」


    「やりよう、だな」


    　和泉はそう言うと、木刀を下ろしてゴブリンにも目をくれず、あさっての方角へと歩き出していった。


    「古武術に伝わる──というほど大層なものではないのだがね。暴れ回る暴徒の鎮圧法として、伝えられるものがある。いたずらに相手を傷つけずに征圧するにはどうすればいいか。殴なぐらず、蹴らず、斬らず、相手の動きを制限する術」


    　言いながら、和泉いずみは木刀の先で、宿の軒先に干してあったシーツを引っかけ、手元に寄せた。


    「包むんだ」


    　言って、シーツをかかえるとその端を俺に預け、木刀を放り出し、自らもシーツの逆端を持って、ゴブリンに翻ほん弄ろうされる宗むな像かたのもとへと走った。俺も慌てて、シーツを持ってそちらへ走る。


    　ゴブリンは宗像の尻の上で跳ね回っていたが、急に自分たちへと向かってきた人間たちを認めると動きを止めた。だが、ニヤニヤ笑いは崩さない。


    　宗像にそうしたように、直前でかわそうとしているのだろう。膝ひざを曲げてバネを溜ためた瞬間だった。


    「今だ、かぶせろ！」


    　和泉の声に合わせて、俺はシーツの端を広げた。


    　ゴブリンもとっさにかわそうとしたが間に合わない。その体へと、まだ生乾きで水分を含んだシーツが纏まとわりつく。


    「さあ宗像君、仕事だぞ！」


    　和泉の言葉とともに、巨大な肉の塊かたまりが飛んでいた。


    「フンッ！」


    「ギエェエエエエ！」


    　役立たずの肉塊では終わるまい、ここが見せ場だ！　とばかりに、シーツ越しに、ベンチプレス二百キロを挙げる男の全力のハグが炸さく裂れつしていた。
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    「何見トンジャイ、ぼけ、かす、人間！　見セ物ジャネーゾ！」


    　ロープでグルグル巻きにされたゴブリンが、部屋の中央に転がされていた。残りのゴブリンは蜘く蛛もの子を散らすように逃げていったが、ともかくこの一匹は生け捕りにすることができた。


    「へえ、本当に流りゆう暢ちように喋しやべるのね。思ってたより愛あい嬌きようあるじゃない」


    　綾あやちゃんがゴブリンの顔を覗のぞき込んで言う。


    「ケッ、ワイモ男ジャア！　煮ルナリ焼クナリ好キニセンカイ！」


    「妾わらわはあげものがいいの～」


    「ヒッ、鬼カ貴様ラ！　おーがカ！」


    　ゴブリンは怯おびえながらプリシラを見上げる。


    「ああ、鬼も比ひ喩ゆじゃなくて存在する世界なのね。さておき、ゴブリンさん、カラッと高温で揚げないから、ちょっと話を聞いてくれない？」


    「話ダト？」


    「そ。あなたたちのことを知りたいのよ。そのために、あなたと交渉の場を設けたというわけ」


    　つまり綾あやちゃんは、ゴブリンと何らかの取引をする、もしくは情報を引き出すために生け捕りにしたというわけらしい。


    「ケッ、仲間売レ言ウンカ？　ボケガァ！　ごぶりんニハナ、仲間ヲ売ル奴ナンカ、オレヘンノヤ！」


    　威勢のいいことを言うゴブリンの頭三センチ上のところを、和泉いずみの木刀が唸うなりをあげて走り抜けた。


    「け、けーすばいけーすヤナ。場合ニヨッテハ対話ヲセンコトモナイネ」


    　なかなかわかりやすいゴブリンだ、俺は友達になれるかもしれない。


    「じゃあ、まず基本的なことから聞きたいんだけど、どうして村の食べ物を盗むの」


    「ダッテ、ごぶりんダッテ食ベナキャ死ヌ」


    「そりゃそうでしょうけど、でも村から食べ物を大量に盗むようになったのってここ数か月のことなんでしょ？　それまではどうしてたのよ」


    「ワレワレごぶりんハ、モトモトハ野生ノ植物ヤ昆こん虫ちゆうヲ食ベテ生キテキタ……。ダガ、村カラ奪ッテ口ニシタ野菜ヤ鶏にわとりノ何ト美う味まイコトカ！　しーざーさらだ、ふらいどちきん、ちーずふぉんでゅ……ムッチャ美味イ」


    「食材を盗むだけじゃなくて、ひと手間かけて食ってやがる」


    　俺が言うと、ゴブリンは誇らしげな表情をみせた。


    「あのね、盗んだ食材で好物のフライドチキンを作ってあげて、それでお子さんが喜ぶと思う？　稼ぎの中から家計ををやりくりして食べさせてあげなきゃ」


    「主婦を捕まえた万引きＧメンの説教か」


    「ソナイ言イマスケドナ、アンタ、ばーにゃかうだ食ッタ翌日カラ、ばったヲ見ツケテ食ベル食生活ニ戻レマッカ？」


    「なんで小こ洒落じやれたパーティーメニューみたいなもんばっかり食べてんのよ」


    「バーニャカウダ!?　な、なんじゃその失われし古代都市みたいな名前の食いもんは！　詳細希望！」


    「お前はいったん食い物の詳細を希望するのやめろ」


    　俺は前のめりになったプリシラの襟えりを掴つかんで引っ張る。


    「トニカク、ソウイウワケヤ……。ごぶりん、一度上ガッタ生活水準ヲ下ゲルコトハデキヘンノヤ……」


    「あのね、万引きは犯罪なの。捕まったあとスーパーの事務室で『お金払えばいいんでしょ！』とか逆ギレしても遅いのよ？」


    「セヤカテ、ごぶりんダッテ美味イモン食イタイガナ。エエ暮ラシシタイガナ」


    「あのねえ……」


    　ゴブリンをビシッと指差し、綾あやちゃんは言い放った。


    「いい生活がしたかったら、働きなさい。働いた対価としてものを得なさい！」


    　正論だ。実に正論だ。


    　あまりに正論だが、ただし、その相手がゴブリン。猿的な生き物。


    　果たして猿にその正論が通じるのだろうか。


    「働ク……？　働クトハイッタイ何ダ!?」


    　ゴブリンは目を見開き、太古の文明を滅ぼした禁きん呪じゆの名を耳にしたように怯おびえ、ブルブルと震ふるえだした。未知のものが孕はらむ強大な恐怖が、この小さな魔物の心を押し潰つぶそうとしていた。


    「働ク……怖イ……！　働ク……嫌ダ……！」


    「私のおじさんと同じこと言ってる……」


    　怯えるゴブリンを見ながら、坂さか上がみがぼそりと呟つぶやいた。あまり親戚には恵まれていないらしい。


    「まあ正直、私たちもべつに労働がどうとか偉そうに言える立場じゃないんだけどね。まだ親のスネを囓かじって学校に通ってるわけだし。かと言って、これ以上村を荒し続けたら人間だって本気で怒るわよ？　今は村人たちをからかって調子に乗ってるかもしれないけど、いくところまでいっちゃったらガチの軍隊が出動しちゃうのよ。そうなったら遊びでしたじゃすまないのよ。あなたの仲間、全滅しちゃうわよ。これ、あなたたちのために言ってるのよ？」


    　これは脅しではあるが、しかし半ば真実でもあった。被害が深刻になれば、プリシラの国からゴブリン討伐の軍が送られることは間違いない。


    　ゴブリンは難しそうな顔で俺たちの顔を見回していたが、やがて観念したように言った。


    「姐ねえサンの言ワハルコト、ヨウワカリマシタ。セヤケド、ワテノ一存デハ決メラレハシマヘン。ぼすノ裁可ヲ仰ガント」


    「ボス？　ゴブリンの親玉的なヤツがいるってことか」


    「アア……。我ラごぶりんヲ率イテ、イズレ闇やみノ世界ノ覇は王おうタラントスル野心ヲ持ッタ、偉大ナオ方ヨ……」


    　ゴブリンは悪のカリスマを讃たたえ上げる。


    「闇の世界の覇王を目指してるわりに、やってることが野菜泥棒と鶏にわとり泥棒か」


    「フフ……我ラノぼすハ言ッタ。小サナコトカラコツコツト……」


    「野菜と鶏を盗むことがどう覇業に繋つながるんだ」


    「ごぶりん、ムズカシイコトハヨクワカンネーケド、ぼすハ、イツカ天下ヲ取ルオ方ナンヤ。ぼすニツイテイッタラマチガイナインヤ。学ノナイごぶりんガびっぐさくせす掴つかムニハコレシカナインヤ」


    「オマエらは悪い大人に騙だまされるヤンキー青年か。お前らのような奴が振り込め詐さ欺ぎの実行犯にされて、いざ摘発されたときにはしっぽ切りされるんだぞ」


    「まあとにかく、そのボスとやらと会談の場所を持ちましょうよ」


    　言って、綾あやちゃんはゴブリンを縛っていたロープを解ほどいた。


    「ニ、逃ガシテクレルンデッカ」


    「ただ逃がすんじゃないわよ。仲間のところに帰って、そのボスとやらに伝えなさい。人間が話があるって」


    「人間ガ……ネ」


    　念を押すように綾ちゃんが言うと、ゴブリンはなにやら意味深に呟つぶやいた。


    「マアイイ。デハ本日ノ夕暮レドキ、コノ村ノ東ニアル野原ヲ会談ノ場所トスルコトデヨイカ」


    「いいわよ、それでいきましょう」


    　綾ちゃんは頷うなずいて、ゴブリンの手を握った。ゴブリンは戸惑ったように、その手をじっと見る。


    「……シカシ、アンタ変ワッタ人間デンナ。人間ノクセニ、ごぶりんト話シ合オウヤナンテ」


    「そう？　話が通じるんだから、話し合うのが一番手っ取り早いじゃない」


    「……ソウ、カモシレマヘンナ」


    　ゴブリンは身にかかったロープを振り解ほどくと、立ち上がってコキコキと首を鳴らした。


    「ホナ、オ世話ニナリマシタ。ぼすニハヨロシュウ伝エマスヨッテ」


    　律りち儀ぎに頭を下げて退出しようとするゴブリンだったが、ふと、俺の前で足を止めた。俺の爪先から頭のてっぺんまで視線を行き来させる。


    「ナァ兄チャン、ソノ服ドコデ買ウタンヤ？」


    　俺を見上げながら、そんなことを言った。


    「あ？　何だよお前、ゴブリンのファッションリーダーか？」


    「イヤ……ヨウソンナ珍妙ナ服着テ、オモテ歩ケルナ思テ」


    「うるせえ」


    　宗むな像かただって同じ服着てただろ、と思ったが、よく考えたらあいつは上半身裸だった。どっちかと言えば、あっちのほうが表を歩く格好じゃないはずだが。


    「ソノ服、地元デ流は行やッテンノ？」


    「何なんだよお前は、予備校の合宿で出会った馴なれ馴れしい他校の高校生か」


    　しかし、馴れ馴れしい他校の高校生並みに、会話のキャッチボールが成立していることを思うと、やはり殺すことには抵抗がある。


    「ソレナンボデ買ウタン？」


    「制服はけっこう高いんだぞ。つーか、珍妙言うわりにはしつけーな。実は欲しいとか？」


    「あほナコト言イナ」


    　心外だというようにゴブリンは首を横に振った。


    「タダナ、ウチノぼすガ着トル服ガ、兄サンノ服トヨウ似テテナ」

  


  
    



    　　　八章　お土産みやげをもって、次の目的地へ出発しよう


    



    　俺たちは、ゴブリンの指定した会談場所の野原へとやってきた。


    　もちろん、全面的にゴブリンを信用したわけではなく、何らかの罠わなが仕掛けられている可能性も考慮しつつ、周囲に気を配る。


    　とはいえ今のところ、何かの仕掛けがありそうな気配ではなかった。


    　夕暮れ時という曖あい昧まいな指定はあったものの、何時と指定したわけではないので多少の幅はある。こちらとしては、和泉いずみが眠気に襲われてポンコツになってしまう前に決着をつけたいところだった。


    　だがその点については幸いなことに、まだ陽が地平線の彼方かなたに沈む前に、一匹のゴブリンが俺たちの前に姿をあらわした。俺たちがさっきまで捕ほ虜りよとして捕らえていたゴブリンだ。


    　そしてそれをきっかけとするように、どこにそんなに隠れていたのか、わらわらとあちらこちらからゴブリンがその姿をあらわした。その無数のゴブリンが一列に整列していく。


    　やがてその中央が割れ、ひとつの影がそこから歩み出てきた。そいつがゴブリンのボスという奴なのだろう。逆光で、その姿はまだよく見えない。


    「お前たちが、我と交渉したいという人間どもか……」


    　ゴブリンたちのボスは、言った。


    「だが交渉というのなら、むしろ我のほうから持ちかけてやろう」


    「何だと？」


    　ボスは一歩、また一歩、俺たちのほうへと歩み寄ってくる。そして、重々しくその忌いまわしき契約を口にした。


    「我とともに世界の支配を目指すと誓うのであれば、汝なんじらにフライドチキンの半分をくれてやろう」


    「誓うぞよ！」


    　〇・五秒で君主としての使命を鶏とり肉にくと交換しようとしたアホの後頭部を、俺は反射的にはたいた。


    「いった……プリンセスのおつむに何すんじゃあ！　あほっ！」


    「アホはお前だ。食いかけのチキンで世界を売るんじゃねえ！」


    「おお……反射的に応えてしまっておったぞよ。おそるべしあげものの魔力」


    「要求するならせめて世界の半分を……あっ」


    　俺はその、進路調査票に闇やみの覇は王おうと書いてしまったような奴に見覚えがあった。


    「服が同じだっていうからクラスの誰かじゃないかとは思ってたが、お前だったのか！」


    「そういうお前は沢さわ木き！」


    　ゴブリンのボスが、俺の名を呼んだ。


    　そう、もう間違いない。そいつは俺たちのクラスメートだ。


    　その名は──。


    「……浩こう介すけ、誰？　知ってる人？」


    　綾あやちゃんが俺の耳元に顔を寄せて囁ささやいた。一応気を遣ったのだろうが、態度で何を言ったか丸わかりだ。


    「ぐぅッ……！」


    　女子に顔を覚えられていないことで、心に２８０のダメージ！　奴は胸を押さえて蹲うずくまる。いくらゴブリンたちの黒幕だったとはいえ、これではあまりに不ふ憫びんだ。


    「落ち込むな、綾ちゃんはシビアだから興味がない奴の名前は覚えないだけだ！　さあ和泉いずみ、あいつの名前を呼んでやれ！」


    「知らん！」


    　こちらは一切気遣いのない一いつ刀とう両りよう断だん。


    「ぐうッ……ていうか沢さわ木き、お前のフォローもフォローになってねえんだよ！」


    　ボスの怒りは大変ごもっともである。


    「落ち着け、ちょっと落ち着け。坂さか上がみ、頼む！　あいつの名前を呼んでやれ！」


    「あ、ええと…………」


    「坂上、頼む！　もうお前だけが頼りなんだ！」


    「……鈴すず木き、君……ですか？」


    「……」


    　ボスは守備力の下がる呪じゆ文もんを食らったときのような表情を浮かべた。


    「……佐さ藤とう君、高たか橋はし君、中なか村むら君、斎さい藤とう君……？」


    　その表情から、みるみる守備力が下がっていくのがわかる。


    「た、田た中なか君……」


    　守備力がゼロになった。


    「日本で世帯数が多い姓を当てずっぽうに言ってるだけじゃねえかぁッ！　確率で勝負してんじゃねええ！」


    　坂上の記憶力は人一倍あるはずだが、クラスメートとの交流がほとんどなかったため、ろくに名前を覚えていないのだろう。


    「わかった、大丈夫、俺は覚えてるから。な、笹ささ川がわ、気持ちはわかる。落ち着くんだ」


    「笹川じゃねえ！　俺の名前は佐さ々さ木きだああああッ！　沢木てめえ、出席番号俺のひとつあとだろうがよォッ！　しかも一文字違いだろうがよおぉ！」


    　あ、そうだ。佐々木だ。


    「もう許せねえ、お前らなんてクラスメートでも何でもねえ！」


    「待て待て、落ち着けって、俺は顔は覚えてたし、名前も二文字目まで覚えてたし。ていうか思い出した、中学も一緒だったよな。いや、クラスは違ったけど小学校も一緒だった。思い出したよ、小学校六年生のとき、一年生を集めて佐さ々さ木き様と呼ばせ、校庭の端っこに佐々木王国キングダムを築きずいていたあの佐々木じゃないか！　そうだろう！」


    「そ、そうだ」


    「野球部に入っていた中学の三年間、ずっと補欠だったにもかかわらず、高校に進学してからも中学の部活に顔を出しては偉そうに指導しているともっぱらの噂うわさの佐々木だろう！」


    「……そうだが」


    「社会人になってからも、卒業した大学のサークルの飲み会に顔を出して微妙にウザがられるに違いないと言われているあの佐々木だろう！」


    「う、うるせえッ！　未来のことまで言うんじゃねえッ！」


    「おお、なかなかの小物」


    　プリシラが嬉しそうに言う。


    「何とでも言えい！　確かにもとの世界にいたときの俺は小物よ！　だが俺の才覚は、この暴力が支配する無法の荒野においてこそ発揮されるのだ！」


    「この国はいちおう法治国家なんじゃがの」


    　プリシラが言うが、佐々木は聞いちゃいない。


    「魔王が斃たおれたというのならば、この俺が新たなる魔王に成り代わってくれるわ！　今はゴブリンだけだが、やがては最強の魔物といわれるドラゴンさえも眷けん属ぞくとし、この俺が世界の頂点に君臨してやろう！　今日この地より、闇やみの覇は王おう佐々木による恐怖の伝説が幕を開けるのだ！」


    「和泉いずみさんって肌すっごいキレーよね。化粧水とか何使ってるの？」


    「いや、特に何も。暴飲暴食を控え、早寝早起きと適度な運動が秘訣だ」


    「あー、やっぱり基本が一番なのよね。でもそれがなかなか」


    「聞けよ！　佐々木が難しい熟語使って喋しやべってんだろ！　眷属とか普通書けないぞ！」


    　俺は女子二人に注意した。


    「いや、そっち陣営の中で注意されると余計へこむんだが……」


    　佐々木の繊せん細さいな心に１２０のダメージを与えた。


    「まあいい……。むしろここで貴様らと再会できたことこそが、魔の神が描いた筋書きなのだろう……。魔に身も心も捧げたつもりであったが、どこかで俺にも未練というものが、友情の残ざん滓しが心の片隅にあったらしい……。だが、もう吹っ切れた。これは俺が闇の覇王となるための通過儀礼！　貴様らの命を贄にえとして、俺は遥はるかなる魔道をゆく！　かつて友と呼んだ者たちよ、その屍しかばねを並べて我が覇業の糧かてとなるがいい」


    「えい」


    「ぎゃっ……！　ちょ、あぎっ、────ッッ」


    　佐さ々さ木きは足を手で押さえ、地面を転げ回りはじめた。


    　しびれを切らした和泉いずみが、木刀の先でコツンと佐々木のスネを叩たたいたのだ。コツンとはいえ、弁べん慶けいでさえ悶もん絶ぜつするという泣き所を赤あか樫がしの木刀で叩かれたのでは、ただの内弁慶気質な少年である佐々木はひとたまりもない。


    　それでも、闇の覇は王おうたらんとする者の矜きよう持じがあったのだろう。佐々木は若干涙目になりながら、再び大地を踏みしめて立ち上がった。


    「もう許さん、一切の慈悲は捨てた！　捨てたったら捨てた！　マジで本当に捨てた！　貴様らのはらわたを──」


    「えいっ」


    「おぷっ」


    　和泉が木刀の先で佐々木の鳩みぞ尾おちを軽く突いた。


    　鳩尾を的確に突かれると、はらわたが引っ繰り返ったような感じになるというが。


    「ひゅーっ、ひゅーっ、ひゅーっ……」


    　両りよう膝ひざと額を地面に着けて悶絶しつつ、涙目で喉のどから息を絞り出す闇やみの覇王候補佐々木。ちょっとかわいそうすぎて見ていられない。


    「和泉、そのへんで」


    「でも、この手のやつは痛めつけると変身して真の姿をあらわすものなのではないか？」


    「時代劇だけじゃなくて、意外とＪＲＰＧについての知識もあるんだな」


    「というわけで、次はそろそろ鎖さ骨こつあたりをポキリといってみよう」


    　おそろしいことを言いはじめる和泉センセイ（「用心棒のセンセイ」のニュアンスで）。


    「お、落ち着こう和泉。冷静に考えてこれは佐々木だ。魔王でも悪の神官でも邪悪な竜でも封印されし古代兵器でもない、単なる佐々木だ。おそらく単なる、調子に乗って引っ込みがつかなくなった佐々木だ。和泉、お前は鎖骨を折られて二段階変身する佐々木を知っているか？　知らないだろ？　佐々木っていうのは基本的に変身とかしないんだよ」


    「そうかなあ。でもじゃあ逆に考えてみたらどうだろう」


    「逆って？」


    「つまり、邪悪なる魔物が我らがクラスメートである佐々木君に化けていたとすればどうだろう。その場合、鎖骨を折ったら正体をあらわすかもしれない」


    「なぜ鎖骨にこだわる……」


    　あとしれっと我らがクラスメートとか言ってるが、お前は名前覚えてなかったろ。


    「鎖骨というのはポッキリいっても命にかかわらない骨だからな。とりあえず折って様子をみるのに最適な骨なのだ」


    　それは果たして気を遣っているのかいないのか。そもそも、邪悪な魔物が擬態する相手として佐々木を選ぶ理由がわからない。だって佐々木だし。


    「それに、木刀で思いっきりぶん殴なぐってから「安心しろ、峰打ちだ」っていう小ボケもまだやってないし……」


    「和泉いずみ、それはべつにおもしろくないよ。むしろ人間相手にやるのはドン引きだよ」


    　そんなことを言っている間に、佐さ々さ木きがよろよろと立ち上がった。


    「ふーっ、ふーっ、ふーっ……」


    　まだ息は荒いが、俺が和泉を止めている間に何とか回復したらしい。もちろん回復といっても回復魔法とかではなく、時間経過による自然回復だ。なぜなら佐々木だからだ。佐々木っていうのは基本的に魔法とか使えないのだ。


    「ふ、ふふふ、ふはははは！　貴様ら、あっ、違います違います、タイムタイム、ノー木刀！　えっと、えっと……」


    　佐々木は俺たちの陣営を見回して、俺に視線を止めた。


    「沢さわ木き、沢木君、ちょっと」


    「何だよ」


    「違う違う、ちょっと、ちょっと話いいかな？　あ、ちょっと和泉さんタンマ、男だけ、男だけでちょっとお願いします」


    「なんだ、変身なら早く頼むぞ」


    　俺たちはそんなことを言う和泉と距離を取ると、背を向けるかたちで、並んでしゃがみ込んだ。


    「で、何だよ佐々木」


    「あー、いや、沢木、久しぶり。二か月ぶりくらいかな？」


    「ああ、お前も二か月くらい前にこの世界に来たのか」


    「も、ってことはやっぱ沢木たちもそうなの？」


    「いや、俺たちは一週間くらい前。ただ木き村むらも二か月くらい前にこっちに来てたらしくて。木村とは三日前に再会したんだけど」


    「あー、この辺みんなけっこう来てんだ」


    　何かもう、修学旅行の自由行動時間に別行動をしていたクラスメートと出くわしたノリだ。


    「けっこうこっちに来た地域とか時間にズレがあるみたいだけどな。んで、もとの世界に帰るための日につ蝕しよくが三か月くらい先にあるらしくてさ、その日までに、他のクラスメートを捜して回る旅をしてんだよ」


    「ちょっと待って、え、マジで？　帰れんの？」


    「らしいよ」


    「マジでマジで。じゃあ俺も連れてってよ」


    「でもお前、暴力が支配するこの地で闇やみの覇は王おうを目指すんだろ？」


    「帰れるなら覇王とか諦あきらめるわ。っていうか無理だわ。だって超いてーもん。つか何なのあの人、人のこと木刀で殴なぐるとかマジでおかしくない？　ぜってードＳだよ」


    「和泉いずみセンセイはＳとかＭとかいうよりド天然な気がする」


    「ド天然に強めの武器装備させちゃダメじゃん」


    「でも強めの武器を装備した天然の人の前で、ファイティングポーズをとって挑発したお前にも責任の一端はあると思うのだが」


    「そりゃそうかもしんないけど、ちょっとはしゃいで調子乗っただけじゃん」


    「まあはしゃぎ方がよくなかったよね。はしゃぎ慣れない奴がはしゃぐとロクなことになんないんだよ。自戒も込めて言うけど」


    「いやまあそれは俺も悪かったと思ってるけど。で相談なんだけど」


    「聞こうか」


    「今降参したら、許してくれたりするかな？」


    　ちょいと振り返ると、マスター和泉がビュンビュンと唸うなりをあげて木刀を振っていた。鎖骨どころか頭ず蓋がい骨こつまでクラッシュできそうな勢いだ。


    　よもや、ゴブリンは傷つけてはいけないけれど、クラスメートの頭蓋骨なら粉砕してもいいと考えているのではあるまいか。一緒に旅をして気づいたけど、あの子わりとアホである。


    「謝っても許してもらえるかどうかはわからないが、謝らなかったら頭蓋骨が大変なことになると思う。頭蓋骨の保証書とかある？」


    「ないね」


    「じゃ降参しちゃえよ」


    「はい」


    　という、男たちの作戦会議の結果。


    「目を覚ませ馬鹿野郎！」


    　俺はふわっと握ったグーを、佐さ々さ木きの頬ほおにやさしく叩たたき付けた。


    「ぐわあやられた。あっ、今殴られたことで友情の大切さを思い出した！　目が覚めた！　闇やみの覇は王おうやーめた！」


    　こうして、世界に覇を唱えんとしていた佐々木の野望はここに潰ついえたのであった。
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    　しかし、調子に乗るのをやめたからといって『俺たちは仲間だ！』では済まされない。


    　現地の人間に迷惑を掛けてそのまま逃げ帰るのでは、修学旅行生としての名折れである。


    　というわけで、俺たちは宿の一室で、再び学級会の続きを開催していた。


    　議題は言うまでもなく佐々木の処遇である。


    　佐々木は縛り上げられたまま、床に正座させられている。


    　既に俺たちの旅のことは、プリシラが王女であることも含めて佐さ々さ木きに伝えてある。


    「あっ、あなた様がプリシラ殿下にあらせられますか。いやあ道理で、一人だけ天使すぎる美少女が交ざっていると思っておったのですよ。私は佐々木と申しまして、ケチな小悪党にございます。へへっ」


    　正座したまま、佐々木は床に額をこすりつける。


    「お前切り替え早いの～。妾わらわはそういう手のひらがクルックル返りまくるヤツは嫌いじゃないぞよ。妾の小物コレクションに加えてやるぞよ」


    「藤ふじ崎さきのときもそんなこと行ってたけど、プリシラ、お前けっこう小物好きだよな」


    「おお、妾はかわいげのある小物が大好きじゃ。将来はキュートな小物をいっぱい集めた部屋を作りたいんじゃよ」


    「小物が好きって普通そういう意味じゃないけどね」


    　綾あやちゃんが冷静に言う。


    「ちなみに沢さわ木きよ。おぬしもかわいげさえ身につけば、小物コレクションのうちに加えてやってもよいのじゃがの」


    「何でだよ！　コレクションに加えるなら丸まる山やまとかだろ！」


    「あれはむしろ大物じゃよ。かの者は大人物じゃよ。既に国を出る前に、銅像の発注を済ませておいたぞよ」


    　本当に丸山の銅像を建てるのかよ。


    「さて、それでは佐々木とかいうやつ、こやつ何あぶりの刑にするかの」


    「……それは火以外のオプションは選択できるのでしょうか」


    　佐々木は、おそるおそる上目遣いにプリシラを見上げる。


    「あぶるつったら大抵火じゃろうの」


    「この鬼オーガ！　悪魔デビル！　大悪魔アークデーモン！」


    　佐々木は縛られたままプリシラを罵ののしりはじめた。


    「ほーん。おのれの生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握っておる相手に対してディスるとは、なかなかの度胸。さぞかし名のあるラッパーに違いあるまい」


    「よっ、天使すぎる王女！　社長！　大統領！」


    　手のひらくるくる、さすが佐々木。


    　そんな佐々木に、プリシラは言う。


    「いいか佐々木とやら。自由には責任がつきまとうんじゃよ。罪と罰はワンセットなんじゃよ。修学旅行先でテンションが上がったからといって、現地の商店で万引きをして許されるはずもなかろう。しかも現地の猿を配下に引き入れて利用するとは何という卑ひ怯きようなふるまい」


    「大筋で間違っちゃねーけど、そのたとえだとかなり問題が矮わい小しよう化されるな」


    　そう、猿というかゴブリンたちもまた、ボスである佐々木が降伏したことによって、皆投降してきたのであった。ゴブリンの名が出ると、佐さ々さ木きの顔色が変わった。


    「お、俺はどうなってもよくはないが、ゴブリンたちも助けてやってくれ！」


    「ほう。それは殊しゆ勝しような……ん？　もう一度言うてみよ」


    　プリシラは耳に手を当てて、佐々木の言葉を聞き返す。


    「俺のことはどうなってもよくない！　だが、ゴブリンたちも助けてやってくれぇッ！」


    「ものっ凄すごいムシのいいこと言ってるわね」


    　言葉の勢いに騙だまされることなく、綾あやちゃんが冷静につっこんだ。


    「ふむ。実に小物じゃの。じゃが、妾わらわも人の上に立つ者として、配下の助命を嘆たん願がんするその心意気は買うてやろう。佐々木とやら、罪を犯すに至るまでの理由があれば言うてみよ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地があれば、場合によっては火あぶり以外のオプションも視野に入れてやるぞよ」


    「そうだよ佐々木。お前にいったい何があったんだ。やむにやまれぬ理由があるなら言ってくれ」


    　すると佐々木は俯うつむきがちに、これまでの紆う余よ曲きよく折せつを語り始めた。


    「先ほどプリシラ様は、俺が旅先でテンションが上がってこんなことしちゃったみたいな言い方されましたけど、最初はむしろ逆、だだ下がりだったんすよ……。だってそうでしょ、修学旅行が始まったと思ったら、いきなりこんな見知らぬ世界に投げ出されて、右も左もわかんねー。腹は減るし、スマホのバッテリーは切れるし……そんなとき、俺に唯一優しくしてくれたのがゴブリンたちだったんす。最初に偶然出会ったときはそりゃお互いビビってましたけど、なんか言葉は通じるみたくて……それで、犬にあげるようなつもりで持ってた菓子を投げてみたら、すっげー喜んでくれて……俺も人恋しかったから、話してみるとこんなイイ奴らはいなくって……」


    「ふーむ。家にも帰れず寄る辺べない少年を受け容いれてくれたのが、夜の街にたむろする不良たちであったというわけじゃな。そしてそれをきっかけに悪の道に……」


    　ふむふむと頷うなずきながら、プリシラが言う。


    「お前、警察二十四時系のたとえ好きだな」


    　さすがマイルドヤンキーの末まつ裔えいと言うべきか。


    「ゴブリンたちは俺に食べ物も分けてくれようとしたんすけど、だけど俺、昆こん虫ちゆうとか木の根っことか食えないからさ……。そしたら、ゴブリンたちが村から野菜を盗んできてくれて……。そのうち野菜だけじゃなくて、小麦粉とかチーズとか鶏にわとりとか……で、俺も恩返ししなきゃと思ってパーティーメニュー作ってもてなすじゃん？　チキングラタンとか作るじゃん？　そしたらみんな大喜びでさ。俺も嬉しくなっちゃって。そのうちゴブリンたちが俺をリーダーに担ぎ上げてくれて。で、ほら、立場が人を作るとか言うじゃないっすか。そしたらやっぱリーダーとして、ちゃんとみんなを導いていかないとって思って、いろいろ作戦とか考えて、効率よくものをいただく作戦とか考えちゃうじゃん？」


    「チキングラタンのあたりから調子乗ってる感がするの～。つか、人間の村があると知った時点で、村を頼るという発想はなかったのかや？」


    「それが……魔物を従えている俺ってすげーじゃん、闇やみじゃん、覇は王おうじゃん、ってほうに発想がいってしまって……それで異世界で独りぼっちになってしまったその怖こわさと寂しさと切なさと思春期特有のアレが入り混じって、つい闇の覇王的なふるまいをしてしまっただけなんだよ！　男の子はちょっとこじらせると闇の覇王的なメンタルになっちゃうんだよ！」


    「浩こう介すけ、佐さ々さ木き君はあんなこと言ってるけど、男の子はこじらせると闇の覇王になっちゃうの？」


    　綾あやちゃんが聞いてくる。


    　俺は男の子として、佐々木のことを弁護してあげなければならない。


    「なっちゃう子もいる。ああ、俺も小五のときに軽い闇の覇王だったかも。遅いと三十代過ぎてからそうなる人もいるとか。織田信長サンとかもそんな感じだったらしいし……」


    「わ、私の従兄弟いとこの大学生のお兄さんも……」


    　坂さか上がみの親戚はなかなか個性的な人が揃そろっていそうだった。


    　まあ闇の覇王的なメンタルになったからといって窃せつ盗とうが許されるかどうかはべつだが、俺たちは大勢で一緒に異世界にやってきたから寂しさはなかったし、やってきた直後にプリシラによって保護され、しかももとの世界に帰れるということまで知らされていたので不安とも無縁だった。それどころか三食おやつ付きで大浴場ありＢＢＱバーベキユーパーティーありゲーム大会あり、楽しい日々をエンジョイし続けていた。一方、佐々木がこの世界に来たばかりの頃は、食べ物にさえ困るような悲ひ惨さんな日々だったのだ。


    　何かが少し違っていれば、そして思春期特有のアレを抜け出していなければ、俺たちの誰かがこうなっていても不思議ではなかったのだ。


    　それを考えると、佐々木に対しても、同情の余地がないわけではない。


    「いきなりこんな世界に放り出されて、俺も怖かったんだよ寂しかったんだよ！　正直、お前らと再会できたときちょっと泣きそうだったよ！」


    「そういえば佐々木、ちょっと涙ぐんでるな」


    　佐々木の目は少し赤く充血しており、目尻にはうっすらと涙が浮かんでいた。


    「この涙は弁べん慶けいの泣き所と鳩みぞ尾おちを木刀でストライクされたからだよ！　普通泣くよ！　佐々木が二段階変身するわけねーだろ！」


    「そうか、そうだな」


    　ちなみに和泉いずみセンセイはもうおねむの時間なので、寝所でお休みになられている。こうしてピチピチのお肌が維持されていくのである。


    「とにかく、お前がそうなった経緯はわかったよ」


    「わかってくれたか……ありがとう、沢さわ木き……」


    　佐さ々さ木きの目尻にまたうっすらと涙が浮かんだが、それはきっと友情の涙に違いない。


    「で、結論としてはどうする？　何であぶる？」


    「あぶるっつったらやっぱ火じゃろ」


    「ああッ、あれだけ真しん摯しに話したのに結論が最初のところに！」


    　俺はわかってあげたものの、綾あやちゃんとプリシラは非常に厳しい。


    　プリシラは佐々木と同じ視線の高さまでしゃがみ込んだ。


    「……まあ確かにぬしに同情の余地がなくもない。己おのれの罪も正直に告白したしの」


    「では……」


    　佐々木の顔に、安あん堵どの色が浮かぶ。


    「うむ。強火でこんがり、弱火でじっくり、どちらか選ぶことを許すぞよ」


    「オプションが増えた！　うれしくない！」


    　佐々木は縛られたまま、床をごろごろ転がる。


    「やだやだやだやだやだ！　死にたくない死にたくないあぶられたくない！」


    　もはや闇やみの覇は王おうを目指した男の威厳はどこへやら、佐々木は床を転がりながら助命を請こう。さすがにそろそろかわいそうになってきた。


    　そんな佐々木を見下ろしながら、プリシラが口を開いた。


    「ま、妾わらわも天使すぎる王女で通っておる身、おぬしにひとつチャンスをやろう」


    　天使すぎるうんぬんは佐々木が言い出したのだが、それはまあいい。


    「チャンス……？」


    　縋すがるような目で、佐々木はプリシラを見上げる。


    「フライドチキン、チキングラタン、バーニャカウダ……とかいうたかの。暴力が支配するかどうかはともかく、荒野でよくもまあそれだけうまそな響きの料理を作っておったの」


    「は、はあ。家がレストランなもので、料理は得意なのです」


    　戸惑ったように、佐々木が言う。


    「そういえば……卒業した中学の野球部を訪ねるとき、手作りのティラミスを差し入れするという微妙に気持ち悪いことをしているという噂うわさを聞いたことがあるぞ！」


    　俺はまたひとつ、佐々木伝説を思い出した。


    　ふむ、ふむ、とプリシラは頷うなずく。そして、俺たち一同を見回して言った。


    「和泉いずみが提案したアレじゃが、作り方は誰もわからぬと言うておったの」


    　そう、ゴブリン襲来のごたごたでうやむやになってしまったが、村の特産品作りの話がまだ残っていた。あのとき和泉が出したアイデアはいいものに思えたのだが、しかし、材料はあってもどういうレシピで作ればいいのかがわからず、これから何日かかけて試し行こう錯さく誤ごしようという話になっていたのだ。


    　プリシラはしゃがみ込んで、佐々木の頭を両手で掴つかみ、その目を見ながら、舌なめずりをして言った。


    「おぬし、アレを作ってみ。そして妾わらわに食らわせよ」
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    「で、ですね。ポイントは卵の黄身と卵白を分けることなんですよ」


    「白身に含まれる良質なタンパク質を大量に摂取するためだな」


    「ちがいます」


    　宗むな像かたの筋肉に主眼に置いた意見を、佐さ々さ木きは斬って捨てる。


    「……ああ、メレンゲですね！」


    　坂さか上がみが感心したように言う。


    「そのとおりです。白身を泡立てて作るこのメレンゲが、生き地じにふわっと感を出すためのポイントなんです」


    　佐々木は椀の中で泡立てられたメレンゲを、一同に掲げて見せる。


    「それから小麦粉。これもちゃんとまずはふるいにかけて、混ぜるときも一気に混ぜない。ちゃんとダマがなくなるまでよーくかき混ぜる」


    　言いながら佐々木は手を止めず、作業を続けていく。


    「砂糖がないのに水みず飴あめに目をつけたところはすばらしい。いや、自分も暴力の支配する荒野において甘味に餓うえていたんですがね、甘いものを作る方法は思いうかばなかった。それを作ってしまうのですから坂上さんは大したものです。しかし、この状態の水飴をそのまま入れてしまってはうまく混ざらない。そこで、ちゃんと湯ゆ煎せんしてサラサラになった状態の水飴を溶き入れる。こうすることで生地全体に甘味をつけることができるのです。いいですか、白身と黄身を分けてメレンゲを作る、粉は複数回に分けて混ぜる、水飴は湯煎する、竈かまどはあらかじめ温めておく。こういった下準備が何より大切なのです。一つ一つは小さなことでも、それらが重なり合って全体の質に大きく影響するのです」


    　さすが荒野でスパイシーフライドチキンを作っていた男。やることが細かい。


    「さて、これで生地ができました。これを竈で焼きあげたものが……こちらです」


    　料理番組の要領で、既に焼いてあったものを取り出してくる。それも芸が細かい。


    「それでは蓋ふたを取ってみましょう」


    　佐々木が鍋の蓋を取ると、ぷんと香ばしい臭いが鼻をつく。表面はわずかに焦こげたように茶色くなっているが、包丁で二つに割ると、中から黄金色の地肌が顔を出す。


    　江戸時代に海外より伝わり、長崎にて独自の変化を遂げた菓子。


    　小麦粉、鶏けい卵らん、水飴を主原料に作られる焼き菓子。


    　異世界における、カステラの完成であった。


    「おお……これがカステラかや……」


    　プリシラだけでなく、俺たち全員が軽い興奮の中にあった。


    　鍋を型として焼き上げたため、俺たちになじみのある直方体の形ではないが、その黄金色の生地は紛まぎれもなくカステラだった。


    　さっそくプリシラが、切り分けたカステラを口に運んでいく。


    「おっ、うおお……。ぬしらの持参した菓子は一口で口の中に楽園が広がるような衝撃じゃったが、このカステラとかいうのは優しく滋味深き味わいじゃの……。そうそう、こういうのじゃよ。こういうのがテンション上がるスイーツというもの！」


    　プリシラは満面のほくほく笑顔を浮かべる。


    「毒味完了。俺たちも食おう」


    「んなっ、プリンセスに毒味させるやつがあるか！」


    　カステラを頬ほお張ばりながら怒るプリシラを無視して、俺たちもカステラを口に運んでいく。


    「うん、素朴でいい感じの味じゃない。正直、濃い味のスイーツに慣らされた私たちにとっては少し物足りないけど、甘味を食べ慣れていない人たちにとってはちょうどいいかも」


    「サスガぼす！　ごぶりん、コレ、大好キ！」


    　捕虜として捕らえられていたゴブリンも、カステラの味に満足げであった。


    「村人ガかすてら作ル。ごぶりん、かすてら盗ンデ食ベル……。夢ノ永久機関ノ完成ヤ……」


    「立場わかってんのかてめーら」


    　ゴブリンたちも縛られながら、カステラをもぐもぐやっている。


    「んむ。あとはこやつらじゃの」


    　カステラを頬張るゴブリンを見下ろしながら、プリシラが言う。


    　確かに、最後の問題はこのゴブリンたちだ。特産品ができたとしても、原材料を盗んでいくこいつらがいれば結局カステラも作れないのだ。


    「ちょっと待ってください！　こいつらは悪い奴じゃないんです！」


    　佐さ々さ木きがゴブリンを庇かばうように立つが、プリシラの視線は冷たい。


    「悪い奴でもそら身内にとってはいい奴じゃろ。ヤンキーなんて大概、仲間内ではいいやつじゃよ。んでも、それに迷惑を被こうむった人間の気持ちも考えるんじゃな」


    「それは……」


    「それに佐々木よ、カステラを作り上げたからというて、それでおぬしの罪が消えたわけではないぞよ。火あぶりは勘弁してやるがの。さて、ゴブリンどもをどうしたもんかの」


    　佐々木は心配そうに、カステラを貪むさぼるゴブリンたちに目をやった。


    　佐々木がゴブリンたちに命令すれば、ゴブリンたちはまたもとの生活に戻っていくのかもしれない。それが一番穏当な解決方法なのかもしれない。


    　だが──。喉のどに引っかかった小骨のように、その解決法には違和感があった。


    　ほくほく顔でうまそうにカステラを頬ほお張ばるゴブリンの姿を見るうち、俺の胸中にはひとつの考えが浮かんでいた。


    「あのさ……」


    　俺はゆっくりと挙手をした。佐々木やゴブリンまでも含めた一同の視線が俺に集まる。


    「いや、何つーか、理想論かもしれないんだけど。実現性があるかどうかわかんねーけど。ちょっと無茶かもしれないんだけど──」


    「予防線張ってないでさっさと言いなさいっ」


    　綾あやちゃんに叱しつ責せきされたので、俺はそのアイデアを口にした。


    　またしても全員が、ゴブリンまでもがぽかんとした顔で黙り込む。


    　だが、一人プリシラだけが、愉快そうに笑い声をあげた。


    「くっく、それじゃ。それじゃよ。かはは、さすが異世界より来たる客人神まろうど。えらいことをぶっ込んでくるのう。くくく、これこそ異文化交流の醍だい醐ご味みよの」


    　プリシラは佐さ々さ木きとゴブリンを交互に見ながら言った。


    「ここからじゃの。おぬしもゴブリンどもも、たっぷり修学するがよいぞ」


    　ひひひ、と堕だ天てん使しすぎる王女は笑った。


    



    　　　　　　　　　　　　　◇

  


  [image: ]


  
    　俺たちは村の広場に村人たちと並んで、固かた唾ずを呑のんでその光景を見つめていた。


    「それでは、開演させていただきます！」


    　太鼓に見立てた鍋の底を佐さ々さ木きがリズムよく叩たたくと、ゴブリンたちがぞろぞろと一列になってあらわれる。そして、次から次へと多彩な芸を披露していく。玉乗り、竹馬、ラインダンス、ゴブリンプロレス、果てはゴブリンに偉そうに命令する佐々木が逆にゴブリンにやり込められる寸劇まで。


    　ゴブリン＝猿。その等式を思ったとき、俺の頭の中にひとつの閃ひらめきがあったのだ。


    　俺たちの国には猿を使った観光資源があった。そう、これは猿回しならぬゴブリン回し。ときに修学旅行のコースにも組み込まれる、日光の観光資源であるあの芸を参考に考案した、カステラと双そう璧へきをなすこの村の新・観光資源である。


    　もとよりゴブリンたちは非常に器用であり、さらに猿と違ってゴブリンたちには、佐々木の意向は言葉によって完かん璧ぺきに伝わるため、調教という手順がそもそも必要ない。言葉も流りゆう暢ちように喋しやべれるため、ボケとツッコミ、佐々木に代わってＭＣまで器用にこなす。


    　サーカスの猛獣のようなもので、普段人間から恐れられている魔物が人間の号令で愉快な芸を披露するという趣向もよかったのだろう。


    　つい先日までゴブリンたちに苦しめられていたはずの村人たちは、歓声をあげて彼らの芸に拍手をおくり、俺たちも大いに楽しんだ。


    　さらに、幕まく間あいにはお土産みやげとしてゴブリンが売り子としてカステラを売って回る予定である。


    　というかそもそも、佐々木とともに荒野で小こ洒じや落れた料理を作っていたくらい器用なゴブリンたちも、やつの下でカステラの生産に携たずさわっている。


    　──強しいてこの村で名物といえば、ゴブリン。


    　あの時点では皮肉でしかなかった村長の言葉が、奇くしくもその通りの結果になったのだ。


    　スタンディングオベーションとともにゴブリン回しが閉幕すると、プリシラを忠心に、俺たちが広場の真ん中へと歩み出る。


    「ちゅーわけで、裁きを申し渡す。村人とゴブリンは雇用契約を結び、ゴブリン回しおよびカステラ作りをもってゴブリンは村人に奉仕する。一方で、村人はゴブリンに対し、その労働力に応じ、農産物をはじめとした食料品を提供することを約する」


    　プリシラがそこまで言うと、村人の中にざわめきが起こった。しかし先頭に立つ村長が一切動ぜず、納得している様子で頷うなずいているのを見て、しだいにそのざわめきも収まってゆく。


    「そして佐々木よ。妾わらわは汝なんじをゴブリン奉ぶ行ぎようとして任じ、この地に留まることを命ずる。汝は異世界よりの客人神まろうどという立場を生かし、村人とゴブリンとの間に立つ調停者として双方を繋つなぎ、互いの利益を最大限に確保するべく務めること。ただし最低限の食料と生活用品の支給以外は無償の奉仕とすること。任期は次の日につ蝕しよくの日の前日までとし、その労によって、村を荒らした罪の償つぐないとする」


    　つまり、こういうことだ。佐さ々さ木きは罪の償いとして、村で無償奉仕として、ゴブリンを指揮しながら、この村の観光地としての発展に尽力する。


    　ゴブリンたちは佐々木に率ひきいられながら、佐々木の手足となって、村に奉仕する。


    　そして、村人たちはゴブリン回しとカステラによって富を得る対価として、ゴブリンたちに一定の食料を提供する。食料を安定供給されることによって、ゴブリンたちも一定の生活水準、というか、一度上がってしまった食事の水準を保つことができる。


    　つまり、ゴブリンたちをこの地の経済に組み込んでしまうことによって、この地でのトラブルを収めつつ、村人とゴブリン双方が将来にわたって利益を得る、発展的解決案なのであった。


    　ただし、それも村人とゴブリンの確かく執しつが解けてこそ。


    　何百年にわたって続いてきた対立を溶かしていくことは容易ではないだろうが、そこは佐々木の手腕に任せよう。


    「以上、この王女プリシラの名において申し渡すぞよ。臣たみども、謹つつしんで拝命せよ！」


    「ちょ、あほっ」


    　お忍びの旅なんだから、お前の名においちゃったらダメだろ！


    「誰があほじゃ、妾わらわが久々に王女としてのふるまいを──んむぐぐぐ」


    　綾あやちゃんがプリシラの口にカステラの塊かたまりをねじ込んだ。とりあえず口の中に食べ物を入れて王女を黙らせるというファインプレーだ。


    「さっき王女とか言ってませんでしたかね？」


    　宿の主人──村長が怪け訝げんな顔で尋ねてくるが、俺はすっとぼけることにした。


    「いやー、そんなことは言ってなかったと思うんですけど」


    「ほー、そうですか」


    　ひょっとしたら、すべてわかったうえでとぼけているのかもしれない。


    　やはり、一番上手だったのはゴブリンでも俺たちでもなく、村人だったのかもしれない。


    「プリシラの代わりに最後くらいちゃんと締しめたら？　修学旅行委員でしょ」


    　綾ちゃんは俺の背中をポンと押した。押されるように、俺が前に出る。


    「え、えーと……というわけで、以上、えー、修学旅行委員、沢さわ木き浩こう介すけの名において、佐々木君をどうぞよろしくお願いいたします。村の皆さん、そしてゴブリンの皆さん、僕たちに貴重な体験をさせてくださって、どうもありがとうございました」


    　俺がぺこりと頭を下げると、


    「どーもありがとーございましたー！」


    　と、全員が声を合わせる。


    



    　異世界修学旅行七日目。こうして多くの学びとともに、俺たちは村を出立した。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    「なんとかひとつ目のクエストを終えて、次の目的地へ──ってとこか」


    　タイミングよく村を訪れた商人の荷馬車に揺られ、俺たちは次なる町を目指していた。


    　荷馬車といっても大きめのリヤカーを馬がひっぱっているようなもので、幌ほろもない。


    　そのうえやたらと揺れるが、それでもあの徒歩での道中を思えば天国のような快適さだ。


    　空は高くどこまでも青い。まさに絶好の修学旅行日び和よりだった。


    　村での疲れが溜たまっていたのか、ぽかぽかとした陽気が気持ちいいのか、みんな膝ひざを抱かかえてうとうとと船を漕こいでいる。


    　俺は眠る気がしなかったものの、みんなを起こすのも気が引けるので、荷台の端に背を預けてボーッと空を見上げていた。


    　ひとりプリシラだけがやたらと元気で、村長から餞せん別べつ代わりにもらった地図を見ながらニヤニヤと顔をほころばせている。俺の視線に気づくと、プリシラは俺の前に地図を広げて、街道の一点を指差した。


    「妾わらわたちがいま進んでおるのがこの道じゃ。んで、この街道を真っ直すぐ進んで、さっきの村のような小さな集落をいくつか越えると商都へと辿たどり着く」


    　プリシラは指をすいと動かして、街路が海へと行き着く一点を指した。


    　商都──俺たちが最初の目的地に定めた街だ。


    「海洋貿易で栄えた一大港湾都市じゃ。この国の風土と異国情緒の混じり合ったモダンな街じゃよ。うまいもんが沢山あるに違いないぞよ」


    「俺らの世界でいう横よこ浜はまとか神こう戸べみたいなものか」


    「で、そこでぬしらのくらすめーとの情報を集めつつ、次の行く先を決定しようぞ。商都で情報が得られなんだら、神の声を聞くという巫み女この住まう神託都市まで足を延ばすのもよかろ」


    「イタコのいる青森の恐山的なとこか」


    　魔法の存在する世界で人捜しをするなら神託にすがるのがいいような気もする。というかよく考えたらこの世界に来てからまだ、魔法的なものはゲームの充電をしていたおっさんしか見ていないので、もっと俺たちのイメージする魔法らしい魔法を見てみたい。


    「他にもこの道の先に、海の向こうに、様々な街や史跡があると聞く。魔術師たちの集まる都、武芸者の集まる都、博ばく徒との集まる都、美食の都。竜の谷、海底神殿、天へと続く塔。位置こそ定かでないが、噂うわさに聞く妖精やエルフの隠れ里っちゅーのも行けるもんなら行ってみたいの。魔王城の跡地もいずれ観光地になるじゃろうな。どこからどういうルートで回ろうかの～」


    　プリシラは地図を眺めながら、うっとりした様子で言う。


    「当然っちゃ当然なんだけど、この世界でも地域によっていろんな文化があるんだな」


    「そらそうじゃ。一緒じゃったら旅をする意味ないわい。ま、妾わらわも書籍や伝聞でしか知らぬがの。おぬしらの世界でいうと、エジプト的な国とかローマ的な国とかチャイナ的な国とか日につ暮ぽ里り的な国とか西日暮里的な国とか、様々な多様な文化が花開いた国々があると聞く」


    「文化の縮尺が無茶苦茶だ。俺も日暮里と西日暮里の区別はわかんね……」


    　言いかけたが、眠っているはずの鉄の体が、山手やまのて線の駅名ふたつを耳にした瞬間に怪しい妖気を帯びたような気がしたので、俺は話を逸そらすことにした。


    「観光も大事だけど、旅の目的のうち半分はクラスメート探しだからな」


    「わかっておるっちゅーのに。むしろ妾の興味の半分もそこじゃよ。他にはどんなおもしろくて個性的な連中がこの世界にやって来ておるのか、心が躍るぞよ。そのおもしろさによってはパーティメンバーの入れ替えもあるやもしれぬから、個性の足りぬ誰かさんはもっと精進したほうがいいんじゃないかの。誰とは言わぬがの～」


    　プリシラはひひひ、と笑って意地悪げな視線をこちらに向ける。


    「……なんじゃ、アンニュイな顔して。おぬしが言い返さんと、妾が単なる意地悪プリンセスになってしまうではないが」


    　いじわる王女様が怪け訝げんそうに、俺の顔を覗のぞき込んでくる。


    「いや……俺がこの世界に来た意味、何かあったのかなって思ってさ」


    「あん？」


    「みんな手を動かしたりアイデア出したりしてがんばってたときに、俺って何の役にも立たなかったような気がしてさ」


    　プリシラは、はん、と鼻を鳴らした。


    「今さらそんなことを悩んでおったのか。だから言うたじゃろ。おぬしは楽ちんツッコミキャラでいくつもりなのかとの。で何じゃ。プリシラちゃんに慰なぐさめてほしいんかの？」


    「そういうわけ……ではある」


    「ふむ、素直なところはぬしのよいところじゃ」


    　プリシラは俺の隣に腰を下ろすと、俺たちがやってきたという空を見上げた。


    「この世界に初めて来たとき、おぬし言うたじゃろ？　自分たちは何をしにこの世界にやってきたのかと。それを、実は妾も考えておった」


    　プリシラの視線の先にはどこまでも続く青空が広がっている。どこまでも──ひょっとしたら俺たちの世界にまで。


    「ゴブリンを働かせようと考えたのは、おぬしが世界で初めてかもしれぬ。それも強制的に働かせる奴ど隷れいでなく、対等な取引相手としての」


    「そんな大層なモンかね。言葉が通じたんだから、誰かが思いついててもおかしくないと思うけどな」


    　俺が言うと、プリシラは空を見上げたまま薄く笑った。


    「ふふ、果たしてそうかの？　ゴブリンというものは人に害をなす小憎らしい怪物。それが世界共通の認識じゃった。陽が昇り沈みゆくように、不変の理ことわりのように思うておった。……ほれ、あのファンタジー侮ぶ辱じよく罪娘は何と言うておったかの。そう、世界観じゃったか。自覚しておったのかどうかはわからぬが、なかなかに正せい鵠こくを射いる言葉じゃよ。もっともあやつの場合は、その矢で自分自身をも射ぬき、縛りつけておったのじゃがな」


    「世界観……」


    　俺の繰り返した言葉が、雲と一緒に空へと流れていった。


    「己おのれが生きてきた世界観を疑うということは人間には容易でない。それはある意味、己の存在をさえ揺るがしかねぬことじゃからの。人間は誰しもが己で作り出した世界観によって守られ、同時に縛られ、ときには他人をも縛る」


    「偏見ってことか」


    「とも言えようが、常識、あるいは信念という言葉に置き換えることもできよう。世界観のない人間というのも、それはそれで背骨を持たず大海を漂う海月くらげのように頼りないものじゃろう。……ほれ、これなど、世界観っちゅーヤツの塊かたまりじゃろ？」


    　プリシラが差し出したのは、坂さか上がみの持参してきた世界史の教科書だった。


    　奴ど隷れい制。天動説。民主主義。進化論。大航海時代。帝国主義。東西冷戦。資本主義。数々の宗教。無数の戦争。


    　確かにそれは、数あま多たある世界観のぶつかり合い、そのうねりを記した本だ。


    「妾わらわの部屋で聞いた、何ちゅーたかの、インカとスペインという国の話も、異なる世界観のぶつかり合いであったと言えようの。そして、どうやらその結末は不幸なものじゃった。が、幸福な出会いとていくつもあったろう。たとえばカステラの伝来など、の」


    　言って、村から持ってきていたのだろう。カステラの塊を、はむ、と口に放り込んだ。


    「紀元前のギリシアで『奴隷制ってマジ有り得ない』とか言うたり、江戸時代の日本で『税金や給料が米立てとか正気疑う』とか言うたり、香川県で『最高の麺類はスパゲッティ』とか言うたら袋ふくろ叩だたきにされても文句言えんじゃろ？」


    「最後のやつはちょっと違う気もするが……」


    「世界観というのは常に相対的なものじゃ。神ならぬ身は、常に己の視座からしか正しき世界の有り様を語ることはできぬ。江戸時代の日本が米本位制であったことも、おぬしらの国の当時の時代背景からすればそれなりの合理性があったのであろう。香川県の通貨がうどんであることも、妾には計り知れぬ合理性があるのであろう。麺が通貨というのは、持ち運びにくくて不便だと思うんじゃがの」


    「お前に香川県の嘘うそ知識を教えたのは誰だ」


    「ぬ、嘘なのかや？」


    「通貨がうどんなワケねーだろ。香川県はうどんだけじゃない。香川の通貨は骨付き鶏とりだ」


    「ほー。確かにうどんより持ち運びやすそうじゃの」


    　こいつは意外と賢かしこいのか、想像以上にアホなのか、どっちなのだろう。


    　それとも、それもまた世界観の違いというやつなのか。


    「じゃから──あくまで妾わらわの仮説に過ぎぬがの。異世界からの客人神まろうど、それに意味があるのだとすれば、それは固着した世界観を再び掻かき混ぜることではないかと妾はそう思う。魔王を倒すことも、新たな文化や知識を持ち込むことも、その一側面に過ぎぬ。その意味では、沢さわ木きよ、人の世界とゴブリンの世界を繋つないだおぬしが一番、この世界を底からひっくりかえしたといえるのかもしれぬぞよ」


    　プリシラの言うことは何となくしかわからなかったが、それでも、この王女様なりには俺のことを励ましてくれたらしい。


    「世界を救う勇者でなくとも、俺がここにいる意味はある──ってことか」


    「そんなＪ-ＰＯＰの歌詞みたいなことは言うておらぬ」


    　照れたのか、プリシラは俺から視線を切って、外を覗のぞき込むよう荷台の端に身を寄せた。


    「おい、あんま体を乗り出すと落ちるぞ」


    　俺は言うが、プリシラは外へ体を向け、背を向けたままで、言う。


    「そういえば最初に会うたとき、世界を救いたかったみたいなことを言うておったの」


    「……ああ。いや、あんなの、勢いで言っただけだ」


    「世界を救いたいというのであれば、ぬしらはとっくに救っておるよ。小さくてちっぽけな取るに足らぬ世界じゃが、確かに救っておる」


    「あの村のことか？」


    「もっともっと小さな世界じゃよ」


    　プリシラの言葉が、風景とともに流れていく。


    「妾の世界はな、恵まれすぎるほどに恵まれた世界であった。なんせ一国の王女じゃ。願って叶かなうのであれば、妾の地位に生まれつきたかった者は数えきれぬであろう」


    「ま、そりゃそうだ」


    　俺が言うと、プリシラは自じ虐ぎやく的とも思えるような笑みを浮かべた。


    「じゃが、人間とは強欲なものでの。恵みを浴びるように生きてきても、やがてそれに慣れ、飽きる。いつしか妾の胸中には、いつまでも続く退屈と、満たされぬ期待──そういう名の空洞がぽっかり穴を空けておった。世界共通、富者特有の病じゃよ。毎日空を見上げては、うまいもんとかイケメンが束になって降ってきて、妾の人生を都合よく劇的に変えてくれんかな～。とか思うておった」


    「センチメンタルな雰囲気でごまかされそうになったけど、けっこうなダメ人間だな」


    「ま、否定はせぬよ。じゃがの、イケメンかどうかはさておき、うまいもんとおもしろい連中は本当に降ってきた。それも束になってな」


    「美的感覚というのは時代や文化によって違うからな。美的感覚というのは時代や文化によって違うからな」


    「二回言わんでもええわい」


    　プリシラは苦笑する。その金髪が風に靡なびき、表情を覆おおい隠す。


    「ま、とにかくじゃ。閉へい塞そくした妾わらわの世界を、天から降ってきた行儀の悪いガキどもがぶっ壊し──そしてそこから、妾を連れ出してくれた。囚とらわれのお姫様を救い出す。絵物語の典型じゃが、悪くないであろ」


    　風に流れる髪が表情を覆おおい隠し、プリシラがどんな顔でそんなことを言ったのかはわからなかった。俺も、それを確かめようとはしなかった。確かめなくてもいいと思った。


    　俺たちを乗せた馬車は速度を上げ、景色がぐんぐんと後方へ流れていく。


    「そういや、とっとと告ったらええのに、まだなんかの？　せっかくじゃから妾の世界におるうちに頼むぞよ。他人の色恋は旅に勝るとも劣らぬ一大イベントじゃからの」


    　荷台から身を乗り出したまま、こちらを振り返ってプリシラが言う。


    「……何が？」


    「十年来の幼なじみなんじゃろ？　そんだけ長い付き合いなら、オッケーじゃったらオッケーじゃし、アウトだったらアウトってとっくに結論出とるじゃろ」


    　プリシラは俺と、荷台の対面で俯うつむいて寝ているはずの綾あやちゃんへ、交互に視線をやる。


    「ぷ、ぷりしらさん、いきなり何を言っているのかな？」


    　しまった、プリシラの口にねじ込んで黙らせるべき菓子が手元にない！


    「ほれ、夜よ這ばうたとき、好きな子がおるから無理じゃとか言うておったろ？」


    「な、何言ってんだお前！　しかもその言い方は色々と誤解されるだろ！」


    「なはは、大丈夫じゃって。みんな寝とるから聞いちゃおらんぞよ」


    　俺は慌てて全員の顔を窺うかがう。


    「ＺＺＺ」


    　宗むな像かたの大胸筋は器用に寝息を立てていた。


    「……うーん。むにゃむにゃ。もうたべられないでござるよ」


    　和泉いずみが目を瞑つむったまま、はっきりとした口調で申し訳なさそうに言った。


    　肝心の綾ちゃんはといえば、起きているのか寝ているのか曖あい昧まいな表情のまま、薄笑いを浮かべて眼を閉じている。幼なじみゆえの経験で判断すると、八割方寝ているようだが……。


    　この曖昧な世界観を維持したくもあるが、プリシラに言われるまでもない、新たな世界への冒険へと踏み出すと俺はもう決めたのだ。


    　でも、とりあえず冒険は次の街に着いてから……。


    「そこでへたれておるうちは、おぬしの世界は前途多難かもしれんの～」


    　そんなプリシラの言葉に、気のせいだろうか綾ちゃんが少し笑った気がした。


    　プリシラは微笑と苦笑の中間のような笑顔を俺に向けると、揺れる荷台の上で立ち上がった。


    　進行方向の空を真っ直すぐに見ながら、仁王立ちになる。


    「世界は広いの！　未知の文物、未知の国々！　いまだ肌に触れたことのない風を浴びることのなんと心ここ地ちよいことか！　思う存分に見て、食うて、遊んで、あらゆるものごとを我が身に刻み、学んで修めようではないか！」　


    　どこまでも続くような空の果てに向かって、プリシラは声をあげる。


    「妾わらわたちの修学旅行は、まだ始まったば──、っ、うぉ、おおおっ、おわっ、ぎゃああああああああ！」


    　荷台の上に仁王立ちになって遥はるか行く先を指差し、何やら決め台詞ぜりふっぽいものを言おうとしたところで、馬車の車輪が路ろ傍ぼうの石に乗り上げて大きく揺れ、その拍子にバランスを崩したアホプリンセスが荷台から落下し、そのまま地面をごろごろと転がっていった。


    「ちょ、バカッ！　走ってる最中に立ち上がるから！　止めて、馬車を止めてください！」


    　俺は馬を走らせる御者へと叫ぶ。と同時に、眠っていた？　みんなも目を覚ます。


    　馬車が急停車すると同時に、和泉いずみが馬車から飛び降り、落下したプリシラのもとへと走る。


    　特に大事はないようだが、プリンセスの体に傷でも残ったら大変かもしれない。潰つぶれた虫のように地面に蹲うずくまるプリシラのもとに、おれは薬草ロイヤルデラックスを片手に向かう。


    「ぐおぉ……超痛いぞよ……。アバラの三、四十本持ってかれちまったかもしれないぞよ……」


    「心配するな。人間の肋骨はそんなにたくさんない」


    　さすがは武芸百般・和泉刀とう香かセンセイ。最低限の外科的診察や応急処置もできるらしい。


    　俺たちが間抜けなプリンセスを取り囲んでいると、そのとき、いきなり足下に影ができた。


    　あのときのように夕立でも来るんじゃないかと頭上を見上げると、この世界に来た日に俺の世界観を引っ繰りかえしたあの巨大な飛竜が、悠々と大空を遊ゆう弋よくしていた。


    　俺の世界も、確かに少し広がったらしい。


    　見上げた先、飛竜はあのときと同じように大きく口を開けた。


    　退屈によるあくびか？


    　太陽を食おうとでもしたか？


    　それとも、何か旅立ちをおくる言葉でもかけてくれたのか？


    　そんな俺の問いに、もちろん竜は答えない。ゆっくりと飛び去り、再びあたりをまばゆい陽が照らす。


    　遠くまで来た。


    　そして、遠くまで行くんだ。


    　いつか家に帰るその日まで、この世界を目一杯楽しもう。


    



    　俺たちの修学旅行は、続く。

  


  
    



    　　　あとがき


    



    　ガガガ文庫では、はじめまして、岡おか本もとタクヤです。


    　まずはイラストのしらびさんほか本作に携たずさわって頂いた皆様、そして誰よりあなたに感謝を。


    　本作はタイトルそのまま、異世界で修学旅行をする高校生たちの物語です。紀行文学というジャンルはかなり古くから世界中にあったようで、たとえばマルコ・ポーロの「東とう方ほう見けん聞ぶん録ろく」、三さん蔵ぞう法ほう師し玄げん奘じようの「大だい唐とう西せい域いき記き」、日本でいえば紀きの貫つら之ゆきの「土佐日記」、松まつ尾お芭ば蕉しようの「奥の細道」などなど。百年ちょっと前までは、ほとんどの人々が自分が生まれた土地から出ることなく一生を終えており、自分の生活圏の外側は全てが未知の領域で、だからこそ、その外側の「異世界」の旅路を題材に採った紀行というのは大いに好奇心を刺激されるものであったようです。


    　紀行文学は基本的にノンフィクションですが、旅を題材にしたフィクションもまた無数にあり、中なか上がみ健けん次じは「登場人物がその肉体を用いて苦労しながら移動するところに小説が生まれる」などということを言っています。とするならば、旅というものは小説の題材として最高のものと言えるでしょう。……みたいなかしこげなことを書いて箔をつけようとしてみましたが、これはどこにでもいるようなボンクラ高校生たちが騒ぎながら楽しい旅をする、軽いお話です。修学旅行ってそういうものですよね。そんな彼らの旅路を、楽しんでいただければ幸いです。
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